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　　　１




「はー……何度経験しても、この待ち時間はそわそわしますね……」

　誰だれにともなく呟つぶやくと、ハルユキは仮想デスクトップに指先を彷徨さまよわせた。いまはグローバル接続を切っているので、オフラインでも動くミニゲームか何かで緊きん張ちようを紛まぎらわせようと思ったのだが、どのアプリを起動するかも決められない。

　助手席に座すわる黒クロ雪ユキ姫ヒメが、ヘッドレスト越ごしに淡あわい苦く笑しようを向けてくる。

「あのなあハルユキ君、まだ会議が始まるまで二十分もあるんだぞ。志シ帆ホ子コ君のほうがよっぽど落ち着いているじゃないか」

「えっ、いえ、そんな……わたしも緊きん張ちようしまくりですから……」

　小声でそう答えたのは、ハルユキの左側、後席の真ん中にちょこんと腰こし掛かける奈ナ胡ゴ志帆子だ。親友の三ミ登ト聖サト実ミと由ユ留ル木キ結ユ芽メが同行していないせいか、あるいは思いがけず課せられた大役のせいか、確かに普ふ段だんより口数が少ない──気がする。

　加速世界での志帆子、すなわちショコラ・パペッターは極きわめて居い丈たけ高だかなお嬢じよう様さまアバターで、最初にそちらと出で遭あって以来さんざん罵ば倒とうされてきたハルユキは、現実の志帆子のどちらかと言えば控ひかえめなキャラクターにいまだ馴な染じめずにいるのだが、考えてみればこちらで初めて顔を合わせたのはほんの五日前なのだ。

　三人で梅うめ郷さと中ちゆうの生徒会室を訪おとずれた志シ帆ホ子コ、聖サト実ミ、結ユ芽メは全員大いに緊きん張ちようしている様子だったが、その中でもいちばん小さくなっていた志帆子がショコラ・パペッターと名乗った時は、驚おどろきのあまり「えっ」と声を上げてしまった。しかしいまにして思えば、志帆子たちのほうこそ、シャープでスマートなシルバー・クロウの中身がまんまるぽよーんな有アリ田タ春ハル雪ユキだと知った時は胸の裡うちで「え──っ!?」と……ことによると「ドッゲエェ────ッ！」と思っていたに違ちがいない。

　本当に、心の底から感謝しなくてはいけないのだ。ハルユキのリアルを知っても蔑さげすむような態度をまったく取らず、それどころか現実世界でも一いつ緒しよに出かけたり、家に遊びに来たりしてくれるネガ・ネビュラスのメンバーたちに。

　という、幾いくらか自じ虐ぎやく的てきな思考を感知したかのように、志帆子の向こう側に座すわる倉クラ嶋シマ千チ百ユ合リが笑いを含ふくんだ声を出した。

「ハルが緊きん張ちようするのはしょーがないですよ、黒クロ雪ユキ先せん輩ぱい！　車の中で、美少女四人に囲まれてるんですから」

「ン……なるほど、それもそうだな。ハルユキ君、好きなだけそわそわしていいぞ」

　反応しづらい黒クロ雪ユキ姫ヒメの言葉に、運転席の倉クラ崎サキ楓フウ子コもくすっと笑う。

「どうせなら、鴉からすさんのためにもう少し夏っぽい格好で来たほうが良かったかしらね」

　などと宣のたまう楓子は、襟えりぐりの広いサマーニットにミニ丈たけのチュールスカートという出いで立たちで充じゆう分ぶんに夏らしい。

「おいおいフーコ、それ以上夏っぽくしたら教育に悪いぞ」

「あら、レギオンメンバーの士気を上げるのもマスターやサブマスターの務めよ？　サッちゃんも、もう少し肌はだを出してもいいと思うわ」

「そ、そんな義務があってたまるか！」

　という会話を聞けば、上うわ目め遣づかいにちらりと前を見るしかないが、運転席の後ろに座すわっているハルユキからは前席の二人の肩かたから上しか見えない。出発前の記き憶おくによれば黒雪姫はシフォンチュニックに五分丈たけレギンスという格好だったはずなので、ハルユキの判断基準では露ろ出しゆつが少ないという気はしないのだが──。

　などとあれこれ考えていると、チユリがまたしてもからかうような台詞せりふを投なげ掛かけてきた。

「ごめんねーハル～、あんまりそわそわできない格好で～」

　そうは言うものの、チユリもライムグリーンのＴシャツにホワイトデニムのショートパンツというそれなりに夏っぽい服装をしている。しかし物心つくやつかずの頃ころからの幼おさな馴な染じみが少々脚あしを出しているからといって、いまさらどうこう思うことはない、はずだ。

　ここで妙みような反応をすると更さらなるからかい連れん鎖さが発動してしまうので、ハルユキは視線を目の前のシートバックに固定しながら、「平常心平常心……」と小声で呟つぶやいた。しかし隣となりに座すわる志シ帆ホ子コまでが、

「あの……何かすみません、こんな格好で来ちゃって」

　などと発言するので、再び目を泳がせてしまう。

　志帆子が着ているのは、幅はば広ひろのピューリタンカラーがついたグレーの半はん袖そでブラウスと、白のプリーツスカート……すなわち学校の制服だ。

「や、別に、ショコが謝あやまる必要ぜんぜんないよ……僕も制服だし……」

　どうして僕がフォローしてるんだろう、と思いながらそう応じると、志帆子は軽く首を傾かたむけ、訊きいてきた。

「わたしは服選ぶ時間がなかったからだけど、カラス君はどうして制服なの？」

「へ？　えーと……このあと学校で、委員会の仕事があって……」

「夏休み初日なのに？　何の委員会？」

「飼育委員会で、フクロウを飼ってるんだ。餌えさやりを休むわけにはいかないから」

　ハルユキの説明に、志帆子が目を丸くする。

「へぇーっ、凄すごいね！　フクロウって、どんなの？」

「アフリカオオコノハズクっていう種類で……」

　答えながら指を動かし、ニューロリンカーの画像フォルダからホウの写真を何枚か選ぶと左に滑すべらせる。自分のデスクトップに送られてきた写真を見た途と端たん、志帆子が歓かん声せいを上げる。

「わあ、可愛かわいいね！　オレンジ色の目が、すっごくきれい……。──あれ、でも、これ梅うめ郷さと中ちゆうの中だよね？　どうして謡ウタイちゃんが写ってるの？」

　その問いに答えたのは、ハルユキではなくチユリだった。

「ハルは飼育委員会の委員長だけど、ういちゃんは超ちよう委員長なんだよ！」

「ち、超委員長……？」

　頭からクエスチョンマークを出す志帆子に、ハルユキは事情を説明した。

　梅郷中の飼育委員会は、経営企き業ぎようを同じくする私立松まつ乃の木ぎ学園の飼育委員会が廃はい止しされて、行き場をなくしたホウを引き取るために設立されたこと。ホウは、以前の飼い主に虐ぎやく待たいされ、瀕ひん死し状態で捨てられていたところを四シ埜ノ宮ミヤ謡に保護されたため、彼女が与あたえた餌えさしか食べなくなってしまったこと。それゆえに謡も梅郷中の飼育委員会の一員となり、毎日学校が終わってから餌えさやりに来ていること──。

「はー……そんなことがあったんだね……」

　説明を聞き終えた志帆子は、ホウと謡が写る写真にもういちど見入ってから、何かに気付いたような声を出した。

「え……でもそれだとカラス君は、初めて謡ちゃんに会った時は、あの子がバーストリンカーで、しかもネガ・ネビュラスの《四元素エレメンツ》だって知らなかった……ってこと？」

「う、うん。しかも四埜宮さんも、僕がバーストリンカーで黒クロ雪ユキ姫ヒメ先せん輩ぱいの《子》だって知らなかったんだ」

「あはは、じゃあ二人とも相手のことを知った時は驚おどろいただろうね」

「うん、まあ、主に僕がね……」

　とハルユキが頷うなずくと、会話を聞いていたチユリが発言した。

「あのさあ、いま思ったんだけど……それって黒クロ雪ユキ先せん輩ぱいがハルとういちゃんにひとこと言っておけば良かったんじゃない？　だってういちゃんの要よう請せいで飼育委員会を立ち上げたのって先せん輩ぱいなんでしょ？」

　するとすかさず助手席の黒クロ雪ユキ姫ヒメが振ふり向むく。

「おいおい、私は学校当局にちょこっと働きかけただけだよ。それにあの時は、ハルユキ君が飼育委員の当たりくじを引くことを予想できなかったんだ」

「あー、そっか……って、あれ、たしかハルが飼育委員になったのって、くじ引きじゃなくて立候補じゃなかったけ。しかも勘かん違ちがいの……」

　と言いかけたチユリの声を、ハルユキはわざとらしい咳せき払ばらいで上書きした。チユリの記き憶おくは正確で、教室でぼんやりしていたハルユキが担任教師の言葉を聞きき逃のがし、名前を呼ばれて反射的に立ち上がった挙げ句に何が何やら解わからぬまま飼育委員に立候補してしまった──というのが実際のところである。しかもぼんやりしていた理由は、前日に自宅リビングでニコ──上コウ月ヅキ由ユ仁ニ子コと交かわした会話を脳内再生していたからなのだ。

　そう考えた途と端たん、耳の奥おくにニコの声がかすかに甦よみがえる。

　──あのね、ハルユキおにーちゃん。あたしたちのどっちかが……もしかして両方がブレイン・バーストを無くしたら、きっと相手のこと全部、何もかも忘れちゃうよね。

　──だから、約束しよ。ニューロリンカーのアドレスブックに、見覚えのない名前を見つけたら、データ消す前に一通だけメールを出すって。そしたら、もしかしたら、もう一度……。

　あの時ニコは、七王会議で対たい峙じした純色の王たちの《情報圧》に圧あつ倒とうされ、ポイント全損の恐きよう怖ふに怯おびえていた。しかし彼女はその恐おそれに立ち向かい、乗のり越こえ、守るべきものを守り続けてきた。

　いまこの瞬しゆん間かんも、ニコはハルユキたちからそう遠くないところでブラッド・レパードと一いつ緒しよに待機している。加速世界に多くの混乱と悲劇を引き起こしてきた強大な存在と対たい峙じするために。

「……ねえ、カラス君」

　志シ帆ホ子コに呼びかけられ、ハルユキは我に返ると二、三度瞬まばたきした。

「あ……な、なに？」

「会議が終わったら、わたしも梅うめ郷さと中ちゆうにお邪じや魔ましていいかなあ？　フクロウ君にごはんあげるところ、見せてくれる？」

「うん、いいよ、もちろん」

　即そく座ざに頷うなずく。梅うめ郷さと中ちゆうに来たばかりの頃ころは謡ウタイ以外の人間を警けい戒かいしていたホウも、最近ではハルユキの手から餌えさを食べるくらいには落ち着いてきているので、志シ帆ホ子コがいても不安になったりはしないはずだ。

「やった！」

　と笑え顔がおを咲さかせる志帆子の向こうで、なぜかチユリがじとーっとした目つきになり、運転席の楓フウ子コが軽かろやかな口調で言った。

「あらあら鴉からすさん、いつの間にか女の子の頼たのみ事に、そんなに堂々と答えられるようになったんですね」

「うぃ!?　い、いえ、べべべつに堂々としてるわけじゃ……」

「あら、褒ほめてるんですよ？　師し匠しようとして、弟で子しの成長を喜んでいるだけです」

　そのわりには、ルームミラー越ごしに見える顔に、真空破レイカースマイルが浮うかんでいるような。そして助手席からは極冷気クロユキスマイルが。

　じわじわ首を縮めつつ、ハルユキは小声で言った。

「……あの、良かったら師し匠しようも……あと先せん輩ぱいも、一いつ緒しよに行きませんか？」

「残念だが我々は私服ゆえ、学校には立ち入れない」

　つん、と黒クロ雪ユキ姫ヒメがそっぽを向き、

「あー、あたしは誘さそってくれないんだー」

　とチユリが頰ほおを膨ふくらませる。

「お、お前はこのあと大切な任務があるだろ！」

「そーだけどさー、誘さそわれて断るっていうプロセスが大事なの！」

　ハルユキとチユリの言い合いを聞いて、志帆子が楽しそうに笑った。その表情からは、先刻の激しい緊きん張ちようはもう感じ取れない。

　──僕が犠ぎ牲せいになることでショコがリラックスできたなら、それでいいんだ……。

　などと脳内で呟つぶやきながら、窓の外の青空を見上げてしまうハルユキだった。




　二〇四七年七月二十一日、日曜日──夏休み二日目の昼下がり。

　ハルユキたち五人は、楓子が運転する黄色いイタリア製ホットハッチで杉すぎ並なみエリアを出発し、千ち代よ田だエリアまで移動した。目的はもちろん、午後一時から開かい催さいされる第四回七王会議に出席することだ。

　前回──ちょうど二週間前の七王会議で、黒のレギオンネガ・ネビユラスは他の六レギオンに対して、一つの大型作戦を提案した。

　加速研究会の拠きよ点てんエリアが判明した時は、七大レギオンが即そく座ざに総力を挙げて攻こう撃げきすること。もし作戦に参加しないレギオンがあったら、そこは研究会と通じていると見なし、攻こう撃げきの対象とすること。

　黄の王イエロー・レディオが横やりを入れてきたりもしたが、青の王ブルー・ナイトの後あと押おしもあって提案は採さい択たくされた。

　ハルユキたちはその時点ですでに、白のレギオンオシラトリ・ユニヴアースこそが加速研究会の母体であると確信していた。しかし根こん拠きよなき確信だけでは王たちは動かせない。どうにかして揺ゆるぎない証しよう拠こを手に入れる必要があったのだが、それも容易なことではなかった。

　最終的にネガ・ネビュラスが立案したのは、三段階にわたる複雑な作戦だった。

　まず緑のレギオングレート・ウオールと交こう渉しようし、渋しぶ谷や第一および第二エリアの一時的譲じよう渡とを了りよう承しようさせる。

　次に、土曜夕方の領土戦の直前に二領土の移い譲じようを実行し、白のレギオンの本ほん拠きよ地ちである港みなと区く第三エリアを攻こう撃げき、奪だつ取しゆする。

　最後に、白のレギオンの乱らん入にゆう拒きよ否ひ特とつ権けんが失われた港区第三エリアのマッチングリストを、青のレギオンの見届け人オブザーバーに確かく認にんしてもらう。もしそのリストに加速研究会のメンバーが出現していれば、そいつらは白のレギオンのメンバーであると証明される──。

　正直、《揺ゆるぎない証しよう拠こ》とするにはそれでもまだ弱い。結局はオブザーバーの証言だけに頼たよらざるを得ないわけで、黄の王さえも黙だまらせるような、形ある証しよう拠こは示せないからだ。

　とはいえ、他に選せん択たく肢しはなかった。ハルユキたちは一つ一つハードルをクリアし、戦力増強のために赤のレギオンプロミネンスとの合がつ併ぺいをも成なし遂とげ、そしてついに昨日──七月二十日に作戦の最終段階を決行した。

　しかし。

　完全な奇き襲しゆうとなるはずだった領りよう土ど攻こう撃げきは、白の王に察知されていた。

　領土戦フィールドに突とつ如じよ姿を現した謎なぞのバーストリンカー、オーキッド・オラクルの心しん意い技わざによって戦場は無制限中立フィールドへと変化し、ネガ・ネビュラスの攻こう撃げきチーム十七名は、白のレギオンの幹部集団《七連矮星セブン・ドワーフス》の第二位スノー・フェアリーと第七位グレイシャー・ビヒモスの複ふく合ごう心しん意い技わざによってほぼ全ぜん滅めつしてしまったのだ。

　無限ＥＫの罠わなから危あやうく逃のがれたハルユキとチユリは、十八人目のメンバーとして別地点からダイブしていたトリリード・テトラオキサイドと合流し、オラクルの心意技の効こう果か範はん囲いにぎりぎりで含ふくまれていた芝公園地下迷宮コントラリー・カセドラルで大天使メタトロンの第一形態を撃げき破はした。解放されたメタトロン本体とともに主戦場に戻もどる途と上じよう、ハルユキは小さな塔とうの最上階にうずくまるオーキッド・オラクルを発見し、彼女を守る七連矮星セブン・ドワーフスの第三位ローズ・ミレディーともども倒たおそうとした。

　だが、できなかった。オラクルの正体が、梅うめ郷さと中学校生徒会で書記を務める黒クロ雪ユキ姫ヒメの親友、若ワカ宮ミヤ恵メグミだと知ってしまったからだ。

　恵はハルユキに語った。自分は遠い昔にポイント全損したはずのバーストリンカーであること。記き憶おくが戻もどったのは領土戦が始まるわずか数時間前だったこと。そして、白の王ホワイト・コスモスに、指示に従えば恵の《親》──サフラン・ブロッサムも蘇そ生せいしてあげると言われたこと。

　それは白の王の噓うそだとハルユキは確信した。遠い昔にサフランを全損させたのは白の王その人だからだ。しかし恵メグミはハルユキの言葉を否定し、再び殻からに閉じこもろうとした。

　その時二人は、サフランの声を聞いたのだ。

　本物だったのか、幻げん聴ちようだったのかは解わからない。けれど、『自分が正しいと思うことをして、大好きな人のために、あなたができることをして』というサフランの言葉に従い、恵は戦場に戻もどると、無制限中立フィールドを本来の領土戦フィールドに戻もどした。

　主戦場で全ぜん滅めつしかけていた黒クロ雪ユキ姫ヒメやニコ率いる攻こう撃げきチームは、ステージの再さい転てん換かんに合わせてフルパワーの心しん意い技わざで逆ぎやく襲しゆうし、オシラトリの防衛チームを全ぜん滅めつさせた。領土戦はネガ・ネビュラスの勝利で終わり、ついに港みなと区く第三エリアは黒の領土となった。

　だが、オブザーバーを務めた青のレギオンの《二剣デユアリス》、コバルト・ブレードとマンガン・ブレードからの連れん絡らくは、ハルユキを愕がく然ぜんとさせるものだった。白のレギオンの乱らん入にゆう拒きよ否ひ特とつ権けんが剝はく奪だつされても、港区第三のマッチングリストに加速研究会のメンバーはただの一人も出現しなかったのだ。

　一同が沈しずみ込むなか、思わぬ発言をしたのは奈ナ胡ゴ志シ帆ホ子コだった。

　十体もの邪神デビル級きゆうエネミーに包囲された絶望的な状じよう況きようで、志帆子は奮ふん闘とうする仲間たちの勇姿を記き憶おくと記録に残そうと考えた。そして彼女は図はからずも、隠かくし持ったリプレイカードに録画していたのだ。

《七連矮星セブン・ドワーフス》の第四位でありながら、白の王の全権代理を務めるオシラトリ・ユニヴァースの大幹部アイボリー・タワーが、加速研究会の副会長を名乗る闇あん黒こくの積層アバター、ブラック・バイスに変身するところを。

　リプレイカードは、無制限中立フィールドの《ショップ》でのみ入手可能なカードアイテムの一つで、録画内容を編集したり加工したりすることは絶対に不可能だ。ゆえに志帆子が録画したカードは、ハルユキたちが切望していた《形ある証しよう拠こ》に充じゆう分ぶんなり得る。

　ブラック・バイスは六月上じよう旬じゆんに行われたヘルメス・コード縦走レースに加速研究会のラスト・ジグソーとともに乱入し、その特とく徴ちよう的てきな姿を大勢のギャラリーの目に晒さらした。そして直後の第一回七王会議で、黒雪姫が二人のアバターネームと所属組織名を報告している。だから現在は他の王たちも、ブラック・バイスが加速研究会の実質的な首しゆ魁かいであることは疑っていないだろう。

　もうすぐ始まる四回目の七王会議には、アイボリー・タワーも素知らぬ顔で参加してくるはずだ。その目の前でリプレイを再生し、自分がブラック・バイスに変身するシーンを見せつけてやれば、今度という今度はいかなる言いい逃のがれも不可能なはずだ。きっと……絶対に。

　そう確信しつつも、漠ばくとした不安を拭ぬぐいきれず、ハルユキは汗あせばむ掌てのひらを制服のズボンに擦こすりつけた。

　顔を上げると、ハルユキが長い思し索さくを巡めぐらせているあいだに、あれほど賑にぎやかだった女性陣じんも黙だまり込んでしまっている。

　楓フウ子コが車を停とめたのは内うち堀ぼり通どおりから少し西に入ったオフィス街のパーキングで、日曜日だからか他に停とまっている車はない。車内にはかすかなエアコンの唸うなりと、窓越ごしに染しみ込んでくるセミの声だけが響ひびいている。

　ヘッドレストの間に見える黒クロ雪ユキ姫ヒメの頰ほおのラインを、ハルユキはしばし見み詰つめた。

　口調や態度は普ふ段だんとまったく変わらないようだが、横顔には朝からずっとかすかな憂うれいの色が滲にじんだままだ。その理由も、ハルユキには解わかる。

　昨日の領土戦で、ハルユキの説得を受け入れてステージを元に戻もどし、ネガ・ネビュラスに勝利をもたらしてくれたオーキッド・オラクル……若ワカ宮ミヤ恵メグミ。入学した頃ころからの親友であるという彼女と、領土戦の後からずっと連れん絡らくが取れていないらしいのだ。

　白のレギオンを裏切った恵を、冷れい徹てつ無む情じようなブラック・バイスが……そして白の王ホワイト・コスモスが容易に許すとは思えない。最悪の場合、復活させたオラクルを再びポイント全損させてしまうことすらも有り得る。

　千ち代よ田だエリアを目指して走る車の中で、黒雪姫は「恵は見かけよりずっとタフなんだ、そう簡単に捕つかまったりしないさ」と言っていたが、その口調は自分に言い聞かせているかのようだった。実際、今朝になってもまだメールにもボイスコールにも反応がないというのは、何かがあったのだとしか思えない。

　電話がだめなら、あとはもう自宅に行ってみるくらいしか手はないが、黒雪姫もそうしたいのを懸けん命めいに我が慢まんしているのだろう。いまは、レギオンマスターの判断を待つしかないのだ。

　ハルユキがそんなことを考えていると、

「……なんだか、ハルユキ君の緊きん張ちようが移ってしまったな」

　不意に黒雪姫がそう呟つぶやき、センターコンソールに埋うめ込まれた小型モニタに指を触ふれさせた。いまどきの車は車速やバッテリーの残量、ルートナビまでニューロリンカー経由で視界に表示できるようになっているが、全てのドライバーがリンカーユーザーというわけではないので、物理的な計器類やモニタも装備されている場合が多い。

　点灯したモニタを、黒雪姫はテレビ画面に変えた。

　途と端たん、ドアに内蔵されたスピーカーから、控ひかえめな音量ながら湧わき上がるような歓かん声せいが迸ほとばしる。映っているのはどこかのスタジアムか体育館のようだ。客席を埋うめ尽つくす大観衆に、赤いレオタード姿の女の子が右手を振って応えている。画面の半分が、リプレイ映像に切きり替かわる。

「あ、そっか。今日、体操の全日本選手権やってるんだ」

　チユリの言葉に、楓子がハンドルスイッチを操作して少しボリュームを上げた。実じつ況きようアナウンサーの声が車内に響ひびく。

『──選手、見事な演技でした。続いて──学園器械体操部、月ツキ折オリリサ選手の跳ちよう馬ばです』

　画面が切きり替かわり、少し色素の薄うすい髪かみをポニーテールにまとめ、白に薄うす紫むらさきの差し色が入ったレオタード姿の選手が映し出される。

『月ツキ折オリが跳とぶのはプロドノワ、前転とび前方かかえ込み二回宙返り……Ｄスコア７・０の高こう難なん度ど技わざですが、予選では見事に決めています……』

　実じつ況きよう音おん声せいが流れる中、白レオタードの選手はふわりと動作で右手を挙げ、助走を開始する。伸ばした両手を鞭むちのように振り、野生動物のようなしなやかさで助走路を駆かけていく。

　前の選手と違ちがってロンダートせず、両足で強くロイター板を踏ふんだ、その時。甲かん高だかい金属音が混じる、明らかに異常な音がスピーカーから響ひびいた。

「あっ……！」

　と声を漏もらしたのは、チユリか、志シ帆ホ子コか。

　空中で姿勢を崩くずした白レオタードの選手は、斜ななめに二回転したのち、頭からマットに叩たたき付つけられた。バウンドして俯うつぶせに倒たおれ、そのままぴくりとも動かなくなる。スピーカーからも、観客たちの悲鳴が響ひびく。

　コーチらしき女性や大会スタッフ、そして数人の選手が倒たおれたままの選手に駆かけ寄よる。慎しん重ちように体を反転させるが、ポニーテールの少女は目を閉じたままだ。

　画面に顔を近づけた楓フウ子コが、心配そうな声で言った。

「踏ふみ切きり板ばんが壊こわれたみたいね……。全日本大会で、こんな事故が起きるなんて……」

「大きな怪け我がをしていないといいが……」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメの言葉に、ハルユキも大きく頷うなずこうとした、その時。

　頭の芯しんで、ちりん……というかすかな音が響ひびいた、ような気がした。鈴すずの音よりも儚はかなく澄すんだその音は、現実世界のものでも、ニューロリンカーの通知音でも、ましてや幻まぼろしでもない。加速世界の遥はるか彼方かなたから、ハルユキを呼ぶ声──。

「……あの、先せん輩ぱい」

　事故に遭あった体操選手も心配だが、この音を無視するわけにはいかない。恐おそる恐おそる前席に声を掛かけると、黒雪姫がさっと振り向いた。

「どうした、ハルユキ君？」

「すみません、ちょっと……行ってきていいですか？　会議までには戻もどりますんで……」

「何だ、トイレか？　この近くにコンビニか何かあったかな……」

　モニタをナビ画面に切きり換かえようとする黒雪姫を、急いで押しとどめる。

「い、いえ、トイレじゃなくて……無制限中立フィールドに……」

「はあ!?」

　と叫さけんだのは黒雪姫ではなくチユリだ。運転席の楓子も、左に座すわる志帆子も「なんでいま？」という顔を向けてくる。

「ちょっとハル、会議が始まるまで五分しかないんだよ。エネミー狩がりなんか、あとで幾いくらでもできるでしょ」

「ち、違ちがうよ、エネミー狩がりじゃなくて……メタトロンに呼ばれたんだ」

　ハルユキが小声でそう告げると、チユリが大きな瞳ひとみをぱちぱち瞬まばたかせた。

「えっ、トロンちゃんが……？」

　いっぽう黒クロ雪ユキ姫ヒメは、あからさまな渋じゆう面めんを作る。

「まったく、何もこんな時に……──いや、待て」

　そこで二人同時に啞あ然ぜんとした顔になり、叫さけぶ。

「メタトロンがキミを呼んだ、だと!?」

「無制限フィールドから、どうやって!?」

　黒雪姫とチユリが驚おどろくのは当然だし、志シ帆ホ子コのみならずあの楓フウ子コまでもが両目を見開いているが、いまは説明している時間がない。こうしているあいだにも、無制限中立フィールドでは一千倍の速さで時間が経過しているのだ。

「あ、あの、あとで全部説明しますので！　二分……いえ、一分で帰ってきます。もしそれまでに戻もどらなかったら、僕のニューロリンカーを首から引っこ抜いて下さい！」

　早口にまくし立てると、ハルユキは背中をシートに預け、ニューロリンカーをグローバルネットに繫つないだ。視界中央に接続アイコンが点灯するや、最速でコマンドを唱える。

「アンリミテッド・バースト！」

　バシイイイイイッ！

　という加速音がハルユキの意識を肉体から解き放ち、真なる加速世界へと飛ひ翔しようさせた。










　　　２




　赤茶けた大地を、乾かわいた風が吹ふき渡わたっていく。

　砂じや利り交じりの地面を硬こう質しつの足で踏ふみ締しめ、ハルユキはぐるりと周囲を見回した。

　現実世界の時じ間かん貸がし駐ちゆう車しや場じようを囲んでいたオフィスビルは全て、ごつごつした巨きよ岩がんに姿を変えている。植物オブジェクトはほとんど存在せず、薄うす黄き色いろの空を飛ぶ鳥もいない。《面おも白しろみのないステージ》ランキングの一位二位を争うと言われる《荒こう野や》ステージだ。

　もっとも、ハルユキはさほど嫌きらいではない。建物代わりの岩の中には入れないし、妙みような地形ギミックやトラップも存在しないので相手との戦せん闘とうだけに集中できるからだ。

　しかしいまはもちろん対戦相手はいない。それでもしばし周辺をサーチし、エネミーもデュエルアバターも見当たらないことを確かく認にんしてから、鏡面バイザーの下で目をつぶる。

　──来たよ、メタトロン。

　以前はこの《リンク確立》手順に一分近くも要したものだが、ハルユキがたった一言念じただけで、暗い視界の中央に白い光のドットが生まれた。点てん滅めつ状じよう態たいから瞬しゆん時じに安定し、瞼まぶたを──正確にはアイレンズのシャッターを開くと、すぐ目の前に燐りん光こうを放つ立体アイコンが出現していた。

　ハルユキが何かを言うより早く、

「──遅おそい!!」

　最も早はやおなじみとなった台詞せりふとともに、アイコンは小さな翼つばさでシルバー・クロウのヘルメットをぺしっと叩たたく。

「私がお前を呼んでから何時間経たったと思っているのですか、しもべ？」

「ご、ごめん……。でも現実、じゃなくてロウエスト・レベルの時間はここより千倍も遅おそいんだよ……」

「ならば、呼ばれたら〇・〇〇一秒でこちらに移動すればいいでしょう」

「そんな無茶な！」

　情けない声で叫さけんでしまってから、いまは言い合いをしている場合ではないのだと気付く。黒クロ雪ユキ姫ヒメたちに約束した一分は、無制限中立フィールドでは実に十六時間四十分にもなるのだが、早く戻もどれるならそれに越こしたことはない。

「い……いやいや、そうじゃなくて……ええと、どうして僕を呼んだ、のかな？　もしも特に用事とかないのなら、もうすぐ向こうで大事な会議があるから……」

　ぺしぺしぺしっ！

「この愚おろか者もの！　私もいろいろ忙いそがしいのです、何の必要もなくお前を呼びつけることなど……ないとは言いませんが、今回は違ちがいます」

「え……じゃあ、どんな用が……？」

　連打された頭をさすりながら訊たずねたが、立体アイコンはすぐには応えず、周囲を眺ながめるような素そ振ぶりを見せた。

「ここは……ふむ、さほど遠くありませんね。そのまま三十秒ほど待機しなさい」

「へ？　さ、さんじゅうびょう？」

　遠くないって、どこから……とハルユキは続けて質問しようとしたが、その時にはもう立体アイコンは音もなく消しよう滅めつしてしまっていた。

　やむなく、赤っぽい巨きよ岩がんに囲まれた空き地に突っ立ったまま時間を数える。十秒、二十秒、二十五秒までカウントした時、頭上で超ちよう高こう周しゆう波はの共鳴音のような、聞き慣れない音がかすかに響ひびいた。

　すわ敵てき襲しゆうか、と身構えながら振ふり仰あおいだ空から、白い輝かがやきが一直線に降下してくる。二枚の翼つばさを大きく広げ、白銀の髪かみを優美に波打たせる女性型アバター。見み間ま違ちがいようもない、神獣レジエンド級きゆうエネミー・大天使メタトロンの第二形態、すなわちメタトロン本体だ。

　硬こう直ちよくするハルユキの眼前にふわりと無音の着地を決めたメタトロンは、瞼まぶたを閉じたままなのに強きよう烈れつな威い厳げんを感じさせる美び貌ぼうをシルバー・クロウの鏡面バイザーに近づけ、言った。

「どうですか、たった二十八秒しか待たせなかったでしょう？　お前も私を見習って、呼ばれたら即そく座ざに……」

「い……いやいやいや、そそそそその前に……」

　無意識の動作で両手を持ち上げ、大天使のほっそりした肩かたを摑つかみながら問いかける。

「な、なんでその姿で無制限中立フイールドミーン・レベルに……？　きみの第一形態を芝公園地下迷宮コントラリー・カセドラルで倒たおしたのは、現実時間でもう丸一日近くも前なんだから、変へん遷せんで第一形態はとっくに復活して、きみはその中に戻もどってるはずなのに……。──はっ、もしかして幻げん影えいとか立体映像とかそういう……」

　うわずった声でまくし立てながら、両手に少し力を入れ、メタトロンの両りよう肩かたをふにふにふにふにと──。

「こっ、この無礼者！」

　大天使の右の翼つばさがばさっと直立し、デコピンするかの如ごとく先せん端たんでハルユキのおでこを弾はじいた。当人としてはごく軽く当てたつもりなのかもしれないが、《四し神じん》を除けば加速世界で最強の存在ビーイングの一いち撃げきとあっては、攻こう撃げき能のう力りよくを持たない立体アイコンのぺしぺしアタックのようなわけにはいかず。

「ふぎゅんっ！」

　という情けない声を漏もらしたハルユキは、後こう方ほう伸しん身しん宙ちゆう返がえり状態で吹ふき飛とび、赤茶色の石柱に背中からびたーんと貼はり付ついた。体力ゲージの減少が二割で済んだのは、翼つばさデコピンを喰くらう瞬しゆん間かんに本能的な《柔じゆう法ほう》でダメージを受け流そうとしたおかげかもしれない。

　それでも脳天に凄すさまじい衝しよう撃げきを受けた影えい響きようはすぐには消えず、柱から剝はがれたハルユキはそのまま地面に顔から突っ込んでしまった。外から見たら、頭の周りにスタンエフェクトの白い光がぐるぐる回っているかもしれない。

「おや、思った以上にスッ飛びましたね」

　そんな言葉を発しながらふわりと近づいてきたメタトロンが、今度は翼つばさを二枚とも伸ばし、長い羽先でハルユキを包み込むように持ち上げた。減ったゲージはそのままだが、翼から発せられる純白の燐りん光こうはほんのりと温かく、どうにかスタン状態から回復したハルユキは情けない声で抗こう弁べんした。

「うう……ひ、ひどいよメタトロン……」

「先にいかがわしいことをしたお前が悪いのです」

　つん、と顔を背そむけながらも翼の支えはそのままに、メタトロンは言葉を続けた。

「ともかく、これで私が幻げん影えいではないということは理解できたでしょう」

「う、うん、完全に理解した。でも……なら、どうして外にいるの？　芝公園地下迷宮コントラリー・カセドラルの第一形態は、とっくに復活したんじゃ……」

　無制限中立フィールドのエネミーは、何度倒たおされても《変へん遷せん》が起きるたびに復活し、そのルールは《四し聖せい》とて例外ではない。そして変遷の間かん隔かくは、内部時間でおよそ七日。ハルユキたちが第一形態を倒たおしたのは昨日の夕方なので、こちらではもう二年以上が経過していて、数え切れないほどの変へん遷せんが発生しているはずなのだ。

　ハルユキの言葉に、メタトロンは睫まつ毛げを伏ふせたままの顔を軽く頷うなずかせた。

「ええ、確かに我わが第一形態は、すでにコントラリー・カセドラル最深部にて復活しています」

「へっ？　じゃ、じゃあ、きみもその中に戻もどるんじゃないの？」

「私もそのように予想していたのですが……」

　珍めずらしく語ご尾びを吐と息いきに溶とかす大天使の顔を、ハルユキはまじまじと見み詰つめた。

　考えてみれば、いままでの会話はほぼ立体アイコン経由か、双そう方ほうとも非実体のハイエスト・レベルで行ってきたので、実体のメタトロンを間近からゆっくり眺ながめる機会を得たのはこれが初めてと言っていい。

　顔立ちは人間の女性そのものの造形──ではあるのだが、人にん間げん臭くささのようなものはまったく感じない。造り物ポリゴンっぽいとか、綺き麗れいすぎるとかいう次元ではなく、まるで本物の天使であるかの如ごとき神こう々ごうしさ。

　……ちっちゃいアイコンとお喋しやべりしてるあいだに、僕はメタトロンがどういう存在なのか、忘れちゃってたのかも……。

　そんなことを改めて考えるハルユキの胸中を知ってか知らずか、大天使は両りよう翼よくでシルバー・クロウの装そう甲こうをくすぐるように撫なでながら再び口を開いた。

「……どうやら、私……メタトロン第二形態がテリトリー、お前たちの言う《ボス部屋》から出た状態で変遷トランジシヨンが起きるという状じよう況きようが、システムに想定されざるところだったようですね。以前、フィールド上でお前たちに第一形態を破は壊かいされた時は、次の変遷が来る前に我わが居城に戻もどったので気付かなかったのですが……現状では何度変遷が起きても、私が強制的に第一形態の内部に戻もどされるということはなさそうです」

「…………え、ええと、つまり」

　大天使のやや難解な説明を、ハルユキはどうにか脳内で咀そ嚼しやくした。

「もしきみが芝公園地下迷宮コントラリー・カセドラルの中にいる時に変遷が起きたら、きみは第一形態の中に戻もどるけど……こうして外に出てるあいだはずっと、本体として存在したまま……ってこと？」

「それとまったく同じことを言ったつもりですが」

　素っ気なく返され、確かに、と頷うなずく。

「で、でも、それじゃあどうしてゆうべ僕と会った時はアイコンの姿だったの……？」

　その問いに、メタトロンはさらりと答えた。

「私にとっては昨夜ではなく一万五千二百十二時間前のことですが、あの時はここから百キロメートル離はなれたところにいたので、飛んで帰るのが面めん倒どうだったのですよ、しもべ」

「ひゃっきろ……」

　それって群ぐん馬ま？　それとも静しず岡おか？　と訊きこうとしたが、恐おそらくメタトロンには通じないだろうと思い直す。

　昨日、そのまま循じゆん環かんバスに乗って杉すぎ並なみエリアまで戻もどった一同は、有アリ田タ家けで短い作戦後報告会デブリーフイングを行ったあと、午後六時には解散した。

　一人になったハルユキは、冷蔵庫に残っていた混ぜご飯とそら豆のスープで夕食を済ませ、入浴し、一時間だけ仮か眠みんをとってから夜九時に再び無制限中立フィールドを訪おとずれた。

　戦うためではなく、白のレギオンとの激げき闘とう直後に決意した、「作戦が終わったらすぐにもう一度メタトロンの本体に会いに行く」という自分との約束を守るためだ。何度も助けてくれたお礼を言ってから、色々な話をしようと思っていたのだが、立体アイコンの姿で出現したメタトロンは開口一番言い放った。修行しますよしもべ、と。

　修行と言っても、メタトロンはバーストリンカーの対戦テクニックなどに興味はない。目的はただ一つ、メタトロンとハルユキを繫つなぐ《リンク》を更さらに強化することだ。どうやら戦せん闘とう中ちゆうにハイエスト・レベルで遭そう遇ぐうした、白のレギオンのスノー・フェアリーにリンクを切断されかかったことがよほどお気に召めさなかったらしい。

　ハルユキの自宅マンションから少し離はなれた高いビルの屋上で、正座で瞑めい目もくしてメタトロンの存在を感じる修行や、ビル全体を使ったかくれんぼ、声を出さずに会話する訓練、その合間にエネミー狩がりやとりとめもないお喋しやべりなどを延々と──内部時間で実に二ヶ月近くも繰くり広ひろげた結果、ハルユキはささやかな成果を得るに至った。ハルユキから思念で呼びかけるだけではなく、メタトロンからの呼び出し信号のようなものを受信できるようになったのだ。

　それこそが、先ほど車の中でハルユキの脳内に響ひびいた、かすかな鈴すずの音。

　正確には、メタトロンの頭上で淡あわく輝かがやく光輪ハロウが振しん動どうする音だ。

　長い修行を終え、自分の部屋に戻もどったハルユキは、今度こそ朝までひたすら眠ねむるべくベッドに倒たおれ込んだ。ニューロリンカーも外し、目を閉じて三秒ですうっと意識が遠ざかりかけた、その時。

　ハルユキは、頭の中で、メタトロンからの呼び出し信号が鳴るのを聞いたのだ。現実世界で……しかもニューロリンカーを着けていないのに。

　以前、夢の中でメタトロンに呼び出されたことがあるとはいえ、あの時はニューロリンカーを装着していた。最初はただの耳鳴りか何かだと思って無視してしまったのだが、二度目、三度目が聞こえるに至ってどうやら本物らしいと気付き、慌あわててニューロリンカーを首に嵌はめて再び無制限フィールドにダイブした途と端たん、先刻同様メタトロンに「呼ばれたら早く来なさい！」と怒おこられた、というわけだ。




「……つまりきみは、僕との修行中ずっと百キロも離はなれたとこにいたってこと？　それなのに、ロウエスト・レベルまで呼び出し音が届いたの……？」

「その呼び出し音という言い方、美しくありませんね。ふむ……今後は《召しよう喚かん音おん》と呼びましょう」

「し、召喚……」

　──なんだかいよいよシモベ度が上がってきたような。

　という所しよ懐かいは棚たな上あげしておいて、質問への答えを求めようとしたが、メタトロンは右手を持ち上げてハルユキのおでこをそっとつついた。

「何度言えば理解するのですか、しもべ。ハイエスト・レベルを介かいする私とお前のリンクに、ミーン・レベルでの距きよ離りは関係ありません。ロウエスト・レベルまで召喚音が届いた理由は……さて、私にも解わかりませんね」

　本当かなあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。

　と思ったがこれも口には出さず、話題を一段階戻もどす。

「……それじゃあ……東京に帰ってきてからは、どこにいたの？　芝公園地下迷宮コントラリー・カセドラルに帰ったら次の変へん遷せんで第一形態の中に戻もどされちゃうし、かと言ってきみだって休んだり眠ねむったりするわけでしょ？　とくにいまは、白のレギオンとの戦いで消しよう耗もうした力を回復させなきゃいけないんだし……」

「しもべが主を心配するなど、千年早いというものですよ」

　口ぶりは相変わらず素っ気ないが、微び妙みように優やさしい──と表現できなくもない仕草でもう一度ヘルメットに触ふれると、メタトロンはずっとシルバー・クロウを左右から包み込んでいた両りよう翼よくを開いて背中に戻もどした。

「……我々ビーイングとお前たち小戦士の、時間というものの捉とらえ方は少なからず異なりますが、確かに私にも外部感覚を遮しや断だんし、思考を減速させる時間は必要です。トウキョウを離はなれていたのはそのためなのですよ」

「え……あ、ああ、そうか。都心から百キロも離はなれれば、きみを攻こう撃げきするバーストリンカーはほとんどいなくなるもんね」

「その言い方は、私が戦いを恐おそれて逃げたようで気に入りませんね。フジに赴おもむいたのはそれだけが理由ではありませんよ」

「ふ……ふじ？　って、もしかして富ふ士じ山さんのこと!?」

　ハルユキは啞あ然ぜんと大天使の顔を見み詰つめ、次いで西の空を眺ながめた。荒こう野やステージの空は黄色く霞かすんでいるうえに、地面からでは無数の奇き岩がん群ぐんに遮さえぎられてもちろん富士山のシルエットは見えない。それでも東京から百キロ離はなれたフジと言えば他にない気がするので、次々に質問を投なげ掛かける。

「つ……つまり、僕と修行してた時もずっと、きみの本体は富士山にいたってこと？　いったい、富士山に何があるの？　もしかして、そこで傷を治してたの？」

　しかしメタトロンは瞼まぶたを閉じた顔を逸そらし、たった一言だけを口にした。

「秘密です」

「…………ひ、ひみつ、ですか……」

　メタトロンにそう言われてしまえば食い下がっても無む駄だだと学習しているので、やむなく引き下がる。しかし内心で、こうなったら富士山に何があるのか、いつか自力で確かめに行ってやると決意しながら別の問いを投なげ掛かける。

「でも、なら、東京にはなかなかゆっくり休める場所はないよね……。エネミー狩がりのバーストリンカーは、どんな場所にも現れるし……」

　もちろん、野獣ワイルド級きゆうや巨獣ビースト級きゆう狙ねらいのパーティーに神獣レジエンド級きゆうの中でも最上位のメタトロンが遅おくれを取るとは思わないが、何が起きるか解わからないのが加速世界だ。それに……メタトロン本体が芝公園地下迷宮コントラリー・カセドラルから出ていると知れば、敢あえて狙ねらおうとする勢力もいるかもしれない。たとえば、昨日の領土戦で明らかな勝勢を覆くつがえされたオシラトリ・ユニヴァースのような。

　ハルユキの危き惧ぐを、今度はメタトロンも否定しなかった。

「……確かに、安心して全感覚を遮しや断だんできる場所がないというのは不便ではありますね。いざとなれば他の《四し聖せい》の城を間借りするという方法もありますが、おかしな対価を求められそうで気が乗りません」

　おかしな対価って、と訊きくとまた話が脱だつ線せんしてしまいそうなので、好こう奇き心しんを抑おさえ込んで話を続ける。

「つまり、絶対にバーストリンカーが来ない場所があればいいんだよね……。──そういう意味では、まっさきに思いつくのはあそこだけど……」

　そう言いながら、ハルユキは西に向けていた顔を東に動かした。

　現実世界の車が停とまっているのがオフィス街のパーキングなので、こちらにもビルが変じた巨きよ岩がんが連なっているが、西側ほどの密度ではない。あちこちにある隙すき間まからは、その向こうに鎮ちん座ざする巨きよ大だい構こう造ぞう物ぶつ──南北に厳然と連なる岩の壁かべを視し認にんできる。

　千ち代よ田だエリアの中心部を占しめる、加速世界の中ちゆう枢すう。すなわち帝てい城じよう──。

「……あそこの中なら、きみにちょっかいを出す奴やつはいないよね。四し神じんの門から遠いところで、壁をひょいっと飛とび越こえちゃうようなわけには……」

　いかないの？　と続けるより早く、メタトロンが呆あきれ声を出した。

「しもべ、もしそれが可能なら、お前も自由にエリア00を出入りできる道理でしょう」

「あ……そ、そっか……」

　しゅんとしながら、《災さい禍かの鎧よろい》に寄生されていた頃ころに見た夢──クロム・ファルコンの記き憶おくを思い出す。

　純じゆん粋すいな飛行能力とは言えないが、短たん距きよ離りのテレポート技わざ《フラッシュ・ブリンク》を何度も繰くり返かえすことで擬ぎ似じ的に空中を移動できたファルコンは、その力で帝城の壁を越こえた。しかし当時でも壁の周囲に設定されている超ちよう重じゆう力りよくフィールドで大ダメージを受けたうえに、ファルコンの《ずる》を察知したＢＢシステムがすぐに抜け道を塞ふさいでしまって、現在ではどんな特とく殊しゆ能のう力りよくを持つバーストリンカーだろうと、四方門以外の場所で壁に近づいた瞬しゆん間かんに底無しのお堀ほりに引きずり込まれて即そく死しする、らしい。

　ハルユキの銀ぎん翼よく以上の推進力を誇ほこるスカイ・レイカーのスラスターでもまるで駄だ目めだったというのだから、《壁を飛とび越こえる》という方法はもう二度と使えないのだろう。そしてそれは、最強のビーイングたる《四し聖せい》とて例外ではあるまい。

「それに……」

　肩かたを落とすハルユキの隣となりで、体ごと帝城に向き直ったメタトロンが言った。

「……前回、お前にくっついてエリア00に立ち入った時、私は思ったのです。次にこの場所に来る時は、ネガ・ネビュラスの一員として、《四し神じん》どもを撃げき破はしたうえで堂々と乗り込もう、と」

「…………」

　メタトロンの口から「ネガ・ネビュラスの一員」という言葉が発せられたことにハルユキは少なからず驚おどろき、また嬉うれしくも思ったが、それについて何か言ったらまた痛くされてしまいそうだったので、心の奥おくにしっかり刻きざみ込むだけにしておいて同じように帝城を見やった。

　奇き岩がん群ぐんの隙すき間まの一つから、帝城の壁に設けられた巨きよ大だいかつ荘そう厳ごんな門がわずかに覗のぞく。現在位置は皇居の西側なので、あの大門は現実世界の半はん蔵ぞう門もん──すなわち加速世界の帝城西門。第一期ネガ・ネビュラスが潰かい滅めつしたという三年前の決戦では、黒クロ雪ユキ姫ヒメと楓フウ子コが四し神じんビャッコと戦った場所だ。

　二人はビャッコの猛もう攻こう撃げきから辛からくも生せい還かんし、南門に封ふう印いんされていたアーダー・メイデンと、東門に封ふう印いんされていたアクア・カレントは無事救出された。そして、北門に封ふう印いんされていたはずのグラファイト・エッジは、いつの間にか自力で無限ＥＫ状態から脱だつ出しゆつ──と言っても帝てい城じようの内部に、だが──していたらしい。

　二度目の帝城攻略というレギオンの最終目標の一つに、ハルユキたちは着実に近づいているはずだ。しかし実感が薄うすいのは、クリアしなければならない課題がまだまだ残されているからかもしれない。

　その最たるものは、やはり加速研究会との完全決着だ。

　因いん縁ねん多きあの組織を叩たたき潰つぶし、奪うばわれたままのニコの強化外装──《インビンシブル》のスラスター・パーツを取とり戻もどす。ＩＳＳキットによって生み出された災さい禍かの鎧よろいマークⅡを破は壊かいし、互たがいに認め合った好敵手であり友達でもあるウルフラム・サーベラスを解放する。

　それらを成なし遂とげなくては、ハルユキも、生まれ変わった第三期ネガ・ネビュラスも前には進めない。そのためにも、現実時間で四分後に迫せまった七王会議で、今度こそ白のレギオンこそが加速研究会の母体であるということを証明しなくてはならないのだ。

　決意を新たにしたハルユキは、話題をそもそもの出発点に戻もどすべく口を開いた。

「僕も、きみと一いつ緒しよに四し神じんに挑いどむ時が来るのを楽しみにしてるよ。でもその前に、加速研究会と決着をつけないと……もうすぐ通常対戦フイールドロウ・レベルで始まる会議の経過はもちろんちゃんと報告するけど、そもそもきみが僕を呼んだ理由は……」

　そこまで言いかけたハルユキの鏡面バイザーに、メタトロンがほっそりした人差し指を押し当てた。

「その話をする前に、どこかに移動したいですね。お前があれこれ言うから、落ち着ける場所が欲ほしくなってきてしまったではないですか」

　それって僕のせいなの!?　と思うが、訊きいてもあっさり肯こう定ていされるに決まっている。それにハルユキ的にも、芝公園地下迷宮コントラリー・カセドラルに戻もどるつもりのなさそうなメタトロンが安全なシェルターを見つけてくれれば大いに安心できる。

「えーと、えーと……帝城の中は却きやつ下かだし、他のダンジョンもだめ、そこらの建物はステージ属性によっては岩とか氷になっちゃうし、バーストリンカーに壊こわされるし……」

　懸けん命めいに考えるハルユキから、ふわりと一歩後ろに離はなれ。

　大天使は、瞼まぶたを閉じたままの顔を空き地の西側に向けると、思わぬ言葉を口にした。

「お前には何か考えがありますか、スカイ・レイカー？」

「ふぇ!?」

　仰ぎよう天てんしつつ振り向いたハルユキの視線の先には、相変わらず赤茶けた巨きよ岩がんの塔とうが何本も立ち並んでいるだけだったが、数秒後、一本の岩の陰かげから軽かろやかな音を立てて銀色の車くるま椅い子すが進み出てきた。

　座すわっているのはもちろん、純白の鍔つば広びろ帽ぼう子しとワンピースに身を包んだ水色の女性Ｆ型アバター──ネガ・ネビュラス副長、《鉄てつ腕わん》スカイ・レイカーだ。

　流体金属めいた髪かみを乾かわいた風になびかせながら、レイカー／楓フウ子コは車くるま椅い子すをハルユキたちの目の前まで移動させ、優美なフェイスマスクに微び笑しようを浮うかべた。

「さすがですね、メタトロン。完全に気配を断っていたつもりだったのに」

　すると大天使もふふんと笑い、答える。

「当然です。いまの私は、しもべの目や耳を通して情報を得ているわけではありませんから。お前があそこに隠かくれていることは、出現した瞬しゆん間かんから気付いていましたよ」

「別に隠かくれていたわけではないんだけど……」

　笑えみを苦く笑しように変え、楓子は茜あかね色いろのアイレンズをハルユキに向けた。

「鴉からすさんは昨日の領土戦でとっても頑がん張ばったから、ご褒ほう美びにしばらく時間をあげようと思ったのよ」

「そ、それはどうも、お気き遣づかい頂きまして……」

　両りよう肩かたを縮めつつぺこりと一礼してから、改めて訊たずねる。

「そ、それで、どうして師し匠しようまでこっちに？」

　楓子がいつから大岩の後ろに身を潜ひそめていたのかは不明だが、ハルユキの加速とほぼ同時にコマンドを唱えなければ、これほど早く出現することはできないだろう。黒クロ雪ユキ姫ヒメたちと何かを相談する時間がなかったことは確実で、つまり独断で追いかけてきたということになる。

　ハルユキの質問に、空色のアバターは仄ほのかに呆あきれた口調で答えた。

「あのねえ鴉さん、いきなり『メタトロンに呼ばれた』なんて言い残してアンリミテッド・バーストしたら不ふ審しんに思って当然でしょう？　もしかしたら敵……加速研究会が仕し掛かけた罠わなかもしれないと思って追いかけてきたのよ。どうやら呼び出しは本物だったみたいですけど、いつの間にかずいぶん仲良しさんになったのね？」

「い、いいいえ、決してそういうことでは……。その、すみません、心配かけて……」

「どういう仕組みでメタトロンが現実世界の鴉さんを呼び出せるのかは後でじっくり聞くとして、これからは事前にちゃんと経けい緯いを説明して下さいね」

　口調はあくまで柔やわらかいが、《本当は怖こわいレイカー先生》にそう言われれば直立不動で即そく諾だくするしかない。

「りょ、了りよう解かいです！」

　しかしスカイ・レイカーがハルユキの師し匠しようなら、メタトロンは自じ称しようご主人様であって──。

「シルバー・クロウが説明不足なのは私も認めるところですが……」

　突とつ然ぜん会話に割り込んだ大天使が、ふわりと移動して車椅子の正面に立った。

「今回は私が呼んだのですから、可か及きゆう的てきすみやかにミーン・レベルを訪おとずれたクロウに非はありませんよ、スカイ・レイカー」

「悪いけど、そうは行かないわ。あなたもネガ・ネビュラスの一員なのだから、個人的な要よう請せいよりもレギオンの紐ちゆう帯たいを優先してほしいわね、メタトロン」

　パリパリッ。

　と乾かわいた音を立てて二人のあいだに弾はじける白い雷らい光こうを、ハルユキは幻げん視しした。楓フウ子コとメタトロンは一いつ緒しよに帝てい城じよう内ない部ぶへ突とつ入にゆうした仲なのだが、まだまだ完全に打ち解けるには至らないようだ。

　ここは僕が緩かん衝しよう材ざいにならなければ！　と思うものの、片や《ＩＣＢＭ》の二つ名を持つ加速世界の戦略兵器、片や八千年を生きる最強の神獣級エネミービーイングと来れば、双そう方ほうの視線に挟はさまれただけで装そう甲こうに穴が開いてしまいかねない。
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　しかし幸い、突とつ発ぱつ的てきな冷れい戦せん状じよう況きようは三秒ほどで緊張緩和デタントに至り、アイレンズを軽く瞬まばたかせたレイカーがいつもの柔やわらかな声こわ音ねで言った。

「……それで、先ほどの質問への答えですけど……」

　なんだっけ、と首を捻ひねりかけてから思い出す。芝公園地下迷宮コントラリー・カセドラル以外に安全な場所がどこかにないか、というハルユキとメタトロンの会話を岩いわ陰かげで聞いていたらしいレイカーに、メタトロンが突とつ然ぜん「お前には何か考えがありますか」と問いかけたのだ。

「……メタトロンのお気に召めすかは解わからないけど、わたしに考えがなくもないですよ」

「えっ、ホントですか!?」

　思わず大きな声を出してしまってから、ハルユキは上体を屈かがめて小声で続けた。

「他のエネミーも、バーストリンカーも来ない場所に心当たりがあるんですか、師し匠しよう？」

　すると楓フウ子コは再び淡あわい苦く笑しようを浮うかべたが、その理由を口にすることなく、しなやかな動作で車くるま椅い子すから立ち上がった。

　手振りでハルユキを数歩下がらせ、右手をまっすぐ黄色い空にかざす。

「着装、ゲイルスラスター」

　ボイスコマンドが響ひびくと同時に、空から水色の光が二条降り注ぎ、楓子の背中に命中した。光に包まれた楓子のアバターから帽ぼう子しとワンピースが消しよう滅めつし、背後の車椅子も消える。代わりに背中に現れたのは、優美な流線型のフォルムを持つブースター型強化外装。以前、飛行アビリティを失った時にハルユキも借りたことがある、スカイ・レイカーの翼つばさだ。

「たぶん届くと思うけど、途と中ちゆうでエネルギーが切れたら抱だっこして下さいね、鴉からすさん」

　微笑ほほえみながらそんなことを言い放った楓子は、メタトロンが反応する前にブースターを点火させた。

「鴉さん、メタトロン、案内するからついてきて」

　という言葉と同時に地面を蹴けるや、甲かん高だかい噴ふん射しや音おんを響ひびかせて急きゆう上じよう昇しようしていく。慌あわてて背中の銀ぎん翼よくを展開するハルユキの隣となりで、メタトロンも純白の翼をふわりと広げる。

「まったく、説明が足りないのはレイカーも同じですね」

　文句を言いながら離り陸りくし、ゲイルスラスターに劣おとらぬ勢いで空に上っていくメタトロンを、ハルユキも懸けん命めいに追いかけ──ようとしたが、情けないことに必ひつ殺さつ技わざゲージがすっからかんだ。いまのハルユキには、心しん意い技わざ以外にもゲージを使わずに飛ひ翔しようする手段があるにはあるのだが、メタトロンに貸かし与あたえてもらったその《翼》に頼たよるのは、自分の力が尽つき果はててどうしようもなくなった時だけにする──ように努力する、と決めている。

　やむなくハルユキは、空に向かって「すみません、十秒下さい！」と叫さけぶと右手の拳こぶしを握にぎり締しめた。荒こう野やステージには必殺技ゲージ充じゆう塡てん用ようの《おいしいオブジェクト》は存在しないので周囲に林立する巨きよ岩がんを破は壊かいするしかないのだが、これらは魔ま都とステージのように破壊不能ではないものの相当に硬かたい。短時間で大量に破壊するには、よほどの近きん接せつ攻こう撃げき特とつ化か型がたでない限り、強化外装や特とく殊しゆ能のう力りよくが必要となる。

　しかしハルユキは、手近な岩に狙ねらいを定めて思いきり地面を蹴けると、まるで外け連れん味みのない右ストレート・パンチを繰くり出した。

　工く夫ふうはたった一つ、拳こぶしから肘ひじ、肩かたを通って体の芯しんまでを、頑がん丈じようなシャフトが貫つらぬくイメージを固めること。インパクトの瞬しゆん間かん、各関節部から小さな火花が散ったが、格かく闘とう型がたとしては華きや奢しやなシルバー・クロウの右みぎ腕うでは赤茶けた岩を深々と穿うがち、バガアァァン！　という大だい音おん響きようとともに粉々に四散させた。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメから伝授された《柔じゆう法ほう》の対極、アバターを一いつ瞬しゆんだけ鋼鉄の塊かたまりへと変える《剛ごう法ほう》。超ちよう硬こうのメタルカラー、ウルフラム・サーベラスの闘とう法ほうから学んだ、頑がん強きような装そう甲こうや構造物を貫つらぬくための技わざだ。

　右みぎ腕うでに続いて左ひだり腕うで、更さらに右みぎ脚あしと左ひだり脚あしで四つの巨きよ岩がんを立て続けに破は壊かいしたハルユキは、宣言どおり十秒で必ひつ殺さつ技わざゲージを五割まで溜ためると再び銀ぎん翼よくを広げた。マックススピードで上じよう昇しようし、高度百メートルほどで待機していた楓フウ子コとメタトロンの所に急ぐ。

　ハルユキが待たせているあいだに、ゲイルスラスターのエネルギーがかなり減ってしまったのではと心配したが、追いついてみると楓子はブースターの噴ふん射しやを停止させ、そのアバターをメタトロンが右手で支えていた。

「すみません、お待たせしました！」

　という謝罪に、「実は仲いいんですね」と付け加えたいが藪やぶ蛇へびになりそうなので我が慢まんしていると、楓子がぴっと人差し指を立てた。

「いいですか鴉からすさん、無制限フィールドに入ったら……」

「何はともあれ必殺技ゲージの確保、ですよね……以後注意します……」

　悄しよう然ぜんとするハルユキを見て、メタトロンがやれやれとばかりに首を振った。

「たかが空を飛ぶにもゲージとやらが必要なのだから、小戦士とは面めん倒どうなものですね」

「あ、あのねえ……小戦士、じゃなくてバーストリンカーにとって、空を飛ぶってのはムチャクチャ大変なことなんだよ」

　ホバリングしながらそう言い返すあいだにも、ハルユキの必殺技ゲージはじわじわと減少していく。幸いメタトロンはそれ以上お喋しやべりを引っ張ろうとせず、支えている楓子に視線を向けた。

「それではレイカー、案内を頼たのみます」

「了りよう解かい。支えてくれてありがとう、メタトロン」

　大天使の手から離はなれた楓子が、再びブースターを点火させる。「こっちよ」と言って内うち堀ぼり通どおり上空を南に飛び始めるので、ハルユキとメタトロンもそれぞれの翼つばさで追いかける。

　帝てい城じようのお堀ほりに沿って五百メートルほど南下した楓子は、前方に見えてきたひときわ巨きよ大だいな、まるでオーストラリアのウルルのような威い容ようを見せる岩山──恐おそらく現実世界の国会議事堂──を飛とび越こえると進路をやや東に向けた。無制限フィールドにエリア境界はないが、外そと堀ぼり通どおりであろう広い峡きよう谷こくを越こえるとその先はもう港みなと区く第一エリアだ。

　昨日の領土戦で南側の港区第三エリアはネガ・ネビュラスの領土となったが、第一、第二はまだオシラトリ・ユニヴァースの支配地のまま。だからと言って無制限中立フィールドで白のメンバーと偶ぐう然ぜん出くわすとは思えないが、それでも最大限に警けい戒かいしながら、先を行く楓子の青い噴ふん射しや光こうを追う。

　やがて前方に、高さ二百五十メートルはありそうな、天てつ辺ぺんを斜ななめに切り落とした形の岩山が出現する。二〇一〇年代に開業した虎とらノ門もんヒルズタワーだ。二〇四七年現在でも、東京の高層ビル二十傑けつに入るらしい威い容ようを見上げながら、もしかして楓子が目指しているのはあそこだろうかとハルユキは考えた。

　確かにあの高さの岩山を上るのは、壁へき面めん走そう行こう系けいのアビリティを持ったデュエルアバター以外には不可能だろうが、それはあくまで荒こう野やステージでの話だ。建物内部に入れる煉れん獄ごくステージや鉄骨ステージならエレベータすら機能しているだろうから、誰だれでも最上階まで容易に上がれてしまう。しかも屋上が絶対的に斜ななめになっているので、あそこで暮らすのはいかな大天使様でも大変そうだ。

　というハルユキの憶おく測そくやら懸け念ねんを、楓フウ子コはあっさり裏切った。虎とらノ門もんヒルズタワーに近づきはしたがそのまま通過し、更さらに南を目指す。

　前方には次々に、現実世界ではタワーマンションであろう新たな岩山が現れるが、そのどれにが目的地ではないようだ。帝てい城じよう西側を飛び立ってからすでに三分以上が経過し、いかに時速六十キロ程度のエコ運転でもそろそろゲイルスラスターのエネルギーが切れてしまうのでは……とハルユキが心配し始めた、その時。

　タワーマンション群に遮さえぎられていた視界が、一気に開けた。

　前方に、荒こう野やステージでは珍めずらしい緑──と言ってもサボテンや他の多肉植物の類たぐいだが──に覆おおわれた盆ぼん地ちが広がっている。位置からして、現実世界の芝しば公こう園えんだ。メタトロンの居城、コントラリー・カセドラルが存在する場所。

　まさか楓子は、メタトロンを迷めい宮きゆうに帰すつもりなのだろうか？　その状態で変へん遷せんが起きたら、メタトロンは再び第一形態の中に閉じ込められて、立体アイコンの姿で外界に現れることしかできなくなってしまうのに。

　楓子の真意を確かめようと、ハルユキは先を飛ぶスカイ・レイカーに声を掛かけようとした。しかしその寸前、少し前を飛んでいたメタトロンがすっと隣となりに下がってきて、小声で言った。

「レイカーが目指しているのは、我わが城しろではないようですよ」

「え……じゃあ、どこに……」

　瞬まばたきしながら、ハルユキは芝公園を凝ぎよう視ししていた視線を右に振った。

　途と端たん、まっすぐ前方に、特異な姿の岩山がそびえ立っているのに気付く。虎ノ門ヒルズタワーよりも遥はるかに高く、ずっと細い。ビルではなく塔とうと呼ぶべきそのシルエットには、見覚えがあった。

　一学期が始まったばかりの頃ころ、《略りやく奪だつ者しや》ダスク・テイカーに銀ぎん翼よくを奪うばわれたハルユキが、アッシュ・ローラーの案内で訪おとずれた場所だ。あの時も無制限フィールドは荒こう野やステージだった。アッシュのバイクに二人乗りして、三百メートル以上もある垂直の岩がん壁ぺきを駆かけ上のぼったハルユキは、そこで初めて出会ったのだ。ハルユキに心しん意いシステムを伝授し、のちにネガ・ネビュラスに復帰した《四元素エレメンツ》の一人──《超空の流星ストラト・シユーター》スカイ・レイカーに。

　あの塔とうは、旧東京タワー。

　そしてその天てつ辺ぺんには、レイカーが二年以上も隠いん棲せいし続けたプレイヤーホーム、《楓ふう風ふう庵あん》が存在する。

　息を詰つめて岩の尖せん塔とうを見上げるハルユキの前方で、ゲイルスラスターの噴ふん射しや光こうが不規則に点てん滅めつした。ついにエネルギーが尽つきたのだ。

　両手を広げて滑かつ空くうする楓フウ子コの左右にハルユキとメタトロンが回り込み、腕うでをしっかりと絡からめた。楓子は二人を順に見ると、穏おだやかな声で言った。

「あの塔とうの天てつ辺ぺんまで、運んでくれるかしら？」

「いいでしょう」とメタトロンが、

「もちろんです！」とハルユキが答え、二人はそれぞれの翼つばさを力強く羽ばたかせた。

　初対面のハルユキに心しん意いシステムの使い方を伝授するために、楓子はあのタワーの天辺から容よう赦しやなく突き落としたものだ。翼を失っていたハルユキは、両手両足だけで塔をよじ登るのに七日もの時間が必要だった。楓子はそのあいだずっとハルユキの到とう着ちやくを待ち続け、毎日食事とヒントのメモが入った包みを落としてくれた。

　心意システムの使い方を知った当時は、指先からほんの数センチ伸びるだけだった光の刃やいばも、いまでは心しん意い技わざ《光線剣レーザー・ソード》《光線槍レーザー・ランス》として自在に使えるようになったし、第二段階の応おう用よう技わざ《光線投槍レーザー・ジヤベリン》や《光速翼ライト・スピード》を編み出すこともできた。

　もちろん、帝てい城じようで出で遭あったトリリードの師、元《四元素エレメンツ》のグラファイト・エッジが言っていた第三段階心意技──《絶対理論》によって高次元からの事象操作を引き起こす究極の心意をマスターするにはまだまだ遠い。しかし、果てしなき《心意道》の最初の扉とびらを開いてくれたのは、いまハルユキの右みぎ腕うでに身を委ゆだねている楓子なのだ。

　心意システムには光と闇やみの二面性がある。第四象限の破は壊かいの心意を使い続ければ、バーストリンカーは自らの心の穴に吞のまれてしまう。自分や他人へのネガティブな感情が際限なく高まり、人格すらも歪ゆがみ、その先に待っているのはただひたすらに破は壊かいを求める修しゆ羅らの道だ。

　それでもハルユキは、心意システムの可能性を信じたいと思っている。その力があったからこそダスク・テイカーに奪うばわれた翼を取とり戻もどすことができたのだし、消しよう滅めつしかけたメタトロンを甦よみがえらせることもできた。いつか心意の第三段階に到とう達たつできたその時こそ、メタトロンが、そして黒クロ雪ユキ姫ヒメが追い求めるこの世界の真実に手が届く……そんな予感がするのだ……。

「……師し匠しよう」

「なあに？」

　と視線を向けられてから、ハルユキは自分が何の用事もないのに呼びかけてしまったことに気付いた。

「あっ、いえ、その、ええと……」

　しかしちょうどその時、高度が三百三十三メートルに到とう達たつし、岩山の頂上が視界に入った。楓子の右みぎ腕うでを支えるメタトロンが、感心したような声を出す。

「ほう、この塔とうの上にポータルがあることには気付いていましたが、それだけではなかったのですね」

「うふふ、なかなか素す敵てきでしょう？」

　そう応じる楓フウ子コの体をしっかりとホールドしたまま、ハルユキとメタトロンは上じよう昇しようを水平移動に切きり換かえ、旧東京タワーの頂上の端はしにふわりと着地した。

　この場所を訪おとずれるのは、梅うめ郷さと中ちゆうの文化祭が開かい催さいされた先月末以来だから現実時間で約二十日ぶりだ。あの時は、封ふう印いん状じよう態たいのアクア・カレントを救出するべく四し神じんセイリュウに挑いどんだ直後だったので風景を楽しむ余よ裕ゆうはなかったのだが、改めて眺ながめると記き憶おくにあるよりもずっと美しく感じる。

　直径二十メートルほどの円形の地面は、荒こう野やステージなのに青々とした芝しば生ふに覆おおわれ、中央には清らかな水を湛たたえた小さな泉がある。その更さらに中央には、蜃しん気き楼ろうのように揺ゆらぐ楕だ円えん形けいの青い光。現実世界への出口であるポータル、別名離脱リーブポイントだ。

　泉の周囲には可愛かわいらしい草花が咲さき乱みだれ、色とりどりの蝶ちようがひらひらと舞まう。空中庭園と呼ぶに相応ふさわしい光景にハルユキが無言で見入っていると、大天使の少々訝いぶかしげな声が聞こえた。

「……確かに綺き麗れいな眺ながめですが、高さだけならここを上回る場所は他にも……」

「もちろん高さだけじゃないのよ、トロンちゃん」

　そう言うと、楓子は素す早ばやくインストメニューを操作し、一つのアイテムをオブジェクト化した。銀色に輝かがやく、小さな鍵かぎ。

　それを持ったまま、中央の泉に向けて歩いていく。ハルユキはメタトロンを促うながし、楓子の背中を追う。

　庭園の端はしから五メートルほど歩いた時、しゃらららん……という軽かろやかな音が聞こえた。泉の反対側に無数の光点が生まれ、それらが凝ぎよう集しゆうして一軒のコテージを作り出したのだ。

「ほう……あれは、お前たちの言うプレイヤーホームというものですね」

　メタトロンの声には、少しばかりではあるが感かん嘆たんの響ひびきが含ふくまれていた。コテージは小さいが、深緑色のとんがり屋根と白しろ塗ぬりの壁かべ、明るい茶色のドアは絵本の世界から飛び出してきたかのような雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　二人を先導する楓子が、泉を回り込んでコテージに歩み寄ると、ドアは自動的に解かい錠じようされた。それをいっぱいに開き、くるりと振り向く。

「さあ、二人とも中へどうぞ」




　楓子が用意してくれた、不思議な香かおりがするお茶と謎なぞの木の実が載のったケーキをあっという間に食べ終えたハルユキは、改めてコテージの中を見回した。

　部屋は一つだけだが、外見よりもずっと広く感じる。片かた隅すみに小さなキッチンがあり、家具は四人掛がけのテーブルとベッド、チェストが一つずつ。壁かべに設けられた可愛かわいらしい暖だん炉ろでは、恐おそらく消えることはないのであろうオレンジ色の炎ほのおが楽しげに揺ゆれている。

　スカイ・レイカーは、第一期ネガ・ネビュラスが帝てい城じようで潰かい滅めつした後、ハルユキと出会うまでの約二年間、このコテージで隠いん棲せいしていた。もちろん無制限フィールドにダイブしっぱなしという意味ではなく、回線切断タイマーを使ってログイン位置を固定していたということなのだが、それはある意味でアバターの封ふう印いんに他ならない。

　三ヶ月前に初めてこの部屋を見た時、ハルユキは空気に含ふくまれる仄ほのかな寂さびしさのようなものを感じたのだが、いまは居い心地ごこちの良いい温かさだけが伝わってくる。似たようなことを感じたのか、少し遅おくれてケーキを食べ終えたメタトロンが、いつになく落ち着いた声を出した。

「言うまでもなく、我わが居城とは比べものにならないほど狭せま苦くるしいですが……こういう部屋も案外悪くないですね」

「気に入ってくれたようで嬉うれしいわ」

　少々苦く笑しよう交じりに答えると、楓フウ子コは再びインストメニューを開いた。実体化されたのは、先ほどと同じ銀色の鍵かぎ。かちっと音を立ててテーブルに置き、

「じゃ、これはあなたにあげるわ、メタトロン」

「へっ？」

　と声を上げてしまったのはハルユキだ。

「そ、それって、どういう……？」

「どういうも何も、最初からそういう話だったじゃない」

　呆あきれたような楓子の言葉に、ようやくことの次し第だいを思い出す。

　帝城西側の空き地で、無制限フィールドのどこかに安全なシェルターがないものか、という話をしていたハルユキとメタトロンの前に姿を現した楓子は、「わたしに考えがある」と言って二人をこの楓ふう風ふう庵あんに案内したのだ。それはつまり──。

「えっ……じゃ、じゃあ、このお家うちを貸してくれるんですか!?」

「貸すというか、共同管理ね。いつまででも、好きなだけここにいてくれて構わないわ」

「で、でも、鍵をメタトロンに渡わたしちゃったら師し匠しようは……」

　先刻目もく撃げきしたとおり、施せ錠じようされたプレイヤーホームは、鍵の所有者が近くにいない時は非実体化していて何者も干かん渉しようできない。更さらに旧東京タワーは、現在では観光地としての役割も終えてエレベータすら動いていないためにステージ属性にかかわらず内部から上ることは不可能で、無制限フィールド内のシェルターとしては誂あつらえ向むきの場所なのだが、それは逆に言えば、鍵を持つメタトロンがここを留守にしていると楓子も使えなくなってしまうということなのだ。──しかし。

「問題ありませんよ？」

　あっさりそう答えると、楓子はアバターのどこかから二つ目の、いや正確には一つ目の鍵を取り出して、数秒前に置いた鍵の隣となりに並べた。

「ええっ……鍵が二つ!?　ど、どこかで合あい鍵を作ったんですか……？」

「さすがの無制限フィールドにも、合あい鍵かぎ屋やさんは存在しないわね。と言うか……プレイヤーホームの鍵を複製できちゃうと、色々問題が起きる気がするわ」

「な、なら、それは……」

「加速世界のプレイヤーホームには、最初から鍵が二つ用意されているのよ。理由には諸説あるけど、自分のインストに入れておく用とホームストレージに保管する用だとか……あるいはパートナーと二人で共同管理するためだとか言われているわ」

　楓フウ子コの言葉に、ハルユキはなるほどと頷うなずいた。

　現実世界では、家の鍵はニューロリンカー認にん証しようの電子式が一いつ般ぱん的てきになっているが、加速世界の鍵は実体を持つアイテムだ。ならば予備は欲ほしいし、誰だれかと共有したい場合もあるだろう。楓子はその鍵の片方を、メタトロンに預けると言っているのだ。

　しかし大天使は、テーブルに置かれた鍵に手を伸ばそうとせず、閉じた瞼まぶたで楓子をじっと見み詰つめた。

「……解わかっているのですか、レイカー？　私のような存在に家の鍵を委ゆだねれば、何が起きても不思議はないのですよ。事の成り行き次し第だいでは、我わが第一形態がこの庭に居い座すわるようなことにもなりかねません」

「うひえっ」

　と反応したのはまたしてもハルユキだった。

　メタトロン第一形態──超ちよう大だい口こう径けいレーザー《トリスアギオン》であらゆる存在を焼き尽くす神の獣けものがこの空中庭園を占せん拠きよし、しかも万が一メタトロン本体の制せい御ぎよを外れるようなことが起きれば、もはや誰だれも……鍵を持つ楓子でさえここには近づけなくなってしまう。

　しかし楓子は微笑ほほえみを絶やすことなく平然と頷うなずき、言った。

「その時はその時よ、トロンちゃん。ネガ・ネビュラスのメンバーであるあなたが、身の安全を確保できる場所がなくて困っているのなら、これくらいのことをするのは仲間として当然だわ。……それに、ここはあなたのお城がある芝しば公こう園えんに隣りん接せつしているから、少しは気持ちが落ち着くでしょう？」

「…………」

　メタトロンにしては珍めずらしく、五秒以上も沈ちん黙もくを続けてから、大天使は小さく頷うなずいた。

「私に《気持ち》などという曖あい昧まいなパラメータはありませんが、そこまで言うのなら申し出に甘あまえましょう」

　右手を伸のばし、卓たく上じように並ぶ鍵の一つに掌てのひらをかざす。すると鍵は仄ほの白じろい輝かがやきを帯び、ふわりと浮うき上がって掌てのひらに吸い込まれてしまった。楓子も残された鍵をつまみ上げ、自分のインストに収納する。

「わたしはもう、ここにはたまにしか来ないから、好きなだけ使ってくれて構わないわ。ただ、暴風雨ステージの時は少し揺ゆれるわよ」

　にこっと笑えみを浮うかべ、テーブルの上で軽く両手を打ち合わせると、楓フウ子コは口調を変えて続けた。

「それで……鴉からすさんは、どんな理由でメタトロンに呼ばれたのかしら？」

　突とつ然ぜん話題を振られ、ハルユキは銀面の下で両目をぱちくりさせてから答えた。

「それは、ですから……メタトロンのための安全なシェルターがどこかにないかって……」

　そこまで言いかけた途と端たん、右に座すわるメタトロンがやれやれとばかりにため息をつく。それでようやくハルユキも、正確な経けい緯いを思い出す。

　シェルターの話になったのは、帝てい城じよう西側の空き地にメタトロンが本体で現れたからだ。その理由は、ハルユキを呼んだ理由を説明するため。そして説明は、まだ行われていない。

「あの、すみません、聞いてませんでした……」

　ヘルメットを搔かき搔かきそう言うと、今度は楓子が肩かたをすくめた。

「そんなことだろうと思ったわ。──では改めて、本題に入りましょう。メタトロン、現実世界……ロウエスト・レベルのわたしたちはいま、加速研究会及および白のレギオンとの戦いの行く末を決する大切な会議に臨のぞもうとしているところです。会議では、鴉さんも重要な証言を求められるはず。もし火急の用件でないのなら、いまは鴉さんに、会議のほうに集中して欲ほしいのですけれど」

《四し聖せい》の本体──つまり帝城を離はなれられない《四し神じん》を除けば加速世界で最強の存在を前にしても、まったく臆おくすることのない楓子の口ぶりにハルユキは思わず首を縮めかけてしまったが、メタトロン当人は気分を害した様子はない。それどころか、まるで謝罪するかのように、瞼まぶたを閉じたままの顔をわずかに俯うつむかせる。

「……私も、ロウエスト・レベル時間でもうすぐネガ・ネビュラスにとって重要な局面が訪おとずれることは理解しています。本来ならば、私はいずこかで体を休めながら、しもべからの報告を待つつもりでした。ただ……我わが盟友から、容易に拒きよ否ひできない要よう請せいを受けたのです。しかも緊きん急きゆうの……」

「盟友……？」

　ハルユキは、正面の楓子と顔を見合わせた。

　人間とほとんど変わらないか、あるいは上回る知性を持っているであろうメタトロンだが、存在のカテゴリーとしてはあくまで《対たい戦せん格かく闘とうゲームのＣＰＵキャラクター》だ。そんな彼女の盟友とはいったい何者なのか。

　──いや。前にもその言葉を聞いたことがある。現実世界ではなく加速世界のどこかで……しかもバーストリンカーではない誰だれかから……。

　ハルユキが記き憶おくの発はつ掘くつに成功する前に、楓子がメタトロンに問いかけた。

「そのお友達は、危険な存在ではないのね？」

「危険という言葉の定義によりますね。お前たちの体力ゲージを減少させ、バーストポイントを奪うばうようなことはないと保証しましょう。ただ、彼女が何を語るつもりなのかは私にも予測できない。お前たちの論理回路に衝しよう撃げきを与あたえる可能性はあります」

　大天使の返答に、ハルユキはいったい何を言われるんだろうと若じやつ干かん怖おじけたが、楓フウ子コは逆に微笑ほほえみを浮うかべてみせた。

「そこまで驚おどろいちゃうような話が聞けるなら、むしろ楽しみね。そのお友達には、どこに行けば会えるの？」

「移動する必要はありません……ミーン・レベルに於おいては、ですが。対話は、スカイ・レイカー、お前が見たがっていた場所で行われます」

「なるほど……噂うわさのハイエスト・レベルね」

　そのやり取りに、ハルユキも三日前の記き憶おくを呼び起こした。

　最後の神器《ザ・フラクチュエーティング・ライト》の情報を得るべく、スザク門から帝てい城じよう内部に突とつ入にゆうしたハルユキと楓子、そしてメタトロンは、若武者トリリード・テトラオキサイドと彼の師にして《親》であるグラファイト・エッジに邂かい逅こうした。会話の最さ中なか、楓子がメタトロンに「わたしもハイエスト・レベルを見ることはできる？」と訊たずね、メタトロンが「試ためしてみますか」と応じたのだが、グラフの横やりが入って実行されなかったのだ。

「帝城でも聞いたけど、簡単に行ける場所ではないんでしょう？」

「単独で到とう達たつしようとするなら、お前でもミーン・レベルで年単位の努力が必要でしょうね。ですが、私としもべに同調できれば可能性はあります。もしできなくとも、対話の内容は伝えますが」

「そう言われると、是ぜが非ひでも行ってみたいわね。ただ……鴉からすさんはともかく、トロンちゃんと同調するのは難しそうだけど……」

　再び肩かたを上下させると、楓子はテーブルの上で両手を広げた。

「それで？　同調するには、何をすればいいの？」

「行こう為いそのものは単純です。こうすればいい」

　そう答え、メタトロンは左手で楓子の右手を握にぎった。そして右手を、隣となりのハルユキに差し出してくる。吸い寄せられるようにその手を左手で握り、右手は楓子の左手を握る。

[image: ]

　促うながされるまま三角形を作ってみたものの、考えてみれば、ハルユキもハイエスト・レベルを訪おとずれたことはたったの二回しかないのだ。しかも一度目は災さい禍かの鎧よろいマークⅡとの激げき闘とうの最さ中なか、二度目はオーキッド・オラクルの大規模心しん意い技わざに巻まき込まれた直後で、こんなふうに平静状態でシフトした経験はない。

　手を繫つないでいったい何をするつもりなのか、と緊きん張ちようするハルユキに──。

　大天使は、どこか教師のような口調で言った。

「気負う必要はない。視覚情報を遮しや断だんし、感じるのです。私とお前、レイカーを繫ぐ光の流れを」

　言われるままアイレンズを閉じ、両手に意識を集中させる。

　デュエルアバターの掌てのひらを包む金きん属ぞく装そう甲こう越ごしにも、メタトロンとスカイ・レイカーの手の温かさと柔やわらかさを感じる。その感覚情報は、仄ほのかな光となって三者のあいだを行き来している。

　思い出してみれば、もう一度だけ、ハルユキは自らの意思でハイエスト・レベルに至ろうとしたことがあった。

　災さい禍かの鎧よろいマークⅡの攻こう撃げきからハルユキを守るために消えてしまったと思われたメタトロンを救うために、謎なぞの声に導かれて、ハイエスト・レベルに残存していたメタトロンのコアを修復しようとしたのだ。

　あの時、メタトロンとの《リンク》は消しよう滅めつする寸前で、まるで夜空の彼方かなたでささやかに瞬またたく星を摑つかもうとするかのようだった。けれどいまは、手と手をしっかり握にぎり合わせている。昨夜の二ヶ月にも及およぶ修行を含ふくめ、メタトロンと一いつ緒しよに少しずつ強化してきた高次リンクの脈動をはっきりと感じる。

　──師し匠しよう、僕ぼくについてきて下さい。

　思念で語りかけると、頭の中で楓フウ子コの声が聞こえた。

　──ええ、いつでもどうぞ。

　──行きます。

　そう念じながら、意識をメタトロンとのリンクに同調させる。光の流れに乗り、加速世界の高みを目指して……翔とぶ。

　バシイイイイイッ！　という再加速音が轟とどろき、椅い子すの硬かたさやお茶の香かおり、デュエルアバターの重量までもが消え去った。

　瞼まぶたを開けると、そこはもう居い心地ごこちのいい楓ふう風ふう庵あんの中ではなかった。

　いや、空間アドレス自体は変わっていない。しかし世界は完全な闇やみに沈しずみ、コテージや家具、旧東京タワーの立体構造が極小の光点で描びよう写しやされている。すぐ近くで脈打つ青い光はポータルか。遥はるか三百三十三メートル下の地面では、まるで銀河のように無数の輝かがやきが瞬またたいている。あれらは全て、メタトロンの言う《ノード》……現実世界のソーシャルカメラだ。

「…………ここが、ハイエスト・レベル…………」

　囁ささやき声に顔を上げると、すぐ近くに楓ふう子こが立っていた。

　幸い──と言うべきだろう、生身の裸ら体たいではなくスカイ・レイカーの姿だ。しかし家同様にアウトラインが白い光の粒つぶで描えがき出され、半ば透すき通とおっている。ハルユキも同様に、シルバー・クロウの姿で描びよう画がされている。

　眼下の星海を見下ろしながら、楓子は再び言葉を発した。

「……綺き麗れいね……まるで星の海のよう。──サッちゃんも連れてきてあげたかったわ。帝てい城じようの時もだけど、わたしばかり先に色々なものを見てしまって……」

「はい……。でも……」

　いちど頷うなずいてから、ハルユキはそっとかぶりを振った。

「黒クロ雪ユキ姫ヒメ先せん輩ぱいは、誰だれかに連れてきて貰もらうんじゃなくて、自分の力でそこに行きたいって言うと思います。先輩ならきっと、いつか四し神じんの守りを突とつ破ぱして、堂々と門を開けて帝城に乗り込むはずです」

「ふふ、そうね。……それはそうと……」

　淡あわく光る髪かみをなびかせて周囲を見回し、

「……トロンちゃんはどこに行っちゃったのかしら？」

「あれ……」

　ハルユキも慌あわててきょろきょろするが、前後左右にメタトロンの姿はない。まさかミーン・レベルに置いてきてしまったのでは──

「そんなわけないでしょう、しもべ」

　突とつ然ぜんの[image: 叱]しつ責せきとともにぺしっとヘルメットを叩たたかれ、ハルユキは上を見た。すると、長い翼つばさを背中に戻もどしながら、メタトロンがゆるやかに舞まい降おりてくるところだった。

「言っておきますが、お前とレイカーがこの階層にシフトできるのは、あくまで私がいるからですよ。ＢＢ２０３９の開かい闢びやく以来、独力でハイエスト・レベルに到とう達たつした小戦士はいない……はずです」

「わ、解わかってるよ……」

　と答えつつも、でも黒クロ雪ユキ姫ヒメ先せん輩ぱいならこの場所にもいつかきっと、と心の中で付け加える。

「……それで、メタトロンの友達っていうのはどこに……？」

「もう来ています」

　という言葉が終わらないうちに、メタトロンの隣となりに小さな光のドットが出現した。規則的に点てん滅めつするそれはすぐに連続点灯状態に移行し、音もなく広がって、直径十センチ──と言ってもこの空間ではハルユキの主観的尺度だが──ほどの厚みのない円えん盤ばんを作り出す。

　円盤の周りにもう一つ極ごく細ぼそのリングが現れ、それと交差する形で針のような線分が十本ほども伸びる。日輪、という言葉がハルユキの脳のう裏りに浮うかんだ瞬しゆん間かん、円盤を額に抱いだくようにして、人の姿が描えがき出された。

　女性だ。背せ丈たけはメタトロンよりも少し低いが、古代日本を連想させる装しよう束ぞくはボリューム感がある。柔にゆう和わな美び貌ぼうもまた和風で、まっすぐな髪かみは足あし許もとに届くほど長い。デュエルアバターとしてはかなり生っぽいような気がするが、全てが光の粒りゆう子しで描びよう画がされるハイエスト・レベルでは本来の質感までは読み取れない。

　隣となりの大天使同様に瞼まぶたを閉じたままなのに、底知れない圧力を感じさせる視線をハルユキに照射すると、女性Ｆ型アバターはふわりと右手を持ち上げた。どこからともなく大型の扇せん子すが現れ、それに隠かくされた口くち許もとから、しっとりとしていながら典てん雅がな声が響ひびく。

「ようやく会えたのう、シルバー・クロウ」

「はへっ？」

　第一声としては相当に情けない声を出してしまってから、ハルユキは恐おそる恐おそる訊たずねた。

「あの……僕を知ってるんですか？」

「もちろんじゃ。こうして向かい合うのは初めてじゃが、言葉を交かわしたことはあろうが」

「ええっ……と……」

　そう言われても、ハルユキが知っている和風デュエルアバターはアーダー・メイデンとトリリード・テトラオキサイド、そして昨日戦った白のレギオンの暗あん殺さつ忍にん者じやシャドウ・クローカーだけだ。目の前の、巫女みこというよりも神代の女王を思わせるアバターに見覚えはまったくない。古風な口調は、昨日の領土戦でグレイシャー・ビヒモスと戦っている時に剣けん技ぎのアドバイスをしてくれた謎なぞの声に似ているが、声こわ色いろはまったく違ちがう。

　──いや。

　姿は記き憶おくにないが、絹のように滑なめらかなメゾソプラノの声はどこかで聞いたような気もする。通常対戦でも、領土戦でもなく、無制限中立フィールドで……しかも平常時ではなく、何らかの極きよく限げん状じよう況きようだったような……。

　ハルユキが限界まで首を傾かしげていると、隣の楓フウ子コが顔を寄せて囁ささやいた。

「鴉からすさん、たぶんこのヒトは……」

　しかしその先を聞く前に、ハルユキの記憶がわずかながら繫つながった。

「あっ……もしかして、あの時の！　メタトロンが消えちゃったと思ってた時に、まだ可能性はあるって言ってくれた人ですよね！」

　無意識に一歩、二歩と前に出る。湧わき上がる感謝の念を伝えるべく、扇せん子すを持つ和風アバターの右手を両手で包み込もうと──

　する寸前、ぴたりと動きを止める。

　あの時、眼前のＦ型アバターは、自分はメタトロンの盟友であると言っていた。

　そしてメタトロンもまた言っていたではないか。ハルユキに引き合わせたいのは自分の盟友だと。ハルユキのことを一いつ貫かんしてしもべ扱あつかいし続けているメタトロンが、たとえ王クラスの強つわ者ものであろうとも、小戦士を盟友と呼ぶはずがない。

　つまり、この女性はバーストリンカーではなく……。

　女性の右手まであと五ミリのところで静止している両手をゆっくりと開き、ハルユキはじりじり後退した。

「あの、あなたはひょっとすると、メタトロンと同じ……」

「そのまま触ふれていたら、これでぺちっとやっていたところじゃぞ」

　口くち許もとを隠かくす扇子を瞬しゆん時じに閉じると、女性は泰たい然ぜんとした声で名乗った。

「妾わらわは《四し聖せい》の一柱にして、アマノイワト……お主たちの言う《東とう京きよう駅えき地ち下か迷めい宮きゆう》の鎮ちん守じゆ、ビーイング・アマテラスじゃ」
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　──やっぱりいいいいい!!

　と叫さけびながらバックダッシュしそうになるのを、ハルユキは懸けん命めいに堪こらえた。

　消しよう滅めつの危機に瀕ひんするメタトロンを助けようとした時、ハルユキを導いてくれた不思議な声の主は確かに《何とかテラス》と名乗っていた。聞き取れなかったその名前こそがアマテラスに間ま違ちがいない。日本神話の太陽神をモチーフとする最強クラスの神獣レジエンド級きゆうエネミー。メタトロンが盟友と呼ぶのも、それならば頷うなずける。

　いまさらのように湧わき上がってくる畏い怖ふの念に身み震ぶるいしつつも、ハルユキは助けてくれたことに礼を言おうとした。

「あ……あの時声を届けてくれたのは、アマテラス、さん……だったんですね。その、本当に、ありがとうございました。おかげさまで、メタトロンを助けることが……」

「しもべ？」

　長らく沈ちん黙もくしていたメタトロンにいきなり割り込まれ、びくっと顔を右に動かす。

「な……なに？」

　大天使は細い眉まゆをわずかにひそめながら、予想外の小言を口にした。

「お前、私は呼び捨てにするのに、アマテラスには敬けい称しようをつけるつもりですか」

「うぃっ……そ、そんなこと言われても、アマテラスさんとは初対面だし……」

　ハルユキがそう応じると、再び扇せん子すを広げた太陽神が、相変わらずゆったりした口調で言った。

「妾わらわとしてはむしろ様をつけてほしいところじゃが、メタトロンが呼び捨てを許しておるのなら、この場では倣ならおうぞ」

「そ、それはどうも……」

　ぺこりと頭を下げてから、ふと気付く。

「……いや、待って下さい。この前アマテラスが僕に呼びかけてくれた時は、そんな喋しやべり方かたじゃなかったと思うんですけど……」

　ハルユキの記き憶おくが確かなら、あの時聞こえた声は至ってシンプルな口調で、一いち人にん称しようも《妾》ではなく《私》だったはずだ。指し摘てきを受けたアマテラスは、気のせいか少々バツが悪そうに扇せん子すを鼻のあたりまで持ち上げた。

「あの時は、メタトロンを介かいするリンクが切断される寸前じゃったでな……伝達すべき情報量を最小化したまで。こちらが妾の素じゃ」

「は、はあ……」

　──これはどうやら、メタトロンの友達というだけあって、このヒトも相当癖くせが強そうだぞ……。

　というハルユキの思考を読み取ったかのように、アマテラスは再び扇子をぱちんと勢いよく閉じた。

「よいかえ、シルバー・クロウ。敬けい称しようの省略を許されたとて、妾わらわへの尊そん崇すうの念は忘れてはならぬぞ。礼を言うつもりなら、ハイエスト・レベルで済ませるのではなく、きちんと妾の社やしろまで足を運ぶのじゃな。もちろん供く物もつも忘れるでないぞ」

「は、ハイ……いずれ、必ず……」

　そう約束してから、無制限フィールドで東とう京きよう駅えき地ち下か迷めい宮きゆうに潜もぐったらアマテラスの第一形態に攻こう撃げきされてしまうのでは、と気付いたがもう遅おそい。心の中で、レベル７に、いや８になったら行きますと付け加え、ハルユキはちらりとメタトロンを見た。

「あの、メタトロン、僕を呼んだのはアマテラスを紹しよう介かいするため、なの？　いやもちろんそれは嬉うれしいけど、どうしていま……」

「相変わらず記き憶おく容よう量りようが少ないですね、しもべ。私は言ったはずですよ……お前を呼んだのは、我わが友アマテラスから緊きん急きゆうの要よう請せいを受けたからだと」

「あ……そ、そうだっけ……」

　再び視線を大天使から太陽神に動かす。

「えっと、僕に緊急の用事があるんですか？」

「なければわざわざ面めん倒どうな真似まねはせぬよ。妾はメタトロンと違ちがって内ない観かんを重視しておるゆえ、こうやってハイエスト・レベルにシフトするのも百年に一度くらいじゃでな。とは言うものの、お主に用があるのは妾ではない」

「へっ？　じゃあ……誰だれが？」

　もうわけが解わからず、ハルユキは二人の高位ビーイングを交こう互ごに眺ながめた。

　その問いに答えたのはメタトロンでもアマテラスでもなく、どこからともなく聞こえてきた五人目の声だった。

「わたしよ」

　しっとりとした滑なめらかさの中にも甘あま酸ずっぱさのある響ひびき。今度はハルユキにもその声の主が誰だれだか解わかった。昨日、極限のバトルを繰くり広ひろげた相手だからだ。

　思わず一歩飛とび退しさり、身構えながらハルユキは叫さけんだ。

「あなたは……！」

　ほぼ同時に、アマテラスの背後から、新たなＦ型アバターが姿を現した。

　装そう甲こうの厚みを感じさせない、驚おどろくほど細いフォルム。全身の要所に生える鋭するどい棘とげ。薔薇ばらの花を思わせるヘアパーツ。オシラトリ・ユニヴァース《七連矮星セブン・ドワーフス》第三位、《怒りんぼグランピー》ことローズ・ミレディーに間ま違ちがいない。

「な、なんでここに……」

　と言いかけてから気付く。理由は不明だが、手段は明らかだ。ハルユキたちがメタトロンとのリンクを介かいしてハイエスト・レベルに到とう達たつしたのと同様、ミレディーもアマテラスの力を借りているのだろう。つまり──

「……ミレディーさんは、アマテラスの、しもべ的な人……なんですか？」

　すると貴婦人アバターは、華はなやかなフェイスマスクに仄ほのかな苦く笑しようを浮うかべた。

「わたしは友達のつもりだけどね」

　その言葉に是ぜとも否ひとも言わず、太陽神は滑すべるように後退した。

「お主の求めは果たしたぞ、ミレディー。あとは好きに話すがよい。──シルバー・クロウ」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれて、ハルユキは反射的に背筋を伸ばした。

「はっ、はい」

「メタトロンを救ってくれたこと、改めて礼を言おう。こやつは《四し聖せい》の中でいちばん腰こしが落ち着かんでな……これからも助けてやってくれい」

「はい！」

　突とつ然ぜんの言葉に思わず感激しそうになりながら勢いよく頷うなずいたのだが、すかさずメタトロンが右手を持ち上げ、ハルユキの額に強きよう烈れつなデコピンを浴びせた。たまらず「いででっ！」と悲鳴を上げる。

　ハイエスト・レベルでは物ぶつ理り干かん渉しようは発生しないのだが、メタトロンの一いち撃げきだけはどうしても痛みを錯さつ覚かくしてしまうのだ。おでこを押さえるハルユキを見て、アマテラスは扇せん子すの縁ふちからわずかに覗のぞく口くち許もとに仄ほのかな笑えみを浮うかべ──。

　何の予兆もなく、アバターを構成する光の粒つぶを離り散さんさせた。出現時と同じく日輪の円えん盤ばんだけが空間に残り、それも映像を逆再生させるかの如ごとく一点へと収縮する。

　最後に残った光のドットが、何度か点てん滅めつしてから消えた。

　おでこを押さえる手を下ろし、澄すまし顔のメタトロンと呆あきれ顔の楓フウ子コ、そして表情の読めないローズ・ミレディーを順に見てから、ハルユキは誰だれにともなく呟つぶやいた。

「……アマテラスも、メタトロンみたいに……東とう京きよう駅えき地ち下か迷めい宮きゆうのボス部屋で、第一形態の中にいるんだよね……」

　危あやうく「前のメタトロン」と言いそうになったが、ローズ・ミレディーは大天使の本体が迷めい宮きゆうから出ていることを知らないはずだ。敵対しているレギオンのメンバーに余計な情報を与あたえるべきではない。

　そういう意味では、いまこの場所にハルユキと楓子がいることをミレディーに知られるだけでも危険だと言える。彼女が何らかの手段で仲間にそれを伝えれば、ハイエスト・レベルからミーン・レベルに戻もどったハルユキたちを待まち伏ぶせて襲おそうことも不可能ではないのだから。

　その理り屈くつは、バーストリンカーの闘とう争そうに疎うといメタトロンにも解わかるはずだ。いったいなぜメタトロンとアマテラスは、ローズ・ミレディーをハルユキたちに引き合わせたのか。

　いまさらのように警けい戒かい心しんを高めるハルユキを閉じた瞳ひとみで一いち瞥べつし、メタトロンはいつもと変わらない口調で答えた。

「その通りです。アマテラスは四し聖せいの中で最も……お前たちの言葉を借りれば《引きこもり》ですからね。ハイエスト・レベルにシフトするのが百年に一度と言っていたのも誇こ張ちようではないと思いますよ」

「へ、へえ……」

　無制限フィールドの百年は、現実世界の三十六日と十二時間。ハルユキの感覚でも決して短くない。そんな引きこもり体質の女め神がみさまを引っ張り出してまでハルユキたちとハイエスト・レベルでコンタクトするどんな理由が、ローズ・ミレディーにあるというのか。

　無数の棘とげを生やした貴婦人アバターは、少しつり目なアイレンズでじっとハルユキを見たまま沈ちん黙もくを保っている。何の用ですかと訊たずねたいが、それを言ったらもう引き返せない。重圧と疑念に挟はさまれて口を開けなくなってしまったハルユキの肩かたを──

　右に立つ楓フウ子コが、ぽんと叩たたいた。

　その感覚ももちろん幻まぼろしだが、精神の緊きん張ちようが徐じよ々じよに溶とけていく。深く息を吐はくハルユキに代わって、楓子が静かに声を発した。

「久しぶりね、ミレディー」

　更さらに二秒ほど沈ちん黙もくを保ってから、ローズ・ミレディーは小さく頷うなずいた。

「こうして言葉を交かわすのは何年ぶりかしら、レイカー。まさか、あなたまでいるとは思わなかったわ」

「お邪じや魔まだったら悪かったわね。ただ、こうなった以上は、ここから黙だまって立ち去るわけにはいかないわよ。状じよう況きようは……あなたにも解わかっているでしょう？」

　やり取りを聞く限り、ミレディーと楓子は古い知り合いらしい。しかし二人とも、旧交を温めるつもりはないようだ。

　楓子の言う状じよう況きようとはもちろん、現実世界で数分後に迫せまった七王会議のことだろう。会議場で、ネガ・ネビュラスは志シ帆ホ子コが撮さつ影えいしたリプレイカードという爆ばく弾だんを炸さく裂れつさせるつもりでいる。逆に言えば、白のレギオンと加速研究会を追おい詰つめる手段はそれしかない。オシラトリの幹部であるローズ・ミレディーがいかなる意図で接せつ触しよくしてきたにせよ、説得も懐かい柔じゆうもされはしないという決意を楓子は先回りで宣言したのだ。

　ミレディーは、艶えん麗れいなフェイスマスクに仄ほのかな憂うれいの色を滲にじませ、頷うなずいた。

「……わたしは、ネガ・ネビュラスが七王会議の開かい催さいを昨日のうちにキャンセルすると予想していたの。領土戦で負けて、港みなと区く第三エリアの支配権を取られたのは事実だけど、オシラトリを糾きゆう弾だんする根こん拠きよは何一つ与あたえなかった……はずだったから。けれどあなたたちは、会議の中止を要よう請せいしなかった。それはつまり、何らかの勝算があるということ……」

「そう考えるのはあなたたちの自由だけど、わたしはイエスともノーとも言わないわ」

　穏おだやかではあるが毅き然ぜんとした声で、楓子が応じる。

「ミレディー、あなたなら、黒の王ブラック・ロータスがいちどオシラトリとの戦せん端たんを開いた以上、何があろうと決して退かないことは解わかるでしょう？　彼女は昨日、レベル９サドンデスの危険を冒おかして領土戦に参加したのよ。勝算があろうとなかろうと黒の王は会議をキャンセルしたりしないし、その先にある戦いに尻しり込ごみすることもないわ」

「……そうでしょうね。ネガ・ネビュラスの覚かく悟ごのほどは、領土戦で充じゆう分ぶんすぎるほど伝わったわ……」

　ゆっくりと頷うなずき、ローズ・ミレディーはアイレンズをハルユキに向けた。

「カラスさん、昨日は見事な戦いぶりだったわよ。まさか自分の体ごと仲間に斬きらせるとは思わなかった」

「いえ、その、無む我が夢む中ちゆうで……」

　ハルユキもまさかこの場で褒ほめられるとは思わず、反射的に首を縮めてしまう。

　昨日の領土戦でハルユキは、オーキッド・オラクルを守るローズ・ミレディーを、二度とは通じないであろう捨て身の戦法で倒たおした。斬きり掛かかると見せかけてミレディーの視界を塞ふさぎ、背後からトリリードが放った一いち撃げき必ひつ殺さつの心しん意い技わざ《天叢雲ヘブンリイ・ストレイタス》で自分ごと両断したのだ。リードの技わざの威い力りよくはもちろん、致ち命めい的てきダメージすらも巻まき戻もどせるライム・ベルの《シトロン・コール》がなければ成立しない特とつ攻こう作さく戦せんだ。

　しかしハルユキは激げき闘とうのさなかに、漠ばく然ぜんと感じていた。もしミレディーがその気になれば、接近を許すことさえなく瞬しゆん時じに殺せたのではないか、と。

「……それに、本当に勝ったとは思ってません。僕たちは三人がかりの死にものぐるいだったけど、あなたは自分の力にリミッターをかけていた……理由は解わかりませんが」

　ハルユキがそう言うと、ミレディーは棘とげの生えた肩かたを小さくすくめた。

「オラクルにもそう言ったみたいね。でも考えすぎよ。わたしの本気を、あなたの本気が上回った……それだけだわ」

　一いつ瞬しゆんの微笑ほほえみを浮うかべ、ミレディーは再び楓フウ子コを見た。

「レイカー、わたしがアマテラスに頼たのんで会議の前にあなたたちに……正確にはシルバー・クロウに会わせて貰もらったのは、引き下がるよう説得するためじゃない。わたしはただ……確信を得たかったの」

「確信……？　あなたたちは全てを知った上で白の王に従っているんでしょう？　加速研究会がいままで何をしてきたか、これから何をするつもりなのか、わたしたちよりもあなたのほうがずっと詳くわしいと思うけど」

「それは否定しないわ。七連矮星セブン・ドワーフスと研究会は別組織だけど、結局どちらも指揮しているのはアイボリー・タワーだものね」

　ミレディーのその言葉を聞いた途と端たん、ハルユキの胸むねの奥おくが鋭するどく疼うずいた。

　昨日の領土戦で、極限の戦いを繰くり広ひろげたのに──あるいはだからこそ、ハルユキはローズ・ミレディーというバーストリンカーを、ブラック・バイスのようには憎にくめないと感じていた。しかし彼女は、白のレギオンが加速研究会と表ひよう裏り一いつ体たいであることを、そして研究会がＩＳＳキットをばらまいたりニコを全損させかけたりしたことを承知で白の王に従っていると告げたのだ。それは恐おそらく、他の七連矮星セブン・ドワーフスも……いや全レギオンメンバーも同じなのだろう。

　あれほどの《悪》を正当化できる理り屈くつなど、存在するとは思えないし思いたくない。つまりミレディーも結局は、ブラック・バイスやアルゴン・アレイ、そしてダクス・テイカーと同じような価値観の持ち主だということなのだろうか？

　無意識のうちに両りよう拳こぶしを握にぎり締しめるハルユキの気配に気付いたか、薔薇ばらの貴婦人は無言で体の向きを変えた。まっすぐハルユキと相対し、ほぼ同じ高さにある両目から静かな視線を注いでくる。

「……カラスさん、あなたがわたしたちを憎にくむのは当然だわ。この場でわたしがどれほど言葉を費ついやそうとも、その感情を解消できるとは思わない。オシラトリにはオシラトリの戦うべき理由があり、それはネガ・ネビュラスのそれと絶対に相あい容いれない……」

「…………なら！」

　拳こぶしにいっそう力を込めながら、ハルユキは押し殺した声で叫さけんだ。

「なら、あなたはどうしてここに僕を呼んだんですか！　アバターに実体がないハイエスト・レベルではどんな攻こう撃げきも無効だし、お互たがいに言葉じゃもうどうにもならないことを知ってる……なら、この出会いそのものが無意味じゃないですか!!」

　ほんの少しだけ子供がしゃくり上げるような響ひびきを帯びたハルユキの問いかけに、ミレディーはすぐには答えようとしなかった。

　代わりに口を開いたのは、いままでらしからぬ沈ちん黙もくを続けていたメタトロンだった。

「どんな攻こう撃げきも無効、という認にん識しきには誤りがありますよ、しもべ」

「…………え……？」

　思わぬ指し摘てきを受け、一いつ瞬しゆんぽかんとしてしまう。しかしその虚きよ脱だつも、次の言葉を聞いた途と端たんに戦せん慄りつへと変わった。

「ハイエスト・レベルで効果を持たないのは、あくまで個に対する干かん渉しよう……方法を知っている者ならば、個と個の繫つながりに干かん渉しようすることは可能なのです」

　繫つながり──すなわちリンク。

　息を吞のむハルユキに軽く頷うなずきかけると、メタトロンはミレディーに顔を向けた。

「ローズ・ミレディーとやら。この場にスノー・フェアリーは現れないのですか？」

　そう……ミレディーが現れた時点で、その名前を真っ先に思い出すべきだったのだ。昨日の領土戦序じよ盤ばんで、ハルユキはメタトロンとともにハイエスト・レベルに精神を移行させた。そこに現れたのが、七連矮星セブン・ドワーフス第二位のスノー・フェアリー。あどけない少女型アバターの外見とは裏腹に、彼女は容よう赦しやなくハルユキとメタトロンのリンクを切断しようとした。それはある意味では、一いち触しよく即そく殺さつの心しん意い技わざ《白の終局ブライニクル》以上に恐おそろしい攻こう撃げきだ。

　メタトロンの質問に、ミレディーは小さくかぶりを振った。

「いえ……フェアリーには、というよりレギオンの誰だれにもこのコンタクトのことは知らせていません。もっともフェアリーはビーイングの力を借りずにハイエスト・レベルに移行できますから、突とつ然ぜんここに現れる可能性はゼロではありませんが」

　そんな言葉を聞けば、咄とつ嗟さに周囲を見回さざるを得ない。

　しかし漆しつ黒こくの宇宙には、ノードが作り出す銀河が静かに瞬またたいているだけで、四人以外の気配は感じ取れなかった。細く息を吐はいてから、あれっ、と思う。

「あの、メタトロン……さっき、いままで自力でハイエスト・レベルに到とう達たつできたバーストリンカーは一人もいない、って言ってたよね？　でもスノー・フェアリーは……」

「いないはず、と言ったのですよ、しもべ」

　そう指し摘てきしてから、大天使は解説を加えた。

「それに、きっとスノー・フェアリーも、最初は上位ビーイングの助けを得たのでしょう。四し聖せいの誰だれかなのか、あるいはそれ以外の何者かなのかは解わかりませんが」

「えっ……四し聖せいの他にも、きみたちみたいに喋しやべれるビーイングがいるの？」

「むしろ、なぜいないと思うのですか」

　メタトロンが呆あきれ声で言い、隣となりの楓フウ子コが助け船を出した。

「鴉からすさん、少なくとも帝てい城じようの四し神じんは喋しやべるわよ」

「あ、そ、そうか……」

「まあ、あの四し神じんがバーストリンカーに協力するとは思いませんけど」

　それにはまったく同感だ。というか、もしも四し神じんのどれか一匹ぴきとでも友好関係を築けるなら、四方門を武力で突とつ破ぱする必要がなくなってしまう。

　グラファイト・エッジの語ったところによれば、無制限中立フィールドを設計した管理者は二人いたのだという。一人は最後の神器ザ・フラクチュエーティング・ライトＴＦＬの永えい久きゆう的てき封ふう印いんを、もう一人は解放を望んでいた。

　封印を求める管理者Ａは、ＴＦＬの周囲に超ちよう巨きよ大だいダンジョンすなわち帝城を生成し、その周囲を四体の超ちよう級きゆうエネミーすなわち四し神じんに守らせた。対してＴＦＬの解放を求める管理者Ｂは、いつか四し神じんと帝城を攻こう略りやくできるバーストリンカーを育てるために、それ以外の全て──四し聖せいや四大ダンジョン、下位エネミーやショップを生成し、もしかしたら通常対戦や領土戦といったブレイン・バーストのゲームシステムそのものまでデザインした。

　いや、ブレイン・バーストだけではない。前後して稼か働どうを開始した似て非なる秘ひ匿とくゲーム、《アクセル・アサルト２０３８》と《コスモス・コラプト２０４０》もまた管理者Ｂの設計である可能性が高いという。このハイエスト・レベルで充じゆう分ぶんに高い場所まで移動すれば、世界を構成する光の銀河が三重になっているのが見えるはずだ。

　管理者ＡとＢの相反する目的を知れば、四し神じんがバーストリンカーを絶対的に敵視し、そして同じく敵対者であるはずの四し聖せいが、メタトロンやアマテラスのようにバーストリンカーと絆きずなを結ぼうとするのも自然な成り行きなのかもしれない。しかしハルユキは、メタトロンの行いがシステムに制せい御ぎよされた結果だとは思いたくない。自分をエネミーではなくビーイングと呼ぶ誇ほこり高たかき大天使には、人間と同じ自由意志が存在すると信じたい。

　そう……いつかメタトロンと、そして黒クロ雪ユキ姫ヒメやレギオンの仲間たちと一いつ緒しよに、正面から四し神じんの守りを突とつ破ぱして帝てい城じように乗り込むのだ。そのためにも、一日でも早く加速研究会との戦いを終わらせなくては。

　そんなハルユキの、少々脱だつ線せん気ぎ味みな決意を感じ取ったのか、メタトロンがふわりと移動するとハルユキの左ひだり隣どなりに立った。この場に集中しろと言うかのようにハルユキの肩かたに手を載のせ、穏おだやかな声で剣けん吞のんなことを言う。

「スノー・フェアリーが来ないのは残念ですね。今度はこちらが、あの者を丸まる裸はだかにしてやろうと思ったのですが」

「はっ、はだ……!?」

「しもべ、いまのは比ひ喩ゆ的てき表現です」

　ビーイングに日本語を解説されてしまったハルユキは、「わ、解わかってるよ」と言い返してから深く息を吐はいた。スノー・フェアリーがこの場に乱入してくる可能性は頭に入れておくことにして、再びローズ・ミレディーに視線を向ける。

　数十秒前のハルユキの詰きつ問もんに、ミレディーは変わらず落ち着いた声で答えた。

「……言ったでしょう、カラスさん？　わたしがあなたを呼んだのは、説得するためではなく、確信を得たかったから。あなたはオッキー……オーキッド・オラクルに言ったそうね。オリジネーターの一人、《咲サク耶ヤ姫ヒメ》サフラン・ブロッサムを全損させたのは、白の王ホワイト・コスモスだと」

「…………！」

　鋭するどく息を吸い込んだのは、ハルユキだけでなく楓フウ子コも同様だった。予想外の問いだが、オラクルにそう告げたのは事実なので、いまさら情報を隠かくす意味はない。

「その二つ名は初耳ですけど……サフランさんを全損させたのは、白の王に間ま違ちがいありません。僕は《災さい禍かの鎧よろい》と融ゆう合ごうして六代目のクロム・ディザスターになっていた時、サフランさんのパートナーだったクロム・ファルコンの記き憶おくを見たんです。実際にサフランさんを攻こう撃げきしたのは神獣レジエンド級きゆうエネミーの《ヨルムンガンド》でしたけど、あの場所には拘こう束そく役やくのブラック・バイス、観察役のアルゴン・アレイ、そして蘇そ生せい役やくのホワイト・コスモスの三人が確かに居合わせていました」

　もう何度も語った話だが、それでもあの時のファルコンが感じていた怒いかりと絶望、そして悲しみが鮮あざやかに甦よみがえり、ハルユキは右手で胸の真ん中を強く押さえた。痛みに耐たえながら、説明を続ける。

「……白の王の姿は不思議な光に包まれて見えなかった……でも、サフランを何度も蘇そ生せいした必ひつ殺さつ技わざの名前は絶対に忘れません。《リザレクト・バイ・コンパッション》……あなたなら、その技わざを知っているでしょう？」

　ハルユキに問われたローズ・ミレディーは、しばらく言葉も仕草も返そうとしなかった。

　薔薇ばらの棘とげに飾かざられた右みぎ腕うでが、音もなく持ち上げられる。ハルユキと同じように胸を押さえ、深く俯うつむく。

　そのまま、更さらに十秒以上も沈ちん黙もくを続けてから、ミレディーは艶あでやかさの失うせた掠かすれ声を響ひびかせた。

「……知っているわ。その技わざで蘇そ生せいされたことだってある。信じなきゃ……いけないみたいね。サフラン・ブロッサムを……わたしとオッキーの《親》を全損させたのは、加速研究会と白の王なのだと……」

「えっ…………！」

　ハルユキは再び喘あえいだ。

「ミレディーさんも、サフランさんの《子》……!?」

「そうであっても不思議はないわ、鴉からすさん」

　囁ささやいたのは楓フウ子コだった。ハルユキのヘルメットに顔を寄せ、古参リンカーならではの知識を披ひ露ろうする。

「加速世界の黎れい明めい期きには、ＢＢプログラムのコピー回数制限はなかったの。バーストリンカーの条件を満たす相手さえ見つければ、何度もインストールを試ためすことができた。聞いた話だけど、《子》を三十人以上も作ったオリジネーターもいたそうよ」

「三十人……」

　それだけいれば、親子で大型レギオンを作れてしまう。呆ぼう然ぜんとするハルユキを見て、幾いくらか落ち着きを取とり戻もどしたらしいミレディーが、両りよう腕うでで自分の体を抱だくようにしたままぽつりと言った。

「サフランの子は、そこまで多くなかったわ。わたしの知る限り、わたしとオッキーを入れて十一人。偶ぐう然ぜんなのかそうじゃないのかは解わからないけど、その全員が植物の名前のカラーネームを持っていた。みんな戦せん闘とう力りよくはそんなに高くなくて……サフランとファルコンがいなくなったあとも、がんばって自分たちだけで《互ご助じよレギオン》を立ち上げようとしたけど、領土を一つも取れないまま散り散りになってしまった……」

「わたしと初めて出で遭あった時は、あなたはもうオシラトリ・ユニヴァースの一員だったわね、ミレディー」

　楓子が、敢あえて感情を殺しているかのような静かな口調で訊たずねる。

「他の十人も、みんな白の王の庇ひ護ご下かに入ったの？」

　薔薇ばらの花を思わせる髪かみが、力なく左右に振られた。

「いいえ……オシラトリに拾われたのは、わたしとオッキーだけ。白の王は、他の九人も見つかり次し第だいレギオンに勧かん誘ゆうしてくれるって言ってたけど、オッキーと一いつ緒しよに毎日あちこちのマッチングリストを探しても、一人も見つけられなかった。しかもそのオッキーまで、何があったのかは解わからないけど、ある日突とつ然ぜんいなくなってしまって……」

　俯うつむくミレディーを見み詰つめながら、ハルユキは脳のう裏りに昨日聞いたオラクルの言葉を甦よみがえらせていた。

　あなたはなんで全損して、どうやって生き返ったんですか、と訊きいたハルユキに、オラクル……若ワカ宮ミヤ恵メグミは言ったのだ。わたしにもミレディーにも、それだけが解わからないの、と。

　まるで全身の棘とげすら縮んでしまったかのような姿で、ミレディーが独白を続ける。

「オッキーを失って絶望するわたしに、白の王は約束してくれたわ。ブレイン・バーストそのものを解かい析せきして、いつか必ずオッキーを、そしてサフランを生き返らせてくれるって。その言葉を信じて、わたしは一いつ生しよう懸けん命めい強くなろうとした。レギオンで少しずつ序列を上げて……七連矮星セブン・ドワーフスにも入って……いつの間にか、あれから六年もの時間が経たってしまった。でも……でも昨日、本当にオッキーが帰ってきた。領土戦前の作戦会議に彼女が現れた時の、わたしの驚おどろきと喜びは、あなたたちには想像できないでしょうね……」

　確かにハルユキは、強い絆きずなで結ばれたバーストリンカーをポイント全損で失ったことはないし、当然ながらその相手が復活した経験もない。楓子とメタトロンも、直立したまま沈ちん黙もくを保っている。

　そんな三人をちらりと見ると、ローズ・ミレディーは再びアイレンズを伏ふせ、か細い声を絞しぼり出した。

「方法は解わからないけど、白の王は約束を守ってくれた。あの人が加速研究会とやってきたことは間ま違ちがいじゃなかった。いつかオッキーと同じように、サフラン・ブロッサムも生き返らせてくれる……わたしはそう信じた。でも…………領土戦が終わった直後に、オッキーは言ったの。わたしたちは騙だまされてた、って。サフランを全損させたのは白の王自身で、だからあの人は決してサフランを復活させてくれはいない、って。わたしは……それを信じられなかった。領土戦に負けたのも、オッキーが裏切ってフィールドを戻もどしたからだし……ネガ・ネビュラスに何かされたんだって思って、せっかく再会できたオッキーに酷ひどいことを言ってしまったの」

「…………あの！」

　我が慢まんできず、ハルユキは声を上げた。

「あの、オラクルさんは、いまどうしているんですか？　くろ……黒の王は、昨日からずっと連れん絡らくが取れないって……」

「わたしも同じよ。オッキーは、領土戦後のデブリーフィングに参加しなかった。マッチングリストにも名前はないし、ハイエスト・レベルからでも見つけられない……昨日からずっと、グローバル接続を切っているんでしょうね」

　ミレディーの答えは冷静だったが、抑おさえきれない不安を映してか、語ご尾びが一いつ瞬しゆん揺ゆれた。

「それも無理はないわ。六年ぶりに再会した《姉》に裏切り者扱あつかいされたんだもの……わたしだって、できることならしばらく加速世界から遠ざかりたい。……けれど、そんな甘あまえは許されない」

「それは、あなたが七連矮星セブン・ドワーフスの第三位だからですか」

「違ちがうわ……バーストリンカーだからよ」

　そう言い切ったミレディーの声に、もう揺ゆらぎはなかった。

　背筋をぴんと伸ばし、上体を反らして深く呼吸する。白い光点で描えがき出される無数の棘とげが、錯さつ覚かくではなくわずかに長く、鋭するどくなる。

「──ありがとう、シルバー・クロウ……スカイ・レイカー、そしてビーイング・メタトロン。わたしは、求めていた確信を得ることができた。サフラン・ブロッサムを全損させたのはわたしたちの王、ホワイト・コスモス。そして彼女は、サフランを甦よみがえらせてはくれない」

　その言葉は、聞きようによっては白の王と白のレギオンとの決別宣言のようにも受け取れた。ハルユキは思わず一歩前に出ると、薔薇ばらの貴婦人に問いかけた。

「ミレディーさんは、これからどうするんですか」

「オーキッド・オラクルのために、そしてサフラン・ブロッサムのために、わたしが為なすべきことをするわ」

　短く答えると、右手を胸に当てて優美に一礼。

　その姿勢のまま、ローズ・ミレディーはアバターを構成する粒りゆう子しを消散させ、ハイエスト・レベルから消えた。

　しばらく続いた静せい寂じやくを、最初に破ったのはメタトロンだった。

「……いろいろな小戦士がいるものですね」

「そりゃそうだよ、バーストリンカーは千人もいるんだから」

　そう呟つぶやいたハルユキのヘルメットを、メタトロンが軽くつつく。

「ビーイングの総数はそんなものではありませんよ、しもべ。……ともあれ、このコンタクトによって、ローズ・ミレディーの行動優先順位に少しでも変動が生じたのなら、アマテラスの要よう請せいに応じた意味もあったというものです」

「行動優先順位……？」

　相変わらず理解の難しいメタトロンの言い回しに首を捻ひねっていると、楓フウ子コがくすっと笑って注ちゆう釈しやくした。

「彼女の、白の王への盲もう目もく的てき忠誠に変化が生まれたかもしれないっていうことですよ、鴉からすさん。レギオンメンバーがマスターに尽つくすのは当たり前だけど、自分の頭を使うのをやめて、目と耳を塞ふさいでしまうのはどちらのためにもならないわ」

「…………」

　予想外の言葉に、思わず楓子の顔をまじまじと見てしまう。

「…………それは、黒クロ雪ユキ姫ヒメ先せん輩ぱいに対しても……ですか？」

「もちろんよ」

　スカイ・レイカーはにこっと慈じ愛あいに満ちた笑えみを浮うかべる。

「わたしが日ひ頃ごろ、どれだけサッちゃんに小言を言っているか、鴉からすさんはよく知っているでしょう？」

「は……はい、まあ、それは、確かに」

　──そう言えば、車の中で肌はだの露ろ出しゆつがどうこう言ってたけど、あれも含ふくまれるのかなあ……などと考えていると。

　メタトロンがハルユキの正面に移動し、厳おごそかな声で宣言した。

「私に対しては、常に疑うことなく従うのですよ、しもべ」




　ハイエスト・レベルからミーン・レベルに戻もどり、しばらくメタトロンと情じよう報ほう交こう換かんをした楓フウ子コとハルユキは、楓ふう風ふう庵あんの前にあるポータルを使って現実世界に戻もどった。

　冷れい房ぼうの効いた車内で覚かく醒せいし、ふうっと息を吐はいたのとほぼ同時に、前席から黒雪姫の少し尖とがった声が飛んでくる。

「それでハルユキ君、メタトロンはなんの用だったんだ？」

「あっ、は、はい……」

　顔を上げると、黒雪姫は体を捻ひねって運転席と助手席の隙すき間まから身を乗り出していた。両りよう頰ほおが小さく膨ふくらんでいるのは、黒雪姫の《ご機き嫌げん斜ななめスケール》十段階の上から七番目のサインだ。仮想デスクトップの時計を確かく認にんすると、ダイブ中に経過時間は八秒足らずだが、それが無制限中立フィールドでは二時間にも相当することは車内の誰だれもが知っている。

　加速世界での出来事を一から説明するべくハルユキは口を開いたが、想定外に色々なことが起きたせいで頭がまとまらない。魚のように口をぱくぱくさせていると、運転席の楓子が助け船を出した。

「わたしが説明するわ、サッちゃん」

　メタトロンと楓子の相あい性しようはあまり良さそうには思えなかったので、荒こう野やステージにスカイ・レイカーが姿を現した時はいったいどうなることかと戦せん慄りつさせられたが、結果としては追いかけてきてくれて本当に良かったと感謝せずにいられないハルユキだった。

　楓風庵をメタトロンのシェルターとして提供してくれたことはもちろん、ローズ・ミレディーとの話し合いも楓子が緩かん衝しよう材ざいになってくれた面はあるし、そして何より黒雪姫たちへの説明は、恐おそらくハルユキがするよりも何倍もスムーズかつ要領を得ていて、七王会議が始まる午後一時の三分前にはきっちり終しゆう了りようした。

「…………驚おどろいたな……」

　ため息交じりに呟つぶやいた黒雪姫が、背中をセミバケットシートに預ける。

「……あの《怒りんぼグランピー》ローズ・ミレディーが、そんなことを……」

「でも、あたしはちょっと解わかるかな……」

　と発言したのは、昨日の領土戦でハルユキ、トリリードとともにミレディーと戦ったチユリだ。

「ミレディーさん、ネガ・ネビュラスに勝つためっていうよりも、オラクルさんを守るために戦ってた、って感じだったもん。《親》が同じってことは、きょうだいみたいなものだよね……しかも、加速世界に残ってるのはたった二人だけだなんて……」

「ン……そうだな…………」

　頷うなずいた黒クロ雪ユキ姫ヒメは、チユリの言葉に何かを付け足そうとするかのように顔を後席に動かしかけたが、すぐに正面へ向き直った。

「……七王会議まであと二分だ。フーコ、ハルユキ君、一つだけ……ローズ・ミレディーとのコンタクトが、会議に何らかの影えい響きようを及およぼすと思うか？」

「いいえ」

　と反射的に答えてしまってから、ハルユキはぱくっと口を閉じた。運転席を見るが、楓フウ子コは前を向いたままだ。残された時間はごくわずかなのだから、言いかけたことはしっかり説明しなくてはならない。一秒で考えをまとめ、再び口を開く。

「……白のレギオンから会議に参加するのは、今回もアイボリー・タワー一人だけのはずです。会議前に連れん絡らくを取ることは可能でしょうけど、僕たちはもちろんミレディーさんに、ショコのリプレイ・カードの件は何も言いませんでした。……それに、ミレディーさんは、ブラック・バイスの正体がアイボリーだってことを知ってるみたいでした。なら、仮に僕たちから何らかの情報を得たとしても、《親》であるサフランさんを全損させたアイボリーに、積極的に協力するとは思えません」

「それって……ミレディーさんが、オシラトリを抜ける可能性もあるってこと？」

　チユリの問いに答えたのは、ハルユキではなく楓子だった。

「それはないでしょうね……少なくとも、オーキッド・オラクルと二人同時でなければ」

　その言葉と同時に、ハルユキの聴ちよう覚かくに鋭するどい電子音が鳴なり響ひびいた。一時一分前にセットしておいたアラームだ。

「…………昨日、領土戦が終しゆう了りようする直前に、私はオラクル……恵メグミに懇こん願がんした。オシラトリ・ユニヴァースを抜けて、ネガ・ネビュラスに入ってくれと」

　黒雪姫の静かな独白に、楓子やチユリが小さく息を吞のんだ。

「しかし恵は何も答えず、ただ一言、ごめんねとだけ言って私の剣を握にぎり、自分の胸を貫つらぬかせた……。それからずっと連れん絡らくがつかない状じよう況きようだが、私は諦あきらめていない」

　残り三十秒。

「今日の会議でアイボリー・タワーの正体と悪事が暴かれれば、五レギオン合同の討とう伐ばつ作さく戦せんが始まることになる。それまでに私はオラクルを……望むならミレディーも、オシラトリ・ユニヴァースから脱だつ退たいさせたい。みんな……私に力を貸してくれ」

　レギオンマスターの要よう請せいに、楓フウ子コもチユリも志シ帆ホ子コも、そしてハルユキも言葉では応えなかった。代わりに揃そろって手を伸ばし、センターコンソールの上でしっかりと重ね合わせた。

　その上に黒クロ雪ユキ姫ヒメも自分の右手を置き、ぐっと力を込めた。

　残り五秒。

　頷うなずき合った五人は、再び背中をシートに預け、両目をつぶった。

　瞼まぶたの裏の暗くら闇やみに、炎ほのおに彩いろどられたシステム・メッセージが赤々と燃え上がった。

【Ａ　ＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤ　ＤＵＥＬ　ＩＳ　ＢＥＧＩＮＮＩＮＧ!!】
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　再び訪おとずれた加速世界の空は、不気味な黄緑色に染まっていた。

　遠くに見える建物群は、メタリックな光こう沢たくを帯びつつも有機的な襞ひだや突とつ起きに覆おおわれ、同じく金属質の地面には生物と機械の中間のような小虫がカチカチと音を立てて這はい回まわる。闇あん黒こく系けいに分類される《煉れん獄ごく》ステージだ。

「《墓場》や《疫えき病びよう》ステージほどではないとはいえ、会議に向いているとは言いがたいですわね……」

　ハルユキの隣となりでそうコメントしたのは、半はん光こう沢たくのチョコレート装そう甲こうを持つお嬢じよう様さま型がたアバター、ショコラ・パペッターだ。現実世界の奈ナ胡ゴ志帆子とは似ても似つかぬ《ですわ口調》に一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしてしまってから、「そ、そうだね」と頷うなずく。

　ショコラの言うとおり、煉獄ステージの地形ギミックは、他の闇黒系と比べれば実害は少ないは不快度ではかなりのものだ。メタル虫を踏ふみ潰つぶしてしまうと、体液の匂においに引き寄せられた虫がまとわりついてきたり、稀まれに地面からミミズっぽい管が突き出して嫌いやな匂においの煙けむりを噴ふん出しゆつしたりする。

「でもまあ、大変なのは対戦開始者スターターのコバルトさんとマンガンさんだけで、僕らはギャラリーだし……」

「あー、そんなこと言っちゃうんだー。会議が終わったらコバマガさんにチクっちゃおー」

　と背後で声を上げたのは、色いろ鮮あざやかなイエローグリーンの装そう甲こうをまとう魔ま女じよっ子こアバター、ライム・ベル。ハルユキは慌あわてて振り向き、両手で大きなバツを作る。

「そ、それやめて！　乱入されて首ちょんぱだから！」

「いや、いまのはクロウが悪いぞ」

「そうですよ、鴉からすさん。女の子はもっといたわらないと」

　ベルの後ろから現れた、黒くろ水ずい晶しようの半はん透とう過か装そう甲こうと長大な四し肢し剣けんを持つブラック・ロータスと、体感時間ではほんの数分前に別れたばかりのスカイ・レイカーも口々にそう言う。

　ゲイルスラスター装着状態から、再び白ワンピースと車くるま椅い子す装備に戻もどった楓フウ子コに、ハルユキは常々感じている《加速世界では女子のほうが強いのではないか仮説》で反はん駁ばくを試みようとした。実際、純色の七王のうち赤、紫むらさき、黒、白と半数以上がＦ型なのだ。

　しかしハルユキが何かを言うよりも早く。

「う────っす！」

　という叫さけび声とともに、横合いから真っ赤な塊かたまりがぶつかってきた。ハルユキの首筋にクロスチョップを決めてから軽かろやかに着地したのは、ルビーの如ごとき緋ひ色いろの装そう甲こうと、翡ひ翠すいを思わせるアイレンズの少女型アバター。

　双そう方ほうともギャラリーなのでダメージは発生しないが、内心で「やっぱりＢＢ女性優位説だよ……」と呟つぶやきながら、ハルユキは挨あい拶さつを返した。

「おっす、レイン。昨日はちゃんと寝ねた？」

「おい、何だよその返しは。あたしゃ子供かっつうの」

　ドスの効いた声で凄すごむ赤の王スカーレット・レインに、小学生は子供だよと答えていいものかどうか迷っていると。

「ＯＦＣもちろん。寝る子は育つ」

　レインと同じ方向から、無音の歩行で近づいてきた深紅色の豹ひよう頭とうアバターが唐とう突とつなことわざを口にした。がくっと膝ひざを折る赤の王を右手ですくい上げ、自分の肩かたに乗せる。

「お……おいパド、わざと子こ供ども扱あつかいしてるだろ」

　文句を言いかけたレインだったが、諦あきらめたように体の力を抜き、ブラッド・レパードの肩かたからハルユキたちを見下ろした。

「……いよいよ正念場だな」

　王らしい威い厳げんを増した言葉に、もう一人の王が応じる。

「うむ。だが我々にとっては、帝てい城じよう東門での対セイリュウ戦、東京ミッドタウン・タワーでの対メタトロン戦、エテルナ女子学院での対ブラック・バイス、災さい禍かの鎧よろいマークⅡ戦……更さらには渋しぶ谷や第二エリアでの対グレート・ウォール戦、そして昨日の対オシラトリ・ユニヴァース戦、それら全てが正念場だった。そして今日の会議で戦いが終るわけではない……いつものように、ベストを尽つくすだけだ。頼たのむぞ、みんな」

　六人の顔を見回してから、最後にショコラを見み詰つめ、黒の王は言った。

「ことにショコ、今日は君の持つリプレイ・カードが成否を分かつ鍵かぎとなる。初めて参加する七王会議で大変な重責を負わせてしまうが、よろしく頼たのむぞ」

「え……ええ、解わかっていますわ。わたくしもネガ・ネビュラスの一員として、役目はきっちり果たしてみせますわよ」

　極度の緊きん張ちようのせいだろう、声はわずかに震ふるえていたものの、ショコラはきっぱりとそう言い切った。黒クロ雪ユキ姫ヒメも深く頷うなずき、右みぎ手て剣けんの側面でショコラの左ひだり腕うでを軽く叩たたくと、くるりと振り向いた。

　七人が集まっているのは、帝てい城じようの北側に位置する《北の丸公園》と呼ばれるエリアの南西部だ。

　現実世界の皇こう居きよ内ない苑えんはおおよそ縦長の六角形をしているが、加速世界の帝城は完かん璧ぺきな真円に整地されている。その北から南東にかけてに、北の丸公園と東ひがし御ぎよ苑えん、皇居外がい苑えんが並んでいて、七王会議は通例そのどこかで開かい催さいされる。

　今回、青のレギオンの《二剣デユアリス》コバルト・ブレードとマンガン・ブレードが選んだ北の丸公園の南部には、会議場に使えそうな美術館や博物館が多く存在しているが、対戦者の位置を教えるガイド・カーソルは公園北部を指していた。濃こい霧きりがたなびく空間をしばらく進むと、前方に異様なシルエットの建物が現れる。

　大きく、鋭するどく張り出した八角形の屋根。その天てつ辺ぺんには、巨きよ大だい生せい物ぶつの蛹さなぎのような筋と節を持つたまねぎ型のオブジェクトが乗っている。壁へき面めんからは禍まが々まがしい棘とげが何本も突き出し、横長のエントランスは牙きばを生やした口にしか見えない。

「……あれ、日本武道館……だよね」

　チユリが立ち止まり、たまねぎを見上げて呟つぶやく。

「すっごい偶ぐう然ぜん…………ううん、もしかして、偶然じゃなかったりするのかな……」

「おいおい、穏おだやかじゃねーな。それって、ハカセが青レオニにリアル割れしてるってことかよ？」

「まあ、ないとは思うけどねー」

　と答えたチユリが、ちらりとハルユキに視線を向けてくる。

　ハカセこと黛マユズミ拓タク武ムは現在、東京都中学校夏季剣けん道どう大たい会かいに出場している。会場は、いま六人の眼前にそびえている日本武道館。チユリが「すっごい偶然」と言ったのはそれが理由だ。七王会議が皇居周辺で開かれることは解わかっていたので、会議が終わり次し第だいタクムの応おう援えんに駆かけつけたかったのだが、飼育委員長としてホウの世話は一日たりとも休むわけにはいかない。そこでチユリに、ハルユキのぶんまで応援してくるという重要任務を託たくしたわけだ。

　タクムは団体戦、個人戦双そう方ほうに出場しているので、一回戦負けでなければ七王会議の終しゆう了りよう後ごでもまだまだ試合はあるはずだ。そろそろ昼の休きゆう憩けい時間が終わり、午後の試合が始まる頃ころだろうか。

　今日の大会で、団体戦は上位六校──ベスト４プラス敗者復活戦の勝者二校──、個人戦はベスト４に入れば八月中ちゆう旬じゆんに同じ武道館で開かい催さいされる関東大会に出場できるらしい。都大会のブロック予選でベスト８にぎりぎり食い込んだ梅うめ郷さと中ちゆう男だん子し剣けん道どう部ぶには狭せまき門だろうが、今年の一月に転校してきて以来、タクムが日々積み重ねてきた努力のほどは、ハルユキもよく知っている。

　──タク、頑がん張ばれよ。

　現実世界の武道館で戦っているであろう親友に向けてそう念じてから、ハルユキはチユリに答えた。

「確かにオレはコバマガさんにリアル割れしてるけど、それは向こうも同じだし……わざわざパイルのリアルを調べて、試合会場に会議場を重ねるような真似まねはしないと思うよ。だいいち、そんなことしても意味ないし……」

「それもそうだな」

　頷うなずいた黒クロ雪ユキ姫ヒメが、右手の剣を横に広げる。

「千ち代よ田だエリアは区分けされていないのだから、もしパイルと戦いたいのなら、わざわざ武道館まで来なくてもエリアのどこからでも乱入可能だ。ベルの言うとおり偶ぐう然ぜんか、あるいは理由があるのだとしてもパイルとは無関係だろう。……さあ、そろそろ中に入ろう」

「よっしゃ、いよいよだな！」

　ニコが左の掌てのひらに右みぎ拳こぶしを打ち付け、楓フウ子コ、パドさん、チユリ、ハルユキが揃そろって頷うなずいた。

　幅はば広ひろの階段を上り、牙きばの生えたエントランスをくぐる。薄うす暗ぐらい通路を進むと、すぐに広大な大道場アリーナに出る。現実世界では清せい冽れつな板張りの床ゆかで剣けん士したちがしのぎを削けずっているのだろうが、加速世界の煉れん獄ごくステージでは、床ゆか面めんには気味の悪い襞ひだがうねうねと刻まれ、八方を囲む客席はある種の昆こん虫ちゆうの巣のようだ。

　先頭を歩くハルユキが、煙えん霧むたなびくアリーナに足を踏ふみ入いれた、その瞬しゆん間かん。

「遅おそいッッ!!」

　という苛か烈れつな声が飛んできて、反射的に首を縮めてしまう。

　叫さけんだのは、ハルユキたちが通った入り口の右側に陣じん取どる二人組の片方だった。

　鍔つばの長い軍ぐん帽ぼうをかぶり、後ろ腰こしに束ねた鞭むちを装備した長身のＦ型アバター。その隣となりで円えん筒とう形けいの椅い子すに腰こし掛かけるのは、鮮あざやかな紫むらさき色いろの装そう甲こうをまとい、長大な錫しやく杖じようを携たずさえる女王型アバター。紫むらさきのレギオン《オーロラ・オーバル》の副長アスター・ヴァインと、紫むらさきの王パープル・ソーンだ。

　アスター・ヴァインは、鋭するどく尖とがった左手の人差し指でハルユキをびしっと照準すると、再び[image: 叱]しつ声せいを飛ばした。

「もう対戦開始から三分以上も経過しているぞ！　会議を招集したお前たちが、のんびり最後に現れるとはどういうことだッ！」

　その言葉に素す早ばやく周囲を見回すと、屋根と同じく八角形のアリーナには、すでにヴァインたちの他にも四つの小集団が等とう間かん隔かくに輪を作っている。

　緑の王グリーン・グランデと、幹部集団《六層装甲シツクス・アーマー》第三席のアイアン・パウンド、第五席のサンタン・シェイファー。

　黄の王イエロー・レディオと、レモン・ピエレットという名前らしい玉乗り少女型アバター。

　青の王ブルー・ナイトと、この会議の対戦開始者スターターである《二剣デユアリス》コバルト・ブレード、マンガン・ブレード。

　そして──ハルユキたちの向かい側にただ一人だけひっそりと座す、象ぞう牙げ色いろの衣ころもをまとった魔ま道どう士し然ぜんとしたアバターは、白の王の全権代理アイボリー・タワーだ。

「やはり、平然と出てきたな……」

　アスター・ヴァインの糾きゆう弾だんなど何処どこ吹ふく風で、黒クロ雪ユキ姫ヒメが低く囁ささやいた。代わりに車くるま椅い子すをハルユキの右みぎ隣どなりまで前進させた楓フウ子コが、ワイドブリムハットを少し持ち上げて謝意を示す。

「遅おくれたことは謝あやまるわ、ヴァイン。でも、わたしたちの出現位置は北の丸公園の南の端はしっこで、移動に時間がかかってしまったのよ」

「なら走ってきたらどうだッ！」

　両手を腰こしに当て、軍人というより女性教師のような風ふ情ぜいでヴァインが言い返す。

　考えてみれば、会議場となっている通常対戦空間を作ったのはコバルト・マンガン姉し妹まいで、ハルユキたちは観戦者ギヤラリーなのだから、姉妹が見える場所に出現しても良かったはずだ。なぜあんなに遠い場所に出てしまったのだろう……と首を傾かしげていると。

「そう怒おこるな、ヴァイン。我々が分散配置にしたのだ」

「事前の打ち合わせをしたいレギオンもあろうと思ってな」

　コバルト・ブレードとマンガン・ブレードが、アリーナの東側から口々に発言した。

《ギャラリー分散配置設定》とは、《ギャラリー接近不可設定》と同じく対戦開始時のオプションで、観戦者が対戦者の近くではなく、少し離はなれた場所に出現するよう設定するものだ。出現の瞬しゆん間かんを見られてリアル割れするのを防いだり、観戦者が集まる前に戦場を移動させたい場合などに使うが、どうせ戦せん闘とうが始まれば観戦者は自動追随テレポートするので敢あえてこの設定をオンにする者はほとんどいない。

　しかし七王会議の場合は、スターターの二人が戦わないので自じ動どう追つい随ずいは発動せず、分散配置された観戦者は数分間の移動が必要になるわけだ。確かにハルユキたちもその時間を使ってあれこれ相談できたので、なるほどコバマガさんのナイス配はい慮りよだな、と感心したのだが。

「無用な気き遣づかいだ、二剣デユアリス。打ち合わせなぞ開始前に済ませておくのが当然だろう。レイカー、次回は気をつけるんだな！」

　アスター・ヴァインの態度はまるで変わらず、しかし昔からのライバル関係らしいスカイ・レイカーに言うだけ言って満足したのか、最後に「フン」と鼻息を響ひびかせてから紫むらさきの王の背後に控ひかえた。

　ハルユキがちらりと視界上部を見ると、残り時間は早くも二十五分を切っている。司会役の青の王も頃ころ合あいだと思ったのか、重じゆう装そう甲こうをガシャリと鳴らして立ち上がった。コバルト・ブレードに視線を向けると、頷うなずいたコバルトがインストメニューを開き、恐おそらくは観戦者リストをスクロールする。

「……参加予定者十八名は全員揃い、予定外の観戦者の侵しん入にゆうはありません」

「よし、そんじゃ始めるか」

　いつもどおり、飾かざり気けのない口調で青の王が会議の開始を宣言する。同時に黒クロ雪ユキ姫ヒメがハルユキと楓フウ子コの前に出て、二剣デユアリスがアリーナの柱を斬きって作ったのであろう丸まる椅い子すに、優美な仕草で腰こし掛かける。

　椅い子すは全部で七脚きやく用意されていて、黒雪姫が座すわった真北の椅子と、青の王が座すわる真東の椅子の間に、空いている椅子が一つある。当然それは赤の王のためのものだろうが、ニコは黒雪姫の左後方に陣じん取どるや体の前で両りよう腕うでを組み、椅子は使わないという意思を示した。

　ネガ・ネビュラスとプロミネンスが合がつ併ぺいしたことは、領土戦タイムに杉すぎ並なみエリア、もしくは練ねり馬まエリアを攻こう撃げきすればシステム上に表示されるのだから、高い情報収集能力を持つ王たちはとうに知っているだろう。正確には、現在はまだ三十日間の合がつ併ぺい猶ゆう予よ期き間かん中ちゆうで、暫ざん定ていレギオンマスターをブラック・ロータスが、暫定サブマスターをスカーレット・レインが務め、そして暫定レギオン名としてネガ・ネビュラスを使用しているのだが、両レギオンが組んだことは誰だれの目にも明らかだ。

　ニコの立ち位置を見ても、ブルー・ナイトもパープル・ソーンも何も言おうとしなかった。今日の議題は加速研究会への対応方針なのだから、王たちも赤と黒の合併については触ふれないつもりだろうか……とハルユキが考えた、その時。

「本題に入る前に、一つだけいいですかね？」

　口調は真面目なのに、どこか嘲ちよう笑しようするような響ひびきのある高い声がアリーナに響ひびいた。ゆらりと立ち上がったのは、アリーナ南東──紫の王とアイボリー・タワーのあいだに陣じん取どっていた毒々しい黄色のアバターだ。

　頭に乗せている二ふた股またの道化帽ジエスターキヤツプを入れれば青の王に並ぶほどの長身なのに、四し肢しも胴どう体たいもローズ・ミレディー並みに細く、更さらに前まえ屈かがみの姿勢を取っているので見た目の威い圧あつ感かんは薄うすい。しかしそのカリカチュアライズされたピエロ姿からは、他の王たちに劣おとらない情報圧オーラが放散されていて、ハルユキは装そう甲こうの下のアバター素体にじわりと汗あせが滲にじむ錯さつ覚かくにとらわれた。

「さっそく来たわね……」

　隣となりの楓子がかすかな声で囁ささやき、司会の青の王が少々面めん倒どうくさそうな声で応じた。

「そりゃかまわねーけど、手早く済ませてくれよな」

「もちろん、もちろん。三分で終わる話ですよ？」

　かくんと人形めいた動きで頷うなずいた黄の王イエロー・レディオは、相変わらずせせら笑うような声で続けた。

「私はただ、ささやかな問題を確かく認にんしておきたいだけなのですよ。そこの薄うす赤あかいおちびちゃんを、これからどのように呼ぶべきか？」

　黄の王の言こと葉ば尻じりを、背後の玉乗り少女が繰くり返かえす。

「よーぶべーきかー！」

「……そりゃいったい、どういう意味だよ、レディオ」

　青の王の訝いぶかしげな問いに、レディオは細長い両手をさっと左右に広げた。

「あそこのおちびちゃんはそもそも純色……《レッド》ではありませんよね？　それに加えて、今こん般ぱんとうとうレギオンマスターですらなくなってしまったんですよ？　そんな人を、これからも《赤の王》と呼ばなきゃならないんですかねえ……？」

「でーすかねえー？」

「なんだと！」

　と叫さけんだのは、名指しされたニコでも副官のレパードでもなく、直前まで黄の王の情報圧に竦すくんでいたはずのハルユキだった。レディオの弄ろう言げんを聞いた途と端たん、頭の中がかーっと熱くなり、思わず飛び出してしまったのだ。

　途と端たん、黄の王のみならず青の王、緑の王、紫むらさきの王とアイボリー・タワーも視線を注いでくる。しかしそのプレッシャーを憤ふん慨がいが上回り、ハルユキはいっそう大きな声で反はん駁ばくした。

「赤の王がレギオン合がつ併ぺいに同意したのは、加速研究会と決着をつけるためなんだぞ！　あんたが《災さい禍かの鎧よろい》の件で研究会にまんまと踊おどらされた尻しりぬぐいをしてくれてるレインに、その言い草はないだろ！」

　レベル６のハルユキと黄の王とでは、バーストリンカーとしての実力差は天と地ほどもあるだろうが、ハルユキの言葉が直球すぎたせいかレディオは鼻白んだように上体を引いた。

「……やれやれ、礼れい儀ぎのなってない小こ僧ぞうですね……？　私は《鎧よろい》の話なんかしてませんよ、単にレギオンマスターでなくなった者に《王》の資格はあるのかと……」

「それを言うなら、加速世界のために何もしようとしないお前こそ……！」

　なおも叫さけぼうとするハルユキの左前方で、黒クロ雪ユキ姫ヒメがふわりと右みぎ手て剣けんを持ち上げた。その隣となりで、ニコも苦く笑しよう交じりの視線で「そのへんにしとけ」と伝えてくる。

　さすがにレギオンマスターとサブマスターに諫いさめられればそれ以上喚わめき続けるわけにもいかず、ハルユキは口を閉じて数歩後退した。途と端たん、やり過ぎてしまった自覚が湧わき上がり、銀面の下で冷ひや汗あせがだらだら流れる。

「す、すごいね、カラス君……」

　と後ろで囁ささやいたのは、チユリにぴったりくっついている志シ帆ホ子コだ。全身が強こわ張ばって振り向くこともできないハルユキに代わって、チユリが呆あきれ声を出す。

「クロウはたまに暴走してわけわかんなくなっちゃうのよ。自分のことじゃぜんぜんスイッチ入らないのに」

「あー……なんだか、カラス君らしいね」

　そんな二人の会話を聞くともなく聞いていると、前方で黒クロ雪ユキ姫ヒメが落ち着いた声を響ひびかせた。

「レディオ、そもそも《王》などというのも自然発生した呼こ称しようだろう？　厳密な定義などないのだから、レインを赤の王と呼び続けたい者はこれからも呼べばいいし、お前が呼びたくないというならそうすればいい。無論、私は呼び方を変えるつもりなど毛頭ないがな」

　続けてニコ当人も、いつもの口調でコメントする。

「ぶっちゃけ、あたしも呼び方なんかどーだっていいよ。だいたい、そう遠くないうちに新しいレベル９ｅｒナイナーが出てくるだろうし、そいつがアンタの言う純色っつう可能性はほとんどゼロじゃねーの？　そのたびにいちいち王と呼ぶだの呼ばねーだのって議論すんのはどう考えてもバカバカしいぜ」

「し……しかしですね……」

　黒雪姫とニコの素っ気ない反応に当てが外れたのが、やや苦しそうにレディオが言い返した。

「我々《純色の七王》が、加速世界を守るために何年間も尽じん力りよくしてきたのは事実なのですよ？この七王会議の権けん威いを認めているからこそ、あなた方も今日、我々を招集したのでしょう？　その枠わく組ぐみを何の相談もなくぶちこわしておいて、好きにしろとは勝手すぎる言い分じゃありませんか？」

「あーりませんかー！」

　レディオの語ご尾びをリフレインするレモン・ピエレットを一いち瞥べつしてから、ニコは軽く肩かたをすくめた。

「っつーか、あんたが問題にしたいのはあたしがレギマスを降りたことなのか、それともネガビュとプロミが合がつ併ぺいしたことなのか、そのへんをハッキリさせてから難なん癖くせつけてくれよな」

「それは……もちろん全部引っくるめてですよ？　あなたも赤の王を名乗るのなら、その地位に見合ったプライドというものをですね……」

「ああもう、とっくに三分経たってしまったじゃないか！」

　黄の王の台詞せりふを遮さえぎり、黒雪姫がすっくと立ち上がった。

　右手の剣をぴたりとレディオに向け、広大なアリーナに凜りん然ぜんとした声を響ひびかせる。

「もう、面めん倒どうだからこのへんではっきり言ってやるぞ！　レディオ、お前が気に入らないのはレインがマスターを降りたことではなく、うちとプロミネンスが合併したこと……正確には、プロミの合併先がクリプトＣ・コズミックＣ・サーカスＣじゃなかったことだろう!?」

「へっ？」

　とハルユキが素すっ頓とん狂きような声を出したのと同時に、イエロー・レディオもひときわ甲かん高だかい声で喚わめいた。

「な……何を言っているのですか、あなたは？　私がプロミネンスの領土を狙ねらっていたなどと、何を根こん拠きよにそんな妄もう言げんを……」

「い──や！　お前が欲ほしがっていたのは領土ではなくレイン個人だ！　イエロー・レディオ、お前は昔っから、ＳＳサイズでラウンドフォルムちつちやくてまるつこいのＦ型アバターにヨワいのだ……今回の混乱に乗じてあわよくばプロミを併へい吞どんし、レインを手に入れようと画策していたのだろうが！」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメのその指し摘てきに、武道館のアリーナは三秒以上も静せい寂じやくに包まれた。

「……ま、マジかよ……」

　最初にニコが呻うめき、

「さすがにドン引きだぞ……」

　とアスター・ヴァインも唸うなり、

「…………なーのですかー？」

　とまさしく《ＳＳサイズのＦ型アバター》であるレモン・ピエレットまでがバランスボールごとじりじり遠ざかるに至って、黄の王、《放射性惑乱レデイオアクテイブ・デイスターバー》イエロー・レディオは思わぬ挙動に出た。
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　突とつ然ぜん、ぼうん！　という音とともにカラフルな煙けむりが湧わき上がり、レディオの全身を包み込んだのだ。煙けむりはすぐに晴れたが、その時にはもう椅い子すは空になっていた。青の王がゆっくりと頭を左右に振り、この状じよう況きようでも不言不語を貫つらぬく緑の王の背後で、アイアン・パウンドとサンタン・シェイファーが呆ぼう然ぜんと呟つぶやき交かわす。

「ギャラリーなのに、どうやってアビリティを……」

「まさか、心しん意い技わざ……？」

「いやいや、それも使えねーだろ……」

　誰だれもが予想しなかったであろう局面に終しゆう止し符ふを打ったのは、いままで沈ちん黙もくを保っていた紫むらさきの王パープル・ソーンだった。

「まったく、レディオがロリコンだろうとなかろうとどうでもいいわよ。あたしもアスターも絶対にあいつの対象外だし」

「……あたしはどうなるんだよ……」

　というニコの呟つぶやきを無視して、ソーンは言葉を続けた。

「どうせそこらに隠かくれて話を聞いてるわ。言いたいことがあればしれっと出てくるだろうから、ほっといて本題に入りましょ。あと二十分切ってるわよ」

「ああ、そうだな」

　頷うなずいたブルー・ナイトが、議場の空気を切きり換かえるためか神器《ジ・インパルス》の鞘さや尻じりで金属の床ゆかを音高く打った。

「それでは、昨日の領土戦時間内に行われた作戦の概がい要ようを、ロータスから頼たのむ」

　指名された黒クロ雪ユキ姫ヒメが、立ったまま頷うなずく。

「了りよう解かいした。と言っても、言葉にすれば単純だがな……。前回の会議で我々は、加速研究会の拠きよ点てんエリアが判明した時は七大レギオンが即そく座ざに総力を挙げて攻こう撃げきするという作戦を提案し、了りよう承しようされた。それを受けて昨日、かねてから加速研究会の拠点と見なしていたとあるエリアに攻撃を仕し掛かけた。そのエリアの支配権、すなわち《マッチングリスト遮しや断だん特とつ権けん》が剝はく奪だつされた直後にリストを確かく認にんし、そこにもし研究会のメンバーが出現していれば、それをもって拠点であることの証しよう拠ことするつもりだったのだ。無論、リストを確認するのは我々以外の信しん頼らいできる第三者でなくてはならない。そこで我々はその役目を、レオニーズの二剣デユアリスに依い頼らいした」

　黒の王の説明を聞いていた参加者の視線が、青の王の背後に控ひかえるコバルト・ブレードとマンガン・ブレードに集まる。

「それで……結果はどうだったの？」

　焦じれたようなパープル・ソーンの声に、黒雪姫は無言で姉し妹まいに頷うなずきかけた。ポニーテールのマンガン・ブレードが、青の王の斜ななめ前方まで進み出る。

「我々は、領土戦でネガ・ネビュラスが勝利した直後にマッチングリストを確認した」

　もうその結果は知っているのに、ハルユキは無意識のうちに呼吸を止めてしまった。静せい寂じやくのなか、マンガン・ブレードは冷静な声で事実を述べた。

「リストに、加速研究会メンバーと判明しているバーストリンカーの名前は存在しなかった」

　途と端たん、右のほうで「はあ……」と深いため息が聞こえた気がした。しかしハルユキが視線を向けるより早く、紫むらさきの王が尖とがった声を出した。

「何よ、それじゃ作戦は大失敗だったってこと!?　そんな報告をするために、わざわざあたしたちをこんなとこまで呼び出したわけ!?」

　右手の神器《ザ・テンペスト》を持ち上げ、力任せに床ゆかを突く。鋭するどい金属音とともに、小さなスパークが床を這はう。

　パープル・ソーンの怒いかりと、もしかしたら失望をまざまざと感じながらも、ハルユキは正面の椅い子すに一人ぽつんと座すわるアイボリー・タワーを凝ぎよう視しした。その名のとおり、白い塔とうのような形のアバターは作戦の失敗報告を聞いても静止したままだ。模様めいたフェイスマスクからは、安あん堵ども不安もまったく伝わってこない。

　そのアイボリーに、紫の王もちらりと視線を向け、再び発言した。

「だいたいロータス、あなたさっきから《とあるエリア》とかぼかしてるけど、領土マップを見ればどこを攻せめたかなんて一いち目もく瞭りよう然ぜんなのよ。たった一日の領土戦で、渋しぶ谷や第一と第二、それに港みなと区く第三エリアがネガビュの領土になったんだから、真の目標は杉すぎ並なみからいちばん遠い港区第三……つまりあなたはオシラトリが加速研究会の母体だと確信してたんでしょ。ならこの場ではっきりそう言って、そこの全権代理を問とい詰つめるなり何なりすればいいじゃない」

　それを聞いた黒クロ雪ユキ姫ヒメは、苦く笑しよう交じりに応じた。

「問い詰められた程度であっさり認めるようなら、最初からそうしているさ。私の確信だけでは足りないからこそ、確たる証しよう拠こを手に入れるためにグレウォの協力を乞こい、レオニからオブザーバーを出して貰もらったんだ。しかし、その作戦は失敗した。より正確には、作戦は事前に察知されていた……。認めよう、情報戦に於おいては、我々は最初からオシラトリに敗北していたことを」

　その言葉を聞いて──。

　初めて、アイボリー・タワーが動いた。

　象ぞう牙げ色いろのローブの下からするりと両手を出し、掌てのひらを上に向ける。滑なめらかな、しかし特とく徴ちようのまったくない声がアリーナに流れる。

「その言われようは心外ですね。我々はネガ・ネビュラスとプロミネンスの合同チームによる突とつ然ぜんの領りよう土ど攻こう撃げきに必死に対応し、しかし力ちから及およばず敗北したのですよ。攻撃を事前に知っていれば、もっと防衛力を厚くすることもできたはずでしょう」

「お前を含ふくめ、《七連矮星セブン・ドワーフス》が四人もいたのだから防衛体制が薄うすかったとはまったく思わないが」

　黒雪姫の指し摘てきに、白衣の魔ま道どう士しは軽く肩かたをすくめただけだった。代わりにパープル・ソーンが「へえ……」と声を出す。

「小人さんが四人もいたのに勝っちゃったわけ？　どういう流れだったのか詳くわしく知りたいわね」

「言ってもいいが、信じないと思うぞ」

　という黒クロ雪ユキ姫ヒメの返事には、ハルユキも内心で深く頷うなずいた。特とく殊しゆ心しん意い技わざで領土戦フィールドが無制限中立フィールドに変化し、しかも地じ獄ごくステージで邪神デビル級きゆうエネミーが暴れまくったなどという話を、もし誰だれかに聞かされただけならハルユキも絶対に信じないだろう。

　しかし、あたかも黒雪姫に何も言わせまいとするかのように、再びアイボリー・タワーが発言した。

「七連矮星セブン・ドワーフスが何人いようと、結果を見ればこちらの防衛体制をそちらの攻こう撃げき体制が上回った、それだけのことですよ。我々オシラトリ・ユニヴァースは現在、重じゆう要よう拠きよ点てんたる港みなと区く第三エリアをネガ・ネビュラスに奪うばわれ、グローバル接続にも支障を来たしてレギオンメンバー全員が多大な不便を強しいられています。しかも、当然ですがマッチングリストには研究会のメンバーは誰だれ一人ひとりいなかった。我々が加速研究会の母体だなどという根こん拠きよなき思い込みで行われた今回の領土攻撃は、明らかな相そう互ご不ふ可か侵しん条じよう約やく違い反はんです。オシラトリ・ユニヴァースとしては、ネガ・ネビュラスからのすみやかな領土返へん却きやくと、相応の賠ばい償しようを求めます」

　アイボリー・タワーの──つまり《拘こう束そく者しや》ブラック・バイスの厚こう顔がん無む恥ちな物言いに、ハルユキは再びアバターの中を流れる仮想の血が熱くなるのを感じた。もしも《切り札》のことを知らなければ、先刻と同じく飛び出していたかもしれない。

　両りよう拳こぶしを握にぎってひたすら堪たえるハルユキの前で、黒雪姫はあくまで涼すずやかな声を響ひびかせた。

「言っておくがアイボリー・タワー、我々はもともと相そう互ご不ふ可か侵しん条じよう約やくとやらには加わっていない。事実、これまでもレオニとグレウォからは毎週のように領土を攻せめられているしな」

「そんなものは、ミドルランカー以下を鍛きたえるためのお遊びでしょう。事実ネガ・ネビュラスは、これまで一度も杉すぎ並なみエリアを奪うばわれていないはずです」

　すかさず切り返したアイボリーが、細いスリットに隠かくれて見えないアイレンズで一同を眺ながめ回す。

「しかし今回の攻こう撃げきは、到とう底ていお遊びでは済まされません。もし領土返へん却きやくと賠ばい償しようがなされず、他のレギオンも黙もく認にんするというなら、我々はそれを相互不可侵条約の破は棄きと見なしますが、よろしいのですか？」

「へえ……。それって、あんたのとこと領土が隣りん接せつしてるオーロラう・オーバルちに攻せめてくるって意味？」

　紫むらさきの王の挑ちよう発はつ的てきな問いかけに、魔ま道どう士しは慇いん懃ぎんな一礼を返した。

「《紫電后エンプレス・ボルテージ》がそうお望みになるのなら、いかようにも」

「貴様……代理ごときが、言葉に気をつけろッ！」

　すかさずアスター・ヴァインが怒ど鳴なるが、アイボリーに動どう揺ようする気配はない。以前はその底知れない余よ裕ゆうと、王たちにも並ぶ情報圧が謎なぞだったが、正体を知ったいまなら当然とも思える。ブラック・バイスは、ブレイン・バーストの黎れい明めい期きから……まだ純色の七王が台頭する以前、オリジネーターたちの時代から暗あん躍やくを続けてきた、最古の巨きよ悪あくの一人なのだ。

　にわかに張はり詰つめた空気をわずかながら緩ゆるめたのは、やはり青の王の一言だった。

「まあそう結論を急ぐなよ、アイボリー・タワー」

　重じゆう装そう甲こうをがしゃっと鳴らして両りよう腕うでを広げ、続ける。

「ロータスからの報告はまだ途と中ちゆうだろ？　返へん却きやくだの賠ばい償しようだのは、それを最後まで聞いたうえで議論してもいいんじゃないか」

「青の王がそう仰おつしやるなら。もっとも、作戦とやらが完全な見けん当とう違ちがいだったのですから、結論は決まっているように思いますが」

　鷹おう揚ようにそう答えると、アイボリーは音もなく椅い子すに座すわり直した。ブルー・ナイトの合図を受けて、黒クロ雪ユキ姫ヒメがホバー移動で前に出る。

　いよいよだ。

　振り向いて志シ帆ホ子コを勇気づけたかったが、懸けん命めいに我が慢まんする。切り札をアイボリー・タワーにぶつけるまでは、その在処ありかを予測させるどんな行動も取るべきではない。

　それでもじりっと五ミリだけ志帆子のほうへ移動し、何が起きても守るという意思を伝えようとしながら、ハルユキは黒雪姫の言葉を一言一句聞きき逃のがすまいと意識を集中した。

「そう……我々は、領土戦が始まる何時間も前から、情報戦で負けていた……」

　それは、昨日の放課後に突とつ然ぜんバーストリンカーとしての記き憶おくが戻もどったという若ワカ宮ミヤ恵メグミのことに違ちがいない。しかし黒雪姫は、あくまで冷静に説明を続ける。

「目まぐるしく変化する状じよう況きように翻ほん弄ろうされながら、我々は死にものぐるいで闘たたかい続けた。結果、ぎりぎりのところで領土戦そのものの勝利は拾ったものの、実質的には負けた……なぜなら、二剣デユアリスが確かく認にんしてくれたマッチングリストには、研究会メンバーの名前はなかったのだからな。しかし……しかし、だ。アイボリー・タワー、防衛チームを指揮していた貴様はたった一つ、ささやかだが重要極きわまる見落としをした。ま、あの状じよう況きようで、小さな赤い光ひとつに気づくのは私にも無理だがな」

「見落とし……？　赤い光、とは？」

　黒の王の言葉が核かく心しんに近づいていることぐらいは察しているはずなのに、アイボリー・タワーの態度はまったく変わらない。小さな白い塔とうの如ごとく鎮ちん座ざしたまま、更さらなる説明を求める。

　そんなアイボリーを一秒ほど凝ぎよう視ししてから、黒雪姫は右みぎ足あし剣けんを軸じくに振り向き、後方へと合図を送った。

　かつっ、と硬かたい足音が響ひびく。チョコレート色のハイヒールで金属の床ゆかを踏ふみ締しめ、ショコラ・パペッターがハルユキとレパードのあいだを通って前に出て行く。

　恐おそらくこの場で最もレベルが低いであろうショコラ──奈ナ胡ゴ志帆子は、外見的には臆おくする気配も見せずに黒クロ雪ユキ姫ヒメの隣となりに立つと、右手を横に広げ、腰こしを屈かがめて優美に一礼した。

「皆みなさん、はじめまして。ネガ・ネビュラス所属、ショコラ・パペッターと申します」

　よく通る声で名乗ってから、体を左に回し、青のレギオンの三人を見る。

「対戦開始者スターターのお二人にお願いがあります。私を対戦者に変へん更こうして下さいませ」

　途と端たん、アリーナにかすかなざわめきが走った。

　通常対戦フィールドで、観戦者を対戦者に引き上げる方法は二つ存在する。一つは、全ての観戦者の同意が必要となるバトルロイヤル・モードへの変更。もう一つは、対戦終了後に勝者（引き分けドローの場合はどちらか片方）が観戦者の一人にそのまま挑ちよう戦せんする《連続対戦》だ。どちらも実際にはあまり行われないが、連続対戦は勝利数が表示されるため、《ｎ人抜き》をやってやろうという剛ごうの者ものが挑戦することもある。また、対戦者が招待した観戦者だけが参加する限定バトルロイヤルというモードもあるが、消費ポイントや対戦時間の制約が多く、よほどの理由がないと行われない。

　この七王会議では、当然ながらバトルロイヤルへの変更は有り得ないので、手段は連続対戦一いち択たくとなる。突とつ然ぜんの要よう請せいを受けた二剣デユアリスは、一いつ瞬しゆん顔を見合わせてから姉のコバルト・ブレードがショコラに真意を問いただした。

「それは、我々と戦いたいから、ではないのだろうな？」

「え……ええ、もちろんですわ。あるモノをお見せする必要があるのですが、ギャラリーにはその資格がありませんの」

　初参加の七王会議でもお嬢じよう様さま口く調ちようを貫つらぬく志シ帆ホ子コの胆たん力りよくはあっぱれの一言だ。コバルトたちもその根こん性じようを良しとした──のかどうかは不明だが、再び視線を交かわした姉し妹まいは、素す早ばやくインストを操作した。

　直後、ハルユキの視界にドローの炎ほのお文も字じが燃え上がる。引き分けになっても残り十五分弱のタイムカウントは止まらないが、コバルトが更さらに指を動かし、新たな対戦相手であるショコラ・パペッターの名前が画面右上に表示された途と端たん、カウントは再び千八百秒に戻もどった。

　これで志帆子は、名実共にこの会議の主役となったわけだ。初めて対たい峙じする四人、いや黄の王は雲くも隠がくれしたままなので三人の王と、その側近を務めるハイランカーたちの視線を一身に浴びるプレッシャーは凄すさまじいものがあるだろうが、志帆子は一度深呼吸しただけでぴんと背筋を伸ばし続けている。

「ショコラ・パペッター、これで君は望み通り対戦者となったわけだが……私が追加消費した一ポイントに釣り合うモノを見せてくれるのだろうな？」

　マンガン・ブレードの言葉に、志帆子はこくりと頷うなずくとインストを操作した。

　取り出されたのは、一枚の小さなカード。色は濃こい灰色。

　先刻、黄の王に食ってかかった時の何倍も緊きん張ちようしながら志帆子の挙きよ措そを凝ぎよう視しするハルユキの右側で、楓フウ子コが極小の音量で囁ささやいた。

「鴉からすさん、ショコではなくアイボリーを」

　確かにそうだ。志シ帆ホ子コがこれからすることは解わかっているのだから、見るべきはアイボリー・タワーの反応。彼かれもまたギャラリーであるゆえに妨ぼう害がいはできないはずだが、あの男だけは何をするか解わからない。

　椅い子すに座すわったまま微び動どうだにしないアイボリーをじっと見み詰つめるハルユキの視界の左ひだり端はしで、志帆子が灰色のカードを高く掲かかげた。

「……これは、昨日の領土戦の終しゆう盤ばんで、わたくしが撮さつ影えいしたリプレイ・カードですわ。皆みな様さまもご存じだと思いますが、ブレイン・バーストのリプレイは、一いつ切さいの編集も改かい竄ざんも不可能。ここに録画されていることは全て、わたくしたちの目の前で起きたことですわ」

　そう宣言すると、志帆子はカードの真ん中を人差し指でタップした。

　深しん紅くに輝かがやく三角マークが浮うき上がり、そこから上向きに円えん錐すい形けいの光が投射される。武道館の天てん井じようにまで達しそうな光の中で、何か巨きよ大だいなものが蠢うごめく。

　映像が鮮せん明めい化かした瞬しゆん間かん、幾いくつものどよめきがアリーナに満ちた。

　映し出されたのは、熾おき火びのように燃える両目と、螺ら旋せん状に拗ねじくれた角を持つ巨きよ人じんだ。その頭上には、四段もの体力ゲージが表示されている。

「りょ……領土戦にエネミーが!?」

　と叫さけんだのは、コバルトか、マンガンか。続けてアイアン・パウンドの野太い声が響ひびく。

「しかもありゃあ邪神デビル級きゆう……地じ獄ごくステージかよ……!?」

　映像に吸い寄せられそうになる両目を、ハルユキは必死にアリーナの南側へと向け続けた。だが、アイボリーはまだ動かない。

　その、白い塔とうのような姿とまったく同じアバターが、映像の中にも出現した。巨きよ大だいな邪神デビル級きゆうエネミーの左ひだり肩かたに立っているのは、白の王の全権代理にして《七連矮星セブン・ドワーフス》第四位、アイボリー・タワーでしか有り得ない。

「ちょっと……どういうこと!?」

　ついに紫むらさきの王までもが鋭するどい声を響ひびかせた。

「邪神デビル級きゆうエネミーをテイムして、それを領土戦に投入したの!?　どうやってそんな……」

「待てソーン、いまは映像を」

　と青の王が割り込んだ、その時。

　リプレイ映像の画面外で、血を吐はくような技わざ名めい発声が迸ほとばしった。

『──《ブラッドシェッド・カノン》!!』

　邪じや神しんの肩かたに立つアイボリー・タワーめがけて、獣じゆう化かしたブラッド・レパードが、深しん紅くに輝かがやく砲ほう弾だんとなって突とつ進しんしていく。映像からでも、捨て身の必ひつ殺さつ技わざに秘められた途と轍てつもない攻こう撃げき力りよくが伝わってくる。

　直ちよく撃げきされれば即そく死しは免まぬがれないであろうレパードの突とつ進しん技わざに、アイボリー・タワーが無造作に左手を向けた。

　象ぞう牙げ色いろの装そう甲こうをまとう細い腕うでが、どす黒く変色する。同時に、新たな技わざ名めい発はつ声せい。

『《複層装甲レイヤード・アーマー》』

　アイボリーの左ひだり腕うでが、十枚もの薄うす板いたに変化して、砲ほう弾だんと化したレパードの軌き道どう上じように並んだ。硬こう質しつな破は砕さい音おんが立て続けに轟とどろき、七、八枚の薄板が粉々に砕くだけ散ちったが、そこでレパードの突とつ進しんも止まった。

　力ちから尽つきたかのように落下していくレパードの向こうで、アイボリー・タワーの姿が変容していく。

　闇やみ夜よの如ごときマットブラックに染まった全身が、無数の薄板へとスライスされ、放熱フィンのようにわずかな隙すき間まを取って並ぶ。頭部も薄板の集合体で、他のデュエルアバターのようなフェイスマスクは存在しない。

　その顔なき顔から、声質も口調もアイボリー・タワーとはまったく異なる声が発せられる。

『やれやれ。《白の終局ブライニクル》の巻まき添ぞえで死に続けることを甘かん受じゆしてまで、君たちには隠かくし通とおすつもりだったのに』

　そののんびりした台詞せりふに、画面左側に立ち上がった黒の王ブラック・ロータスが苛か烈れつな声を浴びせた。

『貴様……ブラック・バイス!!　アイボリー・タワーが貴様の正体だったとはな……!!』

　ここで、会議が始まって以来最大のどよめきがアリーナを満たした。紫むらさきの王も、青の王も、緑の王グリーン・グランデまでが椅い子すから立ち上がっている。いまや腰こしを下ろしているのは、ついに正体を暴かれたアイボリー・タワー一人だけ。

　映像の中で、ブラック・バイスが平然と肩かたをすくめた。

『おやおや、なぜそう思うのかな？　逆の場合も有り得るだろうに』

『いや、ないな。なぜなら、貴様は《ブラック・バイス》のアバターネームをシステム的に表示させたことが一度もないからだ。その名はあくまで貴様の自じ称しように過ぎない!!』

『なるほど、なるほど。ブラックの色いろ被かぶりは許さないというわけか、これは失礼したね』

　ふふふ……と含ふくみ笑わらいを漏もらしてから、漆しつ黒こくの積層アバターは、決定的な一言を口にした。

『しかしまあ、かくなる上は黒の王、あなたにも加速世界から退場して頂くしかないようだ。空いたブラックのカラーネームは、私がありがたく頂ちよう戴だいするとしよう』

　そこで映像はぴたりと止まった。リプレイカードを掲かかげる志シ帆ホ子コが一時停止させたのだ。

「わたくしはこの映像を録画し始める直前まで、ポイント全損を覚かく悟ごしていたのですわ」

　その言葉に、王や側近たちの視線が小こ柄がらなお嬢じよう様さまアバターに集まる。

「……けれど、わたくしの……大切な友達が、絶対に守ると言ってくれたのです。だからわたくしも、せめて何か一つだけでも自分にできることをしようと思って、このリプレイを記録したのですわ。──アイボリー・タワーさん」

　カードをしっかりと握にぎったまま、志シ帆ホ子コはアイボリーに呼びかけた。

「あなたはいま、どうしてカードの光に気付かなかったのかと思っておいででしょう。録画中は、丸マークが真っ赤に光りますものね。でもその光は、わたくしたちを守ると言ってくれた友達の、心しん意いの過剰光オーバーレイに紛まぎれてしまったのですわ。あなたが取るに足りないと無視したミドルランカーの心の輝かがやきが、あなたの目を眩くらませたのですわよ……」

　志帆子の言う友達とは、由留木結芽プラム・フリツパーか、それとも三登聖実ミント・ミトンだろうか、とハルユキは考えたが、すぐにその二人のどちらでもないと悟さとった。志帆子が口にした「わたくしたち」とはプチ・パケ組三人のことだ。ならば、その三人を守ろうとしたのは、小オ田ダ切ギリ累ルイ……マゼンタ・シザーに違ちがいない。

　一度は志帆子たちにＩＳＳキットを寄生させようとした累が、過剰光オーバーレイを生むほどの決意で志帆子たちを守ろうとし、その光がアイボリー・タワーの目からリプレイカードの録画マークを隠かくした。すなわちアイボリーは、自分がばらまいたＩＳＳキットによって生まれた絆きずなに、最後の最後で足あし許もとを掬すくわれたのだ。

　一時停止したブラック・バイスの姿を、会議の参加者にしっかりと見せつけてから、志帆子はリプレイを終しゆう了りようさせた。

　最初に口を開いたのは、オーロラ・オーバルの副長アスター・ヴァインだった。

「あの異様な姿……忘れるはずもない。私は《ヘルメス・コード縦走レース》の観客席から、この目でしっかりと見たからな。レースを滅め茶ちや苦く茶ちやにした加速研究会のテロリスト、ラスト・ジグソーと、奴やつが乗るシャトルに同乗し、影かげの中に消えた黒いアバター、ブラック・バイス。アイボリー・タワーよ、貴様がブラック・バイスの正体だったとはな……!!」

　無意識と見える動作で腰こしから鞭むちを外し、金きん属ぞく床ゆかをビシイッ！　と激しく打ち鳴らす。

「──私は、貴様がこれまでの七王会議で口にした言葉を一言一句覚えているぞ。前回の会議で、貴様は言ったな。オーロラ・オーバルと違ちがってオシラトリは無制限フィールドでの支配権を主張していないから、オシラトリの領土内のＩＳＳキット本体に対処する義務もない、と。よくもあんな白々しい台詞せりふが吐はけたものだな……キット本体を東京ミッドタウンに設置し、そこを大天使メタトロンに守らせたのは貴様自身だったのだろうが!!」

　憤ふん懣まんやるかたないとばかりに、両手で束ねた鞭を思いきり左右に引っ張るアスターに続いて、コバルト・ブレードもツインテールが逆立つほどの勢いで一歩前に出た。

「ブラック・バイス……貴様が加速世界にもたらしてきた数えきれぬほどの災わざわいの報むくい、いまこそ受けてもらうぞ！　次の我わが対戦相手となるのを、この期ごに及およんで嫌いやとは言わんだろうな！」

　左ひだり腰こしの刀を抜き、冴さえ冴ざえと光る切っ先を彼方かなたのアイボリー・タワーに向ける。いまは観戦者となったマンガン・ブレードも姉の隣となりに立ち、刀の柄つかに手を掛かける。

　限界まで高まった剣けん気きを抑おさえようともせず、コバルト・ブレードが対戦相手変へん更こうのためにインストメニューを開こうとした、その瞬しゆん間かん。

「──待て、二剣デユアリス」

　重々しい声で制したのは青の王ブルー・ナイトではなく、会議が始まってからずっと、いつものように沈ちん黙もくを守っていた緑の王グリーン・グランデだった。ハルユキは思わず「喋しやべった!?」と叫さけびそうになったが、どうにか堪こらえる。

　緑色の巨きよ像ぞうの如ごとく屹きつ立りつするグランデの内心はまったく読めないが、背後のアイアン・パウンドとサンタン・シェイファーのアイレンズにも、ヴァインやコバマガ姉し妹まいほどの驚きよう愕がくや激げつ昂こうの色はない。グレート・ウォールの《六層装甲シツクス・アーマー》は、一週間前のネガ・ネビュラスとの領土返へん還かん交こう渉しようの際に、黒の王の口からオシラトリ・ユニヴァースが加速研究会の隠かくれ蓑みのであると告げられているので、驚おどろきよりも「本当だったのか」という思いのほうが強いのだろう。

　神器の一つである十じゆう字じ盾たて《ザ・ストライフ》を携たずさえた緑の王は、右に五メートルほど離はなれた椅い子すにひっそり腰こし掛かけたままのアイボリー・タワーに体ごと向き直ると、大おお盾たての下か端たんを地面にずしんと落とした。

「──我と《双そう剣けん》が数百年かけても入手できなかった物ぶつ的てき証しよう拠こを、わずか一度の領土戦で摑つかまれるとは、らしからぬ油断だな……《拘こう束そく者しや》」

　ブラック・バイスの二つ名で呼ばれても、アイボリー・タワーはまったく反応しない。まるで本物の塔とうになってしまったかのように、爪つま先さき一つ動かさない。しかし緑の王は、平然と言葉を重ねる。

「我は黒の王に、加速研究会とオシラトリ・ユニヴァースが同一の存在であると証された時は、自ら白を攻せめると誓ちかった。先刻のリプレイ映像は、その証しよう拠ことするに必要にして充じゆう分ぶんと判断するが、何か抗こう弁べんの用意はあるか」

　重々しい声が途と切ぎれた途と端たん、あれほど激げつ昂こうしていたアスター・ヴァインやコバルト、マンガン姉し妹まいから、鋭するどく息を吞のむような気配が伝わってきた。緑の王の言葉はそれほどに決定的な、最終通告そのものだったのだ。

　限界まで張はり詰つめた静せい寂じやくの中──

　アイボリー・タワーが、ついに言葉を発した。

「……思い出しますね、緑の王」

　答えを待たず、この状じよう況きようでもまるで変わらない平板な声を響ひびかせ続ける。

「かつての第一期ネガ・ネビュラスが潰かい滅めつした直後、オシラトリ・ユニヴァースは渋しぶ谷や第一、第二エリアを併へい合ごうしようとしました。我々の計画にとって重要な場所だったからです。しかし、ほぼ無む血けつ譲じよう渡ととなるはずだった領土戦の直前に、あなたは黒の王と密約を交かわし、システムの隙すきを突くようにして渋谷エリアを手に入れた。あれで、計画のロードマップは一年以上も後退を余よ儀ぎなくされたのですよ。……あの時から、いつかはあなたとぶつかることになるだろうと思ってきましたが、思いのほか早かったですね」

　その言葉は、自分がブラック・バイスであると認めるに等しいものだった。しかしハルユキはそれよりも、アイボリーの述じゆつ懐かいに含ふくまれていた単語が気になり、小声で呟つぶやいた。

「重要な……場所……？」

　渋しぶ谷や第一エリアの中心は原はら宿じゆく一いつ帯たい、第二エリアの中心はＪＲ渋谷駅を核かくとする渋谷ラヴィン・スクエアで、どちらも東京有数の観光名所で人気の対戦スポットではあるが、システム的に重要な何かが存在したという記き憶おくはない。ハルユキが首を傾かしげていると、右みぎ隣どなりの楓フウ子コがひそっと囁ささやいた。

「たぶん、代よ々よ木ぎ公園だと思うわ」

「え……代々木公園に何が……」

　しかしその答えを聞く前に、青の王が鎧よろいを鳴らして南に歩き始めた。紫むらさきの王も立ち上がり、針のように鋭するどいピンヒールの足音を高く響ひびかせる。

　二人とも、緑の王と同様に、アイボリーから五メートル離はなれた場所で立ち止まった。

「……前回の会議で俺たちは、赤の王の提案を採さい択たくした。加速研究会の拠きよ点てんが判明した時点で、速すみやかに七レギオンによる合同チームを編成し、集しゆう中ちゆう攻こう撃げきを行う。攻撃には、ハイレベルのメンバーを可能な限りの人数参加させる。……その提案には、お前も賛成したはずだな、アイボリー・タワー」

　ブルー・ナイトに続いて、パープル・ソーンもほとんど感情を窺うかがわせない、それゆえに重く響ひびく言葉を投なげ掛かけた。

「あたしたちは、白の王の全権代理であるお前とブラック・バイスが同一人物であり、加速研究会とオシラトリ・ユニヴァースは同一の組織だと断定するわ。そのへんに隠かくれてるレディオも反対はしないでしょう。ゆえに、この会議が終しゆう了りようし次し第だい、七……いえ、オシラトリは含ふくまれないしプロミはネガビュと合がつ併ぺいしたから、五レギオン合同で港みなと区く第一、第二、第三エリアへの総攻撃を開始します。オシラトリのメンバーをマッチングリストに見つけたらひたすら乱入し続けて、ポイント全損するまでやめない。更さらに、次の領土戦では港区第一と第二エリアも攻撃して、支配権を剝はく奪だつする」

　パープル・ソーンが口を閉じると、再びブルー・ナイトが発言する。

「実質的にオシラトリとの相そう互ご不ふ可か侵しん条じよう約やくは破は棄きってことになるから、そっちから攻せめてくるのももちろん構わない。だが……集中攻撃が始まる前に、オシラトリのメンバーに警告だけはしてやりたい。レギオンを脱だつ退たいすれば、たとえマッチングリストに名前が出ても攻撃の対象にはしない……残念ながら、お前を含ふくむ加速研究会のメンバーは除かれるけどな。この警告を、お前から全レギオンメンバーに伝えて欲ほしいんだが、引き受けてくれるか」

　三人の王の、最後の慈じ悲ひとも取れる言葉を、アイボリー・タワーは無言で受け止めた。

　数秒後、発せられた言葉は──。

「……《巧こう遅ちは拙せつ速そくに如しかず》」

「なんだと……？」

「仕事が巧たくみでも遅おそければ、拙つたなくても速いものには及およばない、という意味のことわざですよ。……私はずっと、その警句は時間がほぼ無限にある加速世界には適用されないと思ってきました。どんなに時間を使ってもいいから、遺い漏ろうや失策のないようにゆっくり進めたほうがいい、と。だから、ここに至るまで、現実世界で七年もかけたのですよ。心しん意いシステムの暗黒面……その力の凄すさまじさを知ってから、七年もね……」

　アイボリー・タワーの独白に、ブルー・ナイトもパープル・ソーンもわずかに途と惑まどったようだったが、ハルユキには痛いほど理解できた。

　そう──加速研究会の企たくらみは、ほぼ全てが《負の心意》と密接に結びついている。災さい禍かの鎧よろいクロム・ディザスターは言わずもがな、ヘルメス・コード襲しゆう撃げき事じ件けんも、ＩＳＳキット事件も、もしかしたらタクムが使ったバックドア・プログラムまでもが、負の心しん意い力りよくを呼び覚まし、利用し、増ぞう幅ふくするものだった。

　そしていま彼かれらの手中には、計画の集大成と言うべき災さい禍かの鎧よろいマークⅡが存在する。研究会が、いやアイボリー・タワーと白の王がそれで何をするつもりなのかはまだ解わからない。しかし、放置すれば加速世界により巨きよ大だいな惨さん事じを引き起こすことだけは確実だ。

　だから、白のレギオンへの総そう攻こう撃げきは、それがどんなに無む慈じ悲ひなようでも遂すい行こうするしかない。ハルユキにできることはもう、ローズ・ミレディーのように白の王の冷れい酷こくさに気付いたレギオンメンバーが、少しでも多く警告を受け入れ、白のレギオンから脱だつ退たいしてくれるよう祈いのることだけだ。

「お前たちの七年は、出発点から間ま違ちがっていたんだ」

　そう断じたのは、ニコと並んだまま動いていない黒クロ雪ユキ姫ヒメだった。

「心意の暗黒面には強い力がある……そんなことは、心意システムの修行を開始したばかりのミドルランカーだって知っている。闇やみに囚とらわれれば、その先には破は滅めつしかないこともな……。事実、お前たちが造った災さい禍かの鎧よろいやＩＳＳキットは、いっときの力と引ひき換かえに、取り返しのつかない悲劇をもたらした。少しずつ育はぐくまれた絆きずなや友情、愛を一いつ瞬しゆんで破は壊かいしてしまったんだ。そんな力を追い求めることに、何の意味があるというんだ……！」

　深い怒いかりとやるせなさ、そして悲しさに満ちた黒雪姫の問いかけに。

　アイボリー・タワーは、ローブの中から出した両手を大げさに広げながら答えた。

「やれやれ……若者たちが心意の暗黒面の恐おそろしさを知っているのは、指導する者がそう教えたからだし、指導者たちがそれを知っているのは暗黒面の力を追つい求きゆうした者たちがいたからなんですよ？　もちろん、我々のことですけどね。黒の王、いまあなたが仰おつしやったことは、我々が七年前から……いえ、この加速世界が出現する以前から、いやというほど知っていることなんですよ。それでも我々は、この道を進むことを選んだのです」

「ならば……もはや是ぜ非ひもないな」

　ここでついに、黒クロ雪ユキ姫ヒメもふわりと前に出た。アリーナの中央でリプレイカードを抱だき締しめたままのショコラ・パペッターの隣となりまでホバー移動し、頑がん張ばりを称たたえるように軽く肩かたを叩たたいてから、更さらに前進する。

「いままで何度か交わっては離はなれた我々の道とお前たちの道は、昨日ついに一本に重なった。もはや、どちらかの道が永遠に断たたれるまで戦うしかない。この場にコスモスがいないのが残念だが……お前から彼女に伝えてくれ。次は対戦フィールドで会おう、と」

「ふふ……相変わらずせっかちな人だ」

　小さく笑いを漏もらしたアイボリー・タワーは、どこかしみじみとした声こわ音ねで続けた。

「いままでは、あなたのその拙せつ速そくぶりに呆あきれるばかりでしたが、今回の一件で思い知りましたよ。やはりことわざどおり、加速世界でも拙速が巧こう遅ちに勝まさることもある、とね……。いやあ、これほど時を積み重ねてもまだ学ぶことがあるとは、嬉うれしい驚おどろきだ」

　いつしかアイボリー・タワーの平板かつ慇いん懃ぎんな口調が、ブラック・バイスのどこか教師然としたそれに変わっていることにハルユキは気付いた。うなじのあたりにちりりと電流にも似た感覚が弾はじけるが、しかし何が起きるはずもない。ここは通常対戦フィールドで、アイボリー・タワーは無力な観戦者なのだ。

　象ぞう牙げ色いろの魔ま道どう士しは、アバターの重さを感じさせない幽ゆう霊れいめいた動きで椅い子すから立ち上がると、わずか五メートルの距きよ離りに並ぶ四人の王を見回し、最後にもう一度黒の王にフェイスマスクを向けた。

「お礼というのも妙みようだが、一つ、君たちの知らないことを教えてあげよう」

「いまさら何を……」

　前に出ようとするパープル・ソーンを右手で制し、その手の人差し指をぴんと立てる。

「いいかい？　ご存じのとおりギャラリーは、必ひつ殺さつ技わざもアビリティも使えない。けれど、加速世界のルールにはちょくちょく例外が生まれるんだ。心しん意いが絡からむと、特にね……。とはいえ、もちろん攻こう撃げき型がたの派手な心しん意い技わざは使えないけれど、たった二つ……《心意強化された、知覚にのみ干かん渉しようするアビリティ》、もしくは《システムに直ちよく接せつ干かん渉しようするアビリティ》はギャラリーの身でも効果を発揮する場合もある。さっき、レディオ君が消えただろう？　あれがまさにそうだよ」

「……おいおい、そんなのはハイランカーには常識じゃないのか？　マナー違い反はんもいいところだから、普ふ通つうは誰だれも使わないだけだぜ」

　今度はブルー・ナイトが呆あきれたような声を出したが、アイボリー・タワーは平然と講こう釈しやくを続ける。

「常識、ね……。ならばまず、その常識を疑うところから始めないとね、ナイト君。だって君たちは、最初から誰だれ一人ひとり気付いていないんだから。グランデ君ですら、ね」

「気付いていない……？　何に、だ？」

「彼に、だよ。いや……いまは彼女と呼ぶべきかな」

　そう言い放つと──。

　アイボリー・タワーは、滑すべるような歩みで右側へと動いた。

　そして、ハルユキは見た。アイボリーの背後、アリーナ壁かべ際ぎわの暗がりにひっそりと立つ、十九人目のデュエルアバターを。

　直線を基調とした、鋭えい角かくなシルエット。やや小こ柄がらだが、手や足のボリューム感が大きいので華きや奢しやな印象はまったくない。最も特とく徴ちよう的てきなのは、左右に鋭するどく突き出した肩かたアーマー。

「…………きみは」

　掠かすれ声で呟つぶやきながら、ハルユキはふらりと右足を前に出した。

　同時に、コバルト・ブレードがショコラの隣となりまで飛び出してきた。

「バカな……有り得ん！　観戦者リストの人数は、二度もチェックしたんだぞ！」

　驚きよう愕がくの叫さけびに答えたのは、今度もアイボリー・タワーだった。

「リストには載のっていたはずだよ？　ただ、君が十九人目の名前を知覚できなかっただけだ。それが私の《薄影アンダーカバー》アビリティの真の力なのさ。さあ……出番だ」

　左手を持ち上げ、ぱちん、と指を鳴らす。

　その合図で、壁かべ際ぎわのアバターが歩き始める。金属が金属を踏ふみ締しめる、重々しい足音が広いアリーナに響ひびく。

　ギャラリーがアビリティを使い、ＢＢシステムそのものである観戦者リスト上の名前を見えなくする。そんな真似まねができるとは到とう底てい思えない。

　しかし。

　先月の半ば、ヘルメス・コード縦走レースに乱入したラスト・ジグソーへの対処方針を話し合うために開かい催さいされた今年一回目の七王会議で、ハルユキはよく似た経験をしているのだ。

　七脚きやく用意された椅い子すに六人の王が座すわり、残る一人を待っているという状じよう況きようで、七つ目の椅い子すがいつ埋うまったのか気づけなかった。ふと空き椅い子すを見たら、いつの間にか影かげの薄うすいアバターがひっそりと座すわっていてぎょっとした記き憶おくがある。そのアバターこそがアイボリー・タワー。そしてハルユキのみならず王たちの目すら騙だませたのは、ギャラリーの身で《薄影アンダーカバー》アビリティを発動させたから──。

　誰だれにも知覚できないほど影かげが薄うすくなる、という力は一見地味だが、よく考えればブラック・バイスやその弟で子しシャドウ・クローカーが使う《潜影シヤドウ・ラーカー》アビリティよりよほど恐おそろしい。能力の対象が、自分以外のデュエルアバターに……そしてシステム表示にまで及およぶとなれば、なおさらのこと。

　限界速度で思考を巡めぐらせながら、息もできずにアリーナの南なん端たんを凝ぎよう視しするハルユキの視線の先で、ついに客席下の暗がりから十九人目が姿を現した。

　切せつ削さく痕こんの縞しま模も様ようが残っているかのような質感の、マットグレーの金きん属ぞく装そう甲こう。

　顎あぎ門とを閉じた狼おおかみを思わせるフェイスマスク。同じモチーフの肩かたアーマー。

　ウルフラム・サーベラス──。

　超ちよう硬こうのタングステン装そう甲こうと《物理無効》アビリティが生み出す絶対的防ぼう御ぎよ力りよくに、ハイランカーたちでさえ舌を巻く格かく闘とうセンスを兼かね備そなえた対戦の天才。そして、ハルユキがこの加速世界で巡めぐり会あい、拳こぶしを交かわし、絆きずなを結んだ大切な友達。

「サーベラス……」

　掠かすれ声で友の名を呼びながら、ハルユキは一歩、二歩と前に出た。しかしサーベラスは、上下に嚙かみ合う牙きばを模したバイザーを閉じたまま、まったく反応しない。

　ハルユキが初めてウルフラム・サーベラスと出で遭あい、求められて対戦したのは約一ヶ月前、六月二十五日の夕方。その時は彼の才能の煌きらめきを見せつけられただけで、これ以上ないほどの完敗を喫きつした。

　翌二十六日に再戦し、黒クロ雪ユキ姫ヒメ直伝の柔じゆう法ほうと、投げ技わざ主体の戦い方で辛からくも勝利をもぎ取った。

　そして、二十七日。ハルユキはバトルロイヤル・モードでサーベラスと三度目の戦いに臨のぞんだが、加速研究会の幹部、《四眼の分析者クアツドアイズ・アナリスト》アルゴン・アレイに乱入され、勝負はつかなかった。そしてその戦いの直後、ハルユキは現実世界で一いつ瞬しゆんだけサーベラスと対面した。

　あの時ハルユキは、無言で立ち尽くす同年代の少年に向けて、僕は君と友達になりたいんだ、と思念で呼びかけた。少年はすぐに走り去ってしまったが、それでもハルユキは、これからも数え切れないほど対戦を重ねれば、いつか本当の友達になれると信じた。

　しかし。

　その三日後となる六月三十日、ハルユキたちが乗り込んだ加速研究会の本ほん拠きよ地ちで、サーベラスはまったく予想もしなかった形で再び姿を現した。

　ハルユキが望んだ、何のしがらみも束そく縛ばくもない、純じゆん粋すいに対戦だけを楽しめる好敵手としてではなく、加速研究会が造り上げた災さい禍かの鎧よろいマークⅡの装着者として──。

　レギオンの仲間たちとメタトロンの力を借りて、ハルユキはぎりぎりのところでマークⅡを無力化することに成功し、チユリの《シトロン・コール》で鎧の依より代しろにされたスカーレット・レインの強化外装を分ぶん離りしようとした。だが、強化外装のパーツが残り一つとなったその時、地面に倒たおれたサーベラスが消しよう滅めつしてしまったのだ。

　以来今日まで、ハルユキはずっとサーベラスのことを気にかけ続けてきたが、再会するどころか消息を知るすべさえ見つからなかった。だから、いまこうして再び出会えたこと──状じよう況きようはどうあれ、自らポイント残高を10まで減らしたサーベラスが全損せずにバーストリンカーであり続けてくれたことは、躍おどり上がるほど嬉うれしい……はずなのに。

　ハルユキの足は、たった二歩前に出たところで、釘くぎで床ゆかに打ち付けられてしまったかのように動かなくなってしまった。体の芯しんから、かつて感じたことのないほどの……昨日の領土戦でグレイシャー・ビヒモスの《最終氷期ラスト・グレイシヤル・ピリオド》に閉じ込められ、頭上にスノー・フェアリーの《白の終局ブライニクル》が迫せまってきた時以上の不ふ吉きつな予感がとめどなく湧わき上がる。このまま吞のみ込まれてしまえば、棒立ちになったまま零化ゼロフイルしてしまいそうなほどの冷たい戦せん慄りつ。

　どこかぎこちない歩みで会議場に踏ふみ込んできたウルフラム・サーベラスは、アイボリー・タワーの左後方で立ち止まった。相変わらずフェイスマスクに光はなく、言葉を発する様子もない。

　ドームの屋根から降り注ぐ弱々しい光に照らされたサーベラスの背中に、かつては存在しなかったパーツが突き出ていることにハルユキは気付いた。甲こう虫ちゆうの鞘しよう翅しを思わせる、鋭するどく尖とがった大小四本の突とつ起き。恐おそらくは、赤の王から奪うばったままの《インビンシブル》のスラスターパーツが、サーベラスのアバターデザインに合わせて変形、変色しているのだろう。

　あのスラスターを取り返し、サーベラスを幾いく重えもの呪じゆ縛ばくから解き放つことこそ、ハルユキが加速研究会と戦う理由だ。いま、ようやくその機会が訪おとずれたのかもしれないのだから、恐きよう怖ふに凍こおり付ついている場合ではない。なのに、足を前に出すことも、拳こぶしを握にぎり締しめることも、口を開くことすらできない。

　どんなにサーベラスの様子がおかしくとも、こうまで恐おそれなくてはならない理由はないはずだ。なぜなら──

「……お前の影かげの薄うすさがどえらい能力だってことは認めるさ、アイボリー。だがな……その力で、ギャラリーを一人隠かくしてたのが何だっていうんだ？　さっきお前自身が言ったばかりだろ、ギャラリーが使えるアビリティは他人の目や鼻を誤ご魔ま化かす無害な代しろ物ものだけだ、って」

　ハルユキの思考を、アイボリー・タワーの正面に立つブルー・ナイトが代弁した。

　そう、ウルフラム・サーベラスは、この場ではあくまで観戦者なのだ。体力ゲージを持たず、物ぶつ理り攻こう撃げきは行えず、必ひつ殺さつ技わざも使えない。そしてハルユキが知る限り、純じゆん粋すいな格かく闘とうタイプであるサーベラスには、知覚をどうこうするようなアビリティもない。この場の全員がバトルロイヤル・モードへの変へん更こうに同意するならまだしも、そんなことは絶対に起こり得ないし、そもそもモード変へん更こう要よう請せいを出す権限があるのは現在の対戦者であるコバルト・ブレードとショコラ・パペッターだけなのだ。

　いったいアイボリー・タワーは、ここから何をどうしようというのか。

　アイボリーの返事を待たず、ブルー・ナイトは右手を持ち上げて後方のコバルト・ブレードに合図した。

「コバル、もう観戦者リストの名前も見えるだろ。念のために、このメタルカラーを強制退場させとけ」

「……はっ」

　頷うなずいたコバルトが、インストメニューを開く。

　ハルユキや楓フウ子コ、チユリ、ニコ、アスター・ヴァインやアイアン・パウンドや、そして王たちまでもが一いつ瞬しゆんだけコバルト・ブレードに意識を向けた、その刹せつ那な。

　アイボリー・タワーが、低く滑なめらかな声こわ音ねで囁ささやいた。

「サーベラス・ナンバー・スリー、アクティベート」

　がしゃっ！　と音を立てて、サーベラスの右みぎ肩かたのアーマーが、ジグザグの接合ラインを上下に開いた。その隙すき間まから、鮮あざやかな輝かがやきが迸ほとばしる。

　研究会の本ほん拠きよ地ちでの戦いで、ハルユキはまったく同じボイスコマンドを、アルゴン・アレイの口から聞いた。その時も右みぎ肩かたのアーマーが開き、そしてサーベラスのアバターに宿る三人目──《略りやく奪だつ者しや》ダスク・テイカーのコピー人格が出現したのだ。

　またあいつが出てくるのか、とハルユキは息を詰つめた。だが、アーマーの開口部から放たれている光は、ダスク・テイカーの過剰光オーバーレイである濃こい紫むらさきではなく、早春の朝焼けを思わせる清らかな薄うす桃もも色いろ。つい最近、どこかで見た色……。

　他の三王と一いつ緒しよにアイボリー・タワーと対たい峙じしていた黒クロ雪ユキ姫ヒメが、「まさか……！」と叫さけんだ。

　まったく同時にサーベラスの右みぎ肩かたが、甘あまく澄すんだ、しかしどこか悲しそうな、虚うつろに響ひびく声で《あの技わざ名めい》を発声した。




「《パラダイム・ブレイクダウン》」




　ペールピンクの輝かがやきが凄すさまじい光量で迸ほとばしり、ハルユキの視界を染め上げた。










　　　４




　たった二つ、《心意強化された、知覚にのみ干かん渉しようするアビリティ》、もしくは……

《システムに直ちよく接せつ干かん渉しようするアビリティ》は、ギャラリーの身でも効果を発揮する場合もある。




　光に吞のみ込こまれる瞬しゆん間かん、ハルユキの脳のう裏りに響ひびいたのは、ほんの数分前に聞いたアイボリー・タワーの言葉だった。

　システムに直ちよく接せつ干かん渉しようする能力アビリテイ。それは全ての心しん意い技わざの根本原理である《事象の上書きオーバーライド》を言いい換かえた言葉だと思えたので迂う闊かつにも聞き流してしまったが、直ちよく接せつ干かん渉しようという言葉がブレイン・バーストのルール改変を意味するなら、そんな途と轍てつもない力が幾いくつも存在するはずがないのだ。

　ハルユキの知る限り、世界のルールをねじ曲げるほどの力を持つバーストリンカーは、たった二人。

　一人は、対象アバターの時間や状態を巻まき戻もどして、いかなる現象をも……たとえ胴どう体たいが真っ二つに分断されるほどのダメージでさえもなかったことにしてしまう、《時計の魔女ウオツチ・ウイツチ》ライム・ベル。

　そしてもう一人は、強制的に変へん遷せんを引き起こしたり、通常対戦フィールドを無制限中立フィールドに変へん更こうしたりするという、ある意味では神にも等しい力を持つ《預言者》オーキッド・オラクル──。

　理由は解わからない。状じよう況きようも不明。

　たった一つ確かなのは、ウルフラム・サーベラスの右みぎ肩かた……かつてはダスク・テイカーのコピー人格が宿っていたはずのその場所に、いまはオーキッド・オラクルの人格が宿っていて、アイボリー・タワーの命令で心しん意い技わざ《パラダイム・ブレイクダウン》を発動させたこと。

　つまり、この場所はすでに通常対戦フィールドではなく、ハルユキや黒クロ雪ユキ姫ヒメは安全な観戦者ではない。

　ここはもう、無制限中立フィールドだ。




　壁かべとなって押し寄せる薄うす桃もも色いろの光がアバターを吞のみ込み、後方に突き抜けた瞬しゆん間かん、ハルユキは恐おそれや不安を振り払って叫さけんだ。

「師し匠しよう、ベルとショコを連れて外に退たい避ひを！　先せん輩ぱいは僕が！」

　見たところ、光が壁の向こうに去っても、煉れん獄ごくステージの武道館アリーナ内部に変化はない。しかし昨日の領土戦では、状じよう況きようを把は握あくできずにいるうちにグレイシャー・ビヒモスの心意技に閉じ込められ、スノー・フェアリーの心意技で全ぜん滅めつさせられかけたのだ。狭せまい武道館の中に留とどまっているべきではない。

　咄とつ嗟さにそう判断したハルユキの指示に、楓フウ子コはわずかな遅おくれもなく答えた。

「任せて！」

　ぎゅあああっ！　と車くるま椅い子すのホイールが唸うなり、金きん属ぞく床ゆかに火花を散らしながらバックダッシュする。すぐ後ろにいたチユリを左ひだり腕うでで抱かかえ、今度は前進してアリーナの中央に立ち尽くすショコラ・パペッターを回収しにいく。

「パドさんはレインを！」

　とハルユキが叫さけんだ時にはもう、ブラッド・レパードは空中に身を躍おどらせていた。宙返りでビースト・モードに変身し、着地するやいなやニコを背中にすくい上げる。

「おい待て、あたしゃあいつを……」

　喚わめきかけたニコを尻尾しつぽで押さえつけ、パドさんは出口に走る。左手にチユリ、右手に志シ帆ホ子コを抱かかえた楓子が後を追う。

　全ぜん速そく退たい避ひする仲間たちを視界の端はしに捉とらえながら、ハルユキはイマジネーションを振ふり絞しぼった。

「──《光速翼ライト・スピード》!!」

　広げた背中の翼つばさから、白銀の過剰光オーバーレイが迸ほとばしる。

　観戦者として参加していた通常対戦フィールドから無制限中立フィールドに放り出されたばかりで、視界左上に出現した体力ゲージは満タンだが、必ひつ殺さつ技わざゲージは空のままだ。さりとてオブジェクトを破は壊かいしている余よ裕ゆうはない。

《光線剣レーザー・ソード》と比べると発動が安定しない《光速翼ライト・スピード》だが、まだまだ鮮せん明めいな死し闘とうの記き憶おくが集中の一助となったのか、光の翼つばさは大きく広がるとハルユキの体を猛もう然ぜんと加速させた。

　アリーナの南側で、青の王と紫むらさきの王はそれぞれの神器を構えながらも周囲を見回し、緑の王は何かを感じたか十じゆう字じ盾たてを頭上に掲かかげ、そして黒の王はウルフラム・サーベラスを凝ぎよう視ししたままただ立ち尽くしていた。

　剣けんの主目め掛がけて飛ひ翔しようしながら、ハルユキは左側のコバルト・ブレードとマンガン・ブレード、右側のアスター・ヴァインとアイアン・パウンド、サンタン・シェイファー、そして黄の王が消えたままでどうしていいのか解わからない様子のレモン・ピエレットにも「早く外に！」と叫さけんだ。

　前方で、アイボリー・タワーの魔ま道どう士し然ぜんとした白ローブが、足あし許もとから黒い薄うす板いたへと変わっていく。その隣となりのウルフラム・サーベラスは、右みぎ肩かたのアーマーから薄うす桃もも色いろの余光を放ちつつも、まったく動く様子はない。

　いったいどうして、オーキッド・オラクル／若ワカ宮ミヤ恵メグミの人格が《三番》としてサーベラスに宿っているのか。主人格であるはずの《一番》はどうなってしまったのか。昨日から連れん絡らくが取れないという恵本人は、現在どのような状じよう況きように置かれているのか──。

　何もかも解わからないことだらけだ。しかしハルユキの直感は、このままここに留とどまってはいけないと強く警告してくる。

「──先せん輩ぱい！」

　ひと声叫さけび、ハルユキは立ち尽くす黒クロ雪ユキ姫ヒメの細い腰こしを右みぎ腕うでで抱だいた。そして反射的に、空いている左ひだり腕うでで、すぐ近くにいた紫むらさきの王パープル・ソーンの体をしっかりとホールドした。

「きゃっ、ちょっと、何すんのよ！」

　紫の王が喚わめくと同時に、黒雪姫も掠かすれ声を漏もらした。

「だめだクロウ、私はオラクルを……！」

「いまは脱だつ出しゆつが先です！」

　ハルユキとてサーベラス／オラクルのことが気がかりで身を引ひき裂さかれるようだが、恐おそらくはその感情すらもアイボリーの、いやブラック・バイスの罠わなだ。

　いっそう強く二人の王の腰こしを抱だき、ハルユキは武道館の天てん井じよう目指して急きゆう上じよう昇しようした。

「屋根を壊こわして下さい！」

　ハルユキの言葉に、まだ心をオラクルに奪うばわれたままらしい黒雪姫よりも早く、紫の王が反応した。

「しょうがないわね……！」

　毒づきながらも、右手の錫しやく杖じようを天てん井じようの真ん中目め掛がけて振り下ろす。ハルユキと同じく必ひつ殺さつ技わざゲージは空であるはずなのに、神器《ザ・テンペスト》からは青白い稲いな妻ずまが迸ほとばしり、生木がへし折られるような轟ごう音おんとともに金属の天てん井じように大穴を開けた。その奥おくに見える灰かい緑りよく色しよくの空目め掛がけて、ハルユキはありったけの心しん意い力りよくを振ふり絞しぼって飛んだ。

　即そく席せきの脱だつ出しゆつ口ぐちから空へと飛び出した、そのわずか一秒後。

　武道館の東側、九く段だん下したエリアの高層ビル群のどこかから、目を灼やかれるほど眩まばゆい輝かがやきが降り注いだ。赤あか紫むらさき色いろのプラズマをまとう、極ごく太ぶとのレーザー。サーベラスでもブラック・バイスでもない、第三の敵の攻こう撃げき──。

　メタトロンの《トリスアギオン》には及およばないまでも、尋じん常じような必ひつ殺さつ技わざではあり得ない規模の光束が、急きゆう上じよう昇しようするハルユキの爪つま先さきを掠かすめんばかりの距きよ離りを通過し、武道館の大屋根を貫つらぬいた。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。

　減速しながら振り向いたハルユキの眼下で、巨きよ大だいな火球が膨ふくれ上がり、全てが金属でできた武道館の屋根や壁かべをバターのように溶とかし──。

　空間そのものを崩ほう壊かいさせんばかりの大だい爆ばく発はつを引き起こした。

　三人が留とどまる高度まで押し寄せてくる熱波に思わず顔を背そむけながら、ハルユキは深く身み震ぶるいした。脱だつ出しゆつが三秒遅おくれていれば、《光学誘導オプテイカル・コンダクシヨン》アビリティを発動する余よ裕ゆうもなく爆ばく発はつにまともに吞のまれ、メタルカラーのシルバー・クロウといえども即そく死ししていただろう。スノー・フェアリーの《白の終局ブライニクル》と同レベル、いやレーザーの到とう達たつ速そく度どを考えれば一段か二段上とも思える超ちよう絶ぜつの一いち撃げきだ。第二段階以上の心しん意い技わざであることは疑いようもない。

　楓フウ子コやニコ、コバルト、マンガンたちは無事に脱だつ出しゆつできただろうか。恐おそらく離り脱だつする余よ裕ゆうはなかっただろう青の王と緑の王、そしてアイボリー・タワーとウルフラム・サーベラスはどうなったのか。

　いまだ炎ほのおと黒こく煙えんを噴ふき上げている武道館の残ざん骸がいに目を凝こらそうとするハルユキの背中を、黒クロ雪ユキ姫ヒメがぐいっと押した。

「クロウ、あそこだ！」

　はっと顔を持ち上げると、黒の王は東に見える一いつ棟とうのビルを剣けん先さきでポイントしていた。紫むらさきの王も、左手に持もち替かえた錫しやく杖じようを振りかざす。

「色々言いたいけどあとにするわ。カラス、あのビルまで飛びなさい！」

　確かに、仲間たちの安否よりもまず、大口径レーザーの射手をなんとかしなくてはならない。あの攻こう撃げきを二度、三度と繰くり返かえされれば、たとえ生き延びても逃げ場がなくなる。

　──しかし。

「……すみません、もう集中力が限界で……！」

　そう口走ると同時に、三人の体ががくんと揺ゆれた。ハルユキの銀ぎん翼よくに宿っていた過剰光オーバーレイが、不規則に明めい滅めつする。《光速翼ライト・スピード》はただでさえ不安定なうえに、もともと短時間で極大の推力を絞しぼり出すための技わざで、低中速の安定飛行にはまったく向いていないのだ。

「情けないわね……！」

　紫むらさきの王の悪態に、ようやく調子を取とり戻もどしたらしい黒クロ雪ユキ姫ヒメが言い返した。

「ソーン貴様、助けて貰もらっておいてその言い草は……」

「うっさいロータス、せめて牽けん制せいだけはしておくわよ！　いち、にーの……」

　身勝手なカウントダウンに、黒雪姫は舌打ちしながらも右みぎ腕うでの剣を引ひき絞しぼった。

　牽けん制せいと言っても、二人とも必ひつ殺さつ技わざゲージがないんじゃ……とハルユキが慌あわてた、その瞬しゆん間かん。

「《茨乃罰ソーン・リトリビユーシヨン》!!」

「《奪命撃ヴオーパル・ストライク》!!」

　二人が高らかに叫さけび、紫の王のザ・テンペストからは先刻天てん井じようを破は壊かいした一いち撃げきの数十倍とも思える規模の雷らい光こうが、黒の王の終決之剣ターミネート・ソードからは血のように赤く輝かがやく極ごく太ぶとの槍やりが撃うち出された。どちらも心しん意い技わざ──しかも周囲の空間を蜃しん気き楼ろうの如ごとく揺ゆらめかせるほどのイマジネーション強度。

　二つの技わざを合わせても規模では先の心意レーザーには及およばないが、しかし《当たれば即そく死し》であることに変わりはないと確信できる二条の輝き線せんは、耳をつんざくような共鳴音を轟とどろかせながら彼方かなたのビルの屋上に吸い込まれ、超ちよう高こう密みつ度どに凝ぎよう縮しゆくされた爆ばく発はつを引き起こした。

　全金属製のビルの最上階付近が、ごっそりと消しよう滅めつする。この距きよ離りからでは爆ばく発はつに死亡エフェクトが混じっていたかどうかは視し認にんできないが、少なくとも安全な場所に退たい避ひするまでは次のレーザーを撃うつことはできないはずだ。

　その結果を見届けたところで、ついにハルユキの心しん意い力りよくが尽つきた。

「降ります！」

　急いで宣言してから、光の消えた翼つばさで滑かつ空くうし始める。巨きよ大だいなクレーターになってしまった、まだ赤熱したままの武道館跡あと地ちは避さけて、そのすぐ北側の、現実世界では緑地の樹木であろう拗ねじくれた形の金属オブジェが点在するエリア目指して降下していく。空中から懸けん命めいに探したが、視界内に仲間たちの姿は見えない。

　同様に地上を見回していた紫の王が、

「妙みように明るいわね……」

　ぽつりと呟つぶやいて空を見た。釣つられてハルユキも顔を上げると、煉れん獄ごくステージ特有の不気味な雲が、確かに会議前より少しだけ明るく光っているような気がする。しかし時間が経過しない通常対戦フィールドと異なり、無制限中立フィールドでは昼夜が巡めぐるので、太陽の位置によっては明るくもなるし暗くもなる。実際、ほぼ真上の雲の向こう側にぼんやりと薄うす黄き色いろの太陽が見えるが、荒こう野やステージや原始林ステージの灼やけ付くような日差しに比べればどうということもない。

「いえ、なんでもないわ。──あっ、あそこ！」

　紫の王が今度は地面を指さすので、ハルユキは再び下を見た。金きん属ぞく樹じゆの林の一角にちらりと鮮あざやかな色が見えた気がしたので、そこを目指して螺ら旋せん降こう下かする。

　両足が金属の地面に触ふれ、両りよう腕うででホールドしていた二人の王を下ろすや否いなや、ハルユキは大声で仲間に呼びかけようとした。だがその寸前、

「クロウ！」「カラス君！」

　という声が聞こえ、一本の金きん属ぞく樹じゆの陰かげからライム・ベルとショコラ・パペッターが走り出てきた。二人の後ろに、車くるま椅い子すに乗ったままのスカイ・レイカーと豹ひよう形けい態たいのブラッド・レパード、その背中にまたがるスカーレット・レインが続く。

　無制限中立フィールドでは他人の体力ゲージは見えないが、全員ダメージは受けていないようだ。安あん堵どのあまりその場にへたり込みそうになったハルユキの腕うでを、右から黒クロ雪ユキ姫ヒメが素す早ばやく支えた。

　駆かけ寄よってきた五人の中で、最初に発言したのはニコだった。ちっと軽く舌打ちしてから、大きなアイレンズをハルユキの左側に向ける。

「ったく、そいつも助けたのかよ」

　途と端たん、パープル・ソーンが刺とげ々とげしい声で言い返す。

「ふん、あたしが頼たのんだわけじゃないわよ。ていうか、あたしがいなかったら天てん井じようから脱だつ出しゆつできなかったんだからね！」

　すかさずニコが再さい反はん撃げきしようとしたが、一いつ瞬しゆん早くショコラが割り込んだ。

「お二人とも、いまは口げんかしてる場合じゃありませんわよ！　早くどうするのか決めないと危険ですわ！」

「確かにそうだ」

　頷うなずいた黒雪姫が、ハルユキの腕うでに絡からめていた左ひだり腕うでをするりと抜き、一同を見回しながら続けた。

「経けい緯いに不明な点は多々あるが、状じよう況きようは明らかだ。我々は昨日の領土戦と同様、オラクルの心しん意い技わざによって通常対戦フィールドから無制限中立フィールドに移動させられた。アイボリー・タワーは、自分が言いい逃のがれ不可能なほど追おい詰つめられた場合の保険として、この罠わなを準備していたのだろう……」

「ちょ……ちょっと待ってよ」

　再び口を開いた紫むらさきの王の声からは、先刻の刺とげ々とげしさは消きえ失うせ、代わりに深い驚おどろきと途と惑まどいが満ちていた。

「オラクル……って、昔オシラトリにいたオーキッド・オラクル？　もう何年も前に全損したって聞いたわよ……それに、通常対戦フィールドから無制限フィールドへの移動って、そんなことどうやって……」

「説明はあとだ、いまはこの状じよう況きようから一刻も早く脱出しなくてはならん」

　厳しい声でそう言い切ると、黒雪姫は視線を木立の北側に見える、不気味な姿のゲートへと向けた。現実の武道館の北に建つ田た安やす門もんに違ちがいない。

「幸い、さっき空から見た限りでは、昨日と違ちがって全てのポータルに大型エネミーが配置されていることはなさそうだ。アイボリーが次の手を打ってくる前に他の連中と合流し、最も寄よりのポータルを目指そう」

「…………そうね」

　意外にも素す直なおに頷うなずいたパープル・ソーンは、気がかりそうな顔でクレーターの方向を見た。副官のアスター・ヴァインが心配なのだろう。ハルユキは思わず一歩ソーンに近づくと、小声で囁ささやいた。

「あの、ヴァインさんは大だい丈じよう夫ぶだと思います。ソーンさんを拾う前に、すぐ武道館から脱だつ出しゆつするように言いましたから」

「わ……解わかってるわよ、ヴァインがあんな大おお雑ざつ把ぱな攻こう撃げきにやられるわけないでしょ！」

「は、はひっ！」

　こくこく頷うなずくハルユキの隣となりで、黒クロ雪ユキ姫ヒメが軽くため息をついてから言った。

「……むしろ、心配なのはレーザーに直ちよく撃げきされたはずのナイトとグランデだな。奴やつらのことだから一いち撃げき死しはないと思いたいが、もし死んでいたら蘇そ生せいを待たないとな……」

　その言葉を聞いた紫むらさきの王は、ふと何かに気付いたようにしばし黒雪姫の顔を見てから、少し硬かたさを増した声で問いかけた。

「ねえ、ロータス」

「ン……なんだ、手早く頼たのむぞ」

「一応訊きいておくけど……この状じよう況きよう、あんたには千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなんじゃないの？　周りにはあんたの仲間ばっかり六人もいるし、さすがのあたしも七対一をひっくり返すのは難しいわ」

「千載一遇……？　何を言いたいんだ？」

「とぼけないで、あんたが気付いてないはずないでしょ！　もしここであたしを攻撃すれば、サドンデス・ルールで首を取れるって言ってるのよ！」

　鋭するどく張はり詰つめたパープル・ソーンの詰きつ問もんに、黒雪姫はゴーグルの奥おくでバイオレット・ブルーのアイレンズをゆっくり瞬まばたかせた。

　その反応を見て、ハルユキは悟さとった。黒雪姫は、本当に意識していなかったのだ。この機に乗じて紫の王を倒たおせば、レベル10へと至る階段をもう一段昇のぼれるという事実を。

　そんな選せん択たく肢しが有り得ることに、まったく気付かなかったのはハルユキも同じだった。楓フウ子コやチユリたちも、息を殺して成り行きを見守っている。

「そうか……確かにそのとおりだな」

　ぽつりとそう呟つぶやいた黒雪姫は、右手の剣に視線を落とした。

「……こういうやり方は卑ひ怯きようだとか、サドンデス・ルールで戦う時は堂々と挑ちよう戦せんしたいとか、そんなことを言う資格は私にはない。お前の恋こい人びとだったライダーを、不意打ちで全損させたのはこの私だからな」

　その言葉を聞いた途と端たん、パープル・ソーンの右手がわずかに震ふるえた。渾こん身しんの力で地面に押しつけられているらしいザ・テンペストの尖とがった石いし突づきが、ギギッと音を立てて灰色の金属にひっかき傷をつける。

　三年前、黒クロ雪ユキ姫ヒメが先代赤の王レッド・ライダーを全損させたのは、実の姉である白の王ホワイト・コスモスの虚きよ言げんに惑まどわされたからだ。しかし黒雪姫はそれを言い訳にするつもりはないと言っていたし、事実この場でも持ち出そうとはしなかった。

　代わりに黒の王は、抑よく制せいされた口調で紫むらさきの王に告げた。

「レベル10を目指すという、私の目標は変わっていない。単に優先順位の問題だ。いまの私にとっては、お前の首を取ることより、加速研究会を叩たたき潰つぶすことのほうが重要なんだ。ここでお前を全損させたら、協同作戦どころじゃなくなってしまうだろ」

「……口ではどうとでも言えるでしょ」

　なおも追つい及きゆうを止めないソーンに、黒雪姫は軽く肩かたをすくめてみせた。

「それはそうだ。しかし、私が後先考えずに王の首を狙ねらうタイプなら、とっくにあのちびっ子を全損させているとは思わないか？」

　途と端たん、後方でパドさんの背中に乗ったままのニコが、

「オイコラ、誰だれがちびっ子……」

　と声を荒あららげかける。しかしパドさんの長い尻尾しつぽがフェイスマスクに巻き付き、台詞せりふを中断させる。

　パープル・ソーンは無言でスカーレット・レインを一いち瞥べつしてから、華きや奢しやな右手に込められていた力を数秒かけて徐じよ々じよに抜いていった。最後にゆっくり深呼吸し、最小の動きで頷うなずく。

「まあ……それはそうね。とりあえずいまは、サドンデス・ルールのことは保留にしておくわ。──それで、どうやってヴァインたちと合流するつもり？　開けた場所を迂う闊かつに動くと、またあのレーザーが降ってくるわよ」

「そうだな……」

　黒雪姫と同時に、ハルユキも東の空を見上げた。

　金きん属ぞく樹じゆの林に遮さえぎられてほとんど見えないが、大口径レーザーの射手が潜ひそんでいた高層ビルの屋上からはまだうっすらと煙けむりが上がっている。黒雪姫とソーンの心しん意い技わざで射手が死んでいれば蘇そ生せいするまでの一時間弱は安全だが、あれほどの技わざの使い手が、不意打ちでもない一いち撃げきで即そく死ししたと決めつけるのは希望的観測が過ぎるというものだろう。

「……気は進まないが、二手に分かれるしかないようだ」

　黒の王の言葉に、紫の王も頷うなずいた。

「そうね……アルファチームがレーザー使いを倒たおして、ブラボーチームが散ってしまった仲間を集める。言っとくけどブラボーも危険よ、アイボリーとあの奇き妙みようなメタルカラーがさっきの爆ばく発はつで死んだとは思えないわ」

　──へえ、紫むらさきのレギオンはチーム名にＮＡＴＯフォネティックコード採用なんだなあ。

　と感心していると、パープル・ソーンはその思考を読んだかのようにじろっとハルユキを睨にらんだ。

「言っとくけど、ヴァインの趣しゆ味みだからね。……それで、どう分ける？」

「あ、あの、僕はアルファチームに志願します！　ビルの上まで行かないとですから」

　慌あわてて立候補したハルユキに続いて、パドさんがしなやかに尻尾しつぽを振った。

「私も壁かべ登のぼりは得意」

「いえ、レパードは残って」

　と言ったのは楓フウ子コだ。豹ひようの背中にまたがるニコをちらりと見ながら、

「もしかしたら、アイボリー……ブラック・バイスはまだ《インビンシブル》を狙ねらってるかもしれない。あなたはレインから離はなれないほうがいいわ」

「……Ｋ」

　パドさんが素す直なおに応じると、背中のニコも不本意そうながらも頷うなずいた。

「最近ずっと守られっ子なのが気に食わねーけど、ここでまた強化外装パチられたら、前ん時に苦労して取とり戻もどしてくれたベルやパイルに顔向けできねーからな……あたしも下で仲間集めに回っとくよ」

「そう腐くさるな、レイン。ポータルに移動する時に《ドレッドノート》の出番があるかもしれないからな」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメにそう言われたニコが「へいへい」と答え、ハルユキが内心で「前の時は僕も頑がん張ばったんだけどなあ……」などとひがみっぽいこと考えていると、楓子が車くるま椅い子すからすっくと立ち上がった。

「鴉からすさんにはわたしが同行します。アルファチームはこの二人だけでいいわ」

「え……ふ、二人だけ……？」

　つい情けない声を出してしまうハルユキを、楓子は滑なめらかな口こう跡せきで諭さとす。

「あの手の大たい砲ほう持ちと戦うなら、背中に誰だれかを乗せて動きが鈍にぶくなるよりも、全速で距きよ離りを詰つめて懐ふところに入るほうがいいわ」

「確かに、あたしもそれやられんの嫌いやだなー」

　というニコのコメントまで聞いてしまえば、腹を括くくるしかない。

　いや──本当は、《飛べるメンバー》がもう一人いるのだ。ハルユキの主観時間では三十分ほどまえに別れたばかりの、大天使メタトロン。無制限中立フィールドに引き込まれたからには、昨日の領土戦と同じように力を借りたいのはやまやまだが、メタトロンはまだ完全には回復していない消しよう耗もうを癒いやすために、ようやく見つけたシェルターである楓ふう風ふう庵あんで眠ねむりについているはずだ。

　それに、ことあるごとに頼たよってしまっていては、いつかメタトロンを守れるくらい強くなりたいという目標には辿たどり着つけない。このミッションの目標は敵を倒たおすことではなく、ばらばらになってしまったコバマガ姉し妹まいとアスター・ヴァイン、緑のレギオンの二人、念のために黄のレギオンのレモン・ピエレットを探し集め、青の王、緑の王とも合流して──消きえ失うせたままの黄の王はたぶん勝手に帰るだろう──ポータルから脱だつ出しゆつすることなのだから、それくらいは余よ裕ゆうで成なし遂とげてみせなくては。

　もちろん、だからといって油断していいわけではない。ことにハルユキが志願したアルファチームの責任は重大だ。敵にあの心しん意いレーザーを撃うたれる前に一気に接近し、可か及きゆう的てきすみやかに排はい除じよしなくてはならない。

　決意を固めつつ、もう一度東の空を見上げるハルユキに、背後からチユリが訊きいてきた。

「クロウ、やる気になるのはいいけど、あんた必ひつ殺さつ技わざゲージ溜たまってるの？」

「へっ？　…………あ」

　そこでようやく、肝かん心じん要かなめのゲージが空っぽであることを思い出す。また《光速翼ライト・スピード》で……と一いつ瞬しゆん考えたが、敵と戦うのに心意だけに頼たよるのは危険すぎる。

「わ、解わかってるよ、そのへんの樹きを壊こわしてすぐに……」

　溜ためてくる、と言うより早く、紫むらさきの王が相変わらず刺とげ々とげしい口調で命じた。

「じっとしてて」

　硬こう直ちよくするハルユキの横っ腹に、錫しやく杖じようの先せん端たんを押し当てる。尖とがったクリスタルが薄うすい装そう甲こうに食い込み、それ以上ぐりぐりされたら体力ゲージが減っちゃう！　と狼ろう狽ばいしかけた、その時。

「《エレメンタリー・チャージ》」

　素っ気ない技わざ名めい発はつ声せいとともにクリスタルが紫むらさき色いろに発光し、ハルユキの必殺技ゲージが猛もう烈れつな勢いでチャージされ始めた。わずか数秒で満タンになり、ソーンが錫杖を外す。

「…………ど、どうもありがとうございます……」

　呆ぼう然ぜんとお礼を言ってから、興味を抑おさえきれずに訊たずねる。

「い、いまの技わざってもしかして、他人のゲージを無限にチャージできるんですか……？」

「バカね、そんなわけないでしょ。あたしのゲージは減るわよもちろん」

　なんだそうか、いやそれでもすごい力だ、と思ったのも束つかの間ま。

「とはいえ、１・６０２１７６６２倍に増ぞう幅ふくされるんだけどね」

「……それ、１・６倍って言えばいいんじゃ……」

「うっさいわね。それより、アルファチームに志願したからにはレーザー使いをしっかり倒たおしてきなさいよ。もう一度あれを撃たれるのは御ご免めんだわ」

「は、はひっ」

　直立不動になるハルユキの右みぎ斜ななめ前で、黒クロ雪ユキ姫ヒメが何かを言いたそうな目つきをしたが、口から出てきたのは力強い励はげましだった。

「よろしく頼たのむぞ、クロウ、レイカー。お前たちが戦せん闘とうを開始した瞬しゆん間かんに、我々もここから出て皆みなを集める。合流ポイントは武道館跡あと地ちにしよう」

「了りよう解かい。すぐに片付けるわ」

　ハルユキと違ちがって飛行に必ひつ殺さつ技わざゲージが必要ない楓フウ子コは、ボイスコマンドではなくインスト操作で車くるま椅い子すを引っ込め、代わりにゲイルスラスターを召しよう喚かんした。手間はかかるが、実体化する時に派手なエフェクトが発生しないので敵の注意を引かずに済む。

「じゃあ、行くわよ、鴉からすさん。少し移動してから離り陸りくしましょう」

　ちらりと振り向く楓子と頷うなずき合い、金きん属ぞく樹じゆの下を東に走り始める。背後で志シ帆ホ子コの「頑がん張ばって下さい！」という声が聞こえ、ハルユキは右みぎ拳こぶしを持ち上げてそれに応えた。
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　スカイ・レイカーとシルバー・クロウの姿が、灰色の木立に紛まぎれて見えなくなる。

　数秒後、甲かん高だかい振しん動どう音おんが聞こえ、青白い噴ふん射しや炎えんを引くレイカーと、銀色の翼つばさを広げたクロウが樹じゆ冠かんの上に現れた。しかしその姿を視し認にんできたのも一いつ瞬しゆんで、二人はとんでもないスピードで東の空へと駆かけ上のぼっていく。

　チョコレート色の両手を胸の前で握にぎり合わせ、奈ナ胡ゴ志帆子は心の中で念じた。

　──有アリ田タくん、フーコ先生、がんばって……でも、無理はしないで。

　初めて参加する七王会議で、志帆子は与あたえられた任務をおおよそ果たすことができた……と思う。まだレベル５になったばかりの志帆子にとっては、青の王ブルー・ナイトや緑の王グリーン・グランデ、紫むらさきの王パープル・ソーンは伝説そのもので、姿を見ただけで両りよう脚あしが震ふるえてしまった。しかし、ネガ・ネビュラスのレギオンマスターで、意外と駄だ々だっ子こだったりやきもち焼きだったりするところもある黒クロ雪ユキ姫ヒメや、まだ生身で会ったことはないがこちらも別ベクトルで可愛かわいらしいスカーレット・レインだってレベル９の王なんだ……と思うと少しばかり緊きん張ちようもやわらぎ、リプレイカードの説明を始める頃ころには「アイボリー・タワーめ、こいつを喰くらえ！」ぐらいの気持ちになれた。

　録画の再生も無事に終わり、王たちに問い詰められるアイボリー・タワーを見ながら、これでとうとう憎にくき加速研究会を追おい詰つめることができる……と志帆子は安あん堵どしたのだが。

　いるはずのない十九人目の会議参加者の力で、会議場がまたしても無制限中立フィールドに変化し、そこからの志帆子は何もすることができなかった。呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているところをスカイ・レイカーに抱かかえられ、自走する車椅子で屋外に脱だつ出しゆつした直後、東の空から赤あか紫むらさき色いろの光が降り注いで、武道館を木こっ端ぱ微み塵じんに消し飛ばしてしまったのだ。

　志帆子とライム・ベルを両りよう腕うでに抱だくレイカーと、赤の王を背中に乗せたブラッド・レパードは、決して平へい坦たんではない煉れん獄ごくステージの地面を信じられないスピードで駆かけ抜け、背後で膨ふくれ上がる爆ばく炎えんからノーダメージで逃のがれた。五人はそのまま武道館の北西方向に広がる金きん属ぞく樹じゆの林に退たい避ひし、東の空から黒の王と紫むらさきの王を抱かかえたシルバー・クロウが降下してきたのはその数十秒後だった。

　二人の王の会話を聞いていてどうにか状じよう況きようは吞のみ込めたが、ブラボーチームに振り分けられた志シ帆ホ子コに、何かできることがあるとは残念ながら思えない。戦せん闘とう力りよくで三人の王やブラッド・レパードに遠く及およばないのは当然としても、ライム・ベルのような特とく殊しゆ能のう力りよくがあるわけでもなく、それどころか自分の身を自分だけで守ることすら簡単ではないだろう。

　──わたしはまだまだ弱い。

　ボンネットの前つばに顔を隠かくし、自身の非力さを嚙かみ締しめていると──。

「さて、出番だぞショコラ」

　いきなり黒の王に名前を呼ばれ、志帆子は間抜けな声を出してしまった。

「はぇ？」

「君のチョペット、フルゲージ消費で五体出せるんだったな？」

「あ、は、はいっ」

　急いで頷うなずく。正確には、いちど必ひつ殺さつ技わざゲージを全て消費して最大サイズのチョコ池を作り、もういちどゲージを満タンにしてから全消費すれば同時に十体のチョペットを作れるのだが、一本のゲージで作れるチョペットの最大数は五体で間ま違ちがいない。

「よし、では頼たのむ。……ソーン」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが合図すると、紫むらさきの王がつかつかと志帆子に近づいてきた。

「まったく……これであたしのゲージも空だからね」

　そう前置きしてから、錫しやく杖じようの先せん端たんの大きなクリスタルを志帆子の右みぎ肩かたに当て──シルバー・クロウにした時のように、お腹なかである必要はないらしい──技わざ名めいを唱える。チャージは半分で終しゆう了りようしてしまったので、残りは小さな金きん属ぞく樹じゆを蹴けり倒たおして溜ため、必殺技ゲージを満タンにしてから《カカオ・ファウンテン》でチョコ沼ぬまを作り、《パペット・メイク》でチョコレート人形を五体生成する。

「へぇー、おもしろい技わざねぇ」

　感心したような声を出す紫の王と、

「なんだかウマそうだな、そいつ」

　お腹なかが空いているらしい赤の王のコメントをスルーして、黒の王は武道館方面を指さした。

「よし、それではレイカーたちが戦せん闘とうを開始し次し第だい、会議参加者の捜そう索さくに入る。我々は念のために固まって行動するが、チョペットは一体ずつ分散させて、もしバーストリンカーを見つけたらショコのところまで誘ゆう導どうさせてくれ」

「は……はい、それは可能ですが、チョペットに敵と味方の区別はできないかと……」

「構わん、もし敵を引っ張ってきたら倒たおすだけだ」

「了りよう解かいです！」

　頷うなずき、志シ帆ホ子コは再び東の空を見た。

　九く段だん下したの高層ビル群に、まだ戦せん闘とうのエフェクト光は見えない。クロウとレイカーはまだ索さく敵てき中ちゆうなのか、それとも逃げる敵を追っているのか────

「あっ、あれ！」

　突とつ然ぜんライム・ベルが叫さけび、同時に志帆子も気付いた。

　黒の王と紫むらさきの王が破は壊かいした高層ビルに隣りん接せつする、やや低いビルの屋上から、何本かの細いレーザーが北の空に向けて発射されたのだ。

「よし、動くぞ！」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが叫さけび、ブラッド・レパードが代表して「Ｋ」と応じた。六人のバーストリンカーと五体のチョペットは、金きん属ぞく樹じゆの林から次々と飛び出し、周囲を警けい戒かいしながら南へと走り始めた。




　　　＊＊＊




　飛行中に大口径心意レーザーで狙そ撃げきされ、それを回かい避ひして発射点に突とつ撃げき、レイカーとの同どう時じ攻こう撃げきで射手を即そく殺さつする。

　そんな展開を思おもい描えがいていたハルユキだったが、全速飛行で九段下エリアに到とう達たつするまでの約十秒のあいだにレーザーが発射されることはなかった。

　黒雪姫と紫の王が心しん意い技わざで破は壊かいした高層ビルの上空に到とう達たつすると、急減速してホバリング。楓フウ子コもスラスターの噴ふん射しやを止めたので、細い腰こしを左ひだり腕うででホールドする。

　上から見ると、破は壊かいの痕こん跡せきは、武道館とは違ちがった意味で凄せい絶ぜつの一言だった。紫の王の心しん意い電でん撃げきで融ゆう解かいしかけた構造体を、黒雪姫の奪命撃ヴオーパル・ストライクがごっそり吹ふき飛とばしたのだろう、まるで巨きよ人じんが超ちよう大おお型がたのスプーンでビル上部を抉えぐり取とっていったかのような有あり様さまだ。

「……このビル、千ち代よ田だ区役所ですよね。ランドマークだから、他の建物より頑がん丈じようなはずなのに……」

　瓦が礫れきの中に敵の姿を探し求めながらハルユキが呟つぶやくと、さしもの楓子も畏い怖ふの滲にじむ声で囁ささやき返した。

「もしこの攻こう撃げきに巻き込まれていたら、緑の王グランデでもない限り助からないわね。でも、ここから見る限り、敵の気配はしないし死亡マーカーも存在しない……全ての区役所は一階にポータルがあるはずだから、そこから逃げたのかもしれないわ」

「だとすると厄やつ介かいですね。僕らがここから離はなれたあと、またすぐダイブしてくるかも……」

「確かに。ただ、いったん現実世界で覚かく醒せいしてから、もう一度《アンリミテッド・バースト》コマンドで再加速するのは、どんなに慣れていても二秒はかかるわ。こっちだと三十分強、私たちが林の中にいたのは五分ぐらいだから、あと二十五分は戻もどってこられない計算ね」

「二十五分……」

　その時間で仲間、いや会議参加者を全員探し集め、ポータルから脱だつ出しゆつすることができるだろうか。そう考えながら、ハルユキが視線を右後方の武道館跡あと地ちに動かしかけた──

　刹せつ那な。

「鴉からすさん！」

　という楓フウ子コの声、もしくは思念が鋭するどく響ひびいた。

　ほぼ同時に、ハルユキの視界の端はしで、赤あか紫むらさき色いろの光が煌きらめいた。

　びゅうん！　という聞き覚えのある振しん動どう音おんとともに、糸のように細い二本のレーザー光線が襲おそいかかってくる。武道館を爆ばく発はつさせた超ちよう大だい口こう径けいレーザーと、まったく同じ色。

　ハルユキは反射的に左側へ全速でスライドしたが、片方のレーザーを完全には回かい避ひできず、右う翼よくの金属フィンを一枚撃うち抜かれてしまった。光束が極ごく細ぼそだったせいで一センチほどの穴が開いただけで、体力ゲージもほとんど減らなかったが、機動力がわずかながら削そがれたことは確実だ。

　しかしそれよりも、問題は。

「どこから……!?」

　叫さけんだハルユキに、楓子が押し殺した声で答えた。

「射点は見えなかったわ。でも、次は見み逃のがさない。集中して」

「は、はい……！」

　頷うなずき、ハルユキはレーザーが飛んできた方向を凝ぎよう視しした。

　姿なき射手との我が慢まん比くらべが、何十秒、あるいは何分か続き、そして。

「あそこ！」

　突とつ然ぜん叫さけんだ楓子が指差したのは、最上部が抉えぐり取とられた千ち代よ田だ区役所ビルではなく、道路を一本挟はさんで北側に建つ、同じくらいの高さの高層ビルの屋上だった。懸けん命めいに目を凝こらすが、敵の姿はない。

「でも……誰だれも」

　いない、と言う前に、再び赤あか紫むらさき色いろの閃せん光こうが小さな十字に煌きらめいた。

　今度はハルユキにも見えた。屋上の、本来は排はい気き筒とうか何かであろう三本の大おお型がた突とつ起き物ぶつが作る影かげの中から、ぬるりと音もなくデュエルアバターの頭部が現れたのだ。光の源はその頭、いや帽ぼう子しに装着された大型のレンズ──。

「離はなして！」

　という楓子の声に、振しん動どう音おんが重なる。

　びゅあっ！

　再び放たれた二本のレーザーを、ハルユキは回かい避ひしなかった。楓子の腰こしから離はなした左ひだり腕うでと、フリーだった右みぎ腕うでを素す早ばやく伸ばし、それぞれの前ぜん腕わん部ぶで受け止めたのだ。

　シルバー・クロウの銀ぎん鏡きよう装そう甲こうでも、ここまで高密度に集束されたレーザーは防ぼう御ぎよできないが、たった一いつ箇か所しよ、腕うでアーマーに内蔵された導どう光こうクリスタルだけは例外だ。かつてメタトロン第一形態の《トリスアギオン》すら反射してのけたクリスタルは、集束レーザーを受け止め、角度を変えて後方へと受け流した。

　すかさず、レーザーの残像を遡さかのぼるように楓フウ子コが突とつ進しんする。反転させたゲイルスラスターを最大パワーで噴ふん射しやし、まっすぐ右足を伸ばして射手へと迫せまる。

　しかし射手はすでに影かげの中へと没ぼつしつつある。間に合わない…………

「ハアアッ！」

　凜りん乎ことした気合いが迸ほとばしると同時に、スラスターがわずかに噴ふん射しや角かく度どを変えた。

　空中で左にターンした楓子の右足が、影に沈しずむ敵ではなく、その手前の排はい気き筒とうを薙なぎ払はらう。屋上からにょろりと伸びる、直径一メートルはありそうなチューブを三本まとめて蹴けり砕くだき、黒々とした影を消しよう滅めつさせる。

　まるで、限界まで沈しずみ込んだトランポリンに跳はね返かえされるかのように。

　影が消えた屋上の中から、一つではなく二つの人ひと影かげが猛もう烈れつな勢いで弾はじき出され、空中に舞まった。

　一人は、レーザーとよく似た赤あか紫むらさき色いろの装そう甲こうをまとい、ひし形に膨ふくらんだ巨きよ大だいな帽ぼう子しをかぶるＦ型アバター。そしてもう一人は、少し青みを帯びた暗あん灰かい色しよくの装甲と、アイレンズだけが細く露ろ出しゆつする覆ふく面めん型がたフェイスマスクを持つＭ型アバター。

　細部を仔し細さいに見るまでもなく、ハルユキは二人が何者なのかを認にん識しきした。

　加速研究会のナンバーツー、《四眼の分析者クアツドアイズ・アナリスト》アルゴン・アレイ。

　そしてブラック・バイスの弟で子しを自じ称しようする忍にん者じや、影かげ使つかいシャドウ・クローカー。

　アルゴンの背中には一本の紐ひも輪わつき棒ぼう手しゆ裏り剣けん、すなわち苦く無ないが浅く刺ささり、輪っかに結ばれた細い紐ひもをクローカーが左手で握にぎっている。ブラック・バイスは《潜影シヤドウ・ラーカー》アビリティで他人を影に沈しずめる時は薄うす板いたで挟はさむが、弟で子しのクローカーは紐ひも付つき苦無を刺さすことで同じ能力を発揮するのだろう。

　レイカーの機転で影かげから追い出された二人だが、すでに空中で体勢を立て直しつつある。クローカーに至っては、もう右手に新たな棒手裏剣を握にぎっているようだ。

　──まずい。

　あの手裏剣を影に刺さされると、クローカーの心しん意い技わざ《縛影シヤドウ・タイアー》によって動くことも喋しやべることもできなくなる。そして排はい気き筒とうを破は壊かいした楓子の影は、屋上に黒々と描えがき出されている。忍者は、楓子が着地した瞬しゆん間かん、足あし許もとの影を狙ねらって手裏剣を投げるだろう。そして動けなくなった楓子を、アルゴンが至し近きん距きよ離りからレーザーで撃うつ。

　残された時間はあと三……いや二秒──。

　ハイエスト・レベルにシフトしたわけではないが、それに近いほどの圧縮思考で無数の選せん択たく肢しを検討したハルユキは、〇・五秒で対応策を決定した。

　クローカーまでの距きよ離りは五十メートル、唯ゆい一いつ届き得るのは心しん意い技わざの《光線投槍レーザー・ジヤベリン》だけだが、《光線剣レーザー・ソード》《光線槍レーザー・ランス》と比べて発動に時間がかかるので到とう底てい間に合わない。しかし、この状じよう況きようでのみ可能な遠えん隔かく攻こう撃げきが、もう一つだけある。

　ハルユキは一いつ瞬しゆんだけ視線を下に動かし、クローカーたちのいるビルの南なん壁へき面めんに落ちる自分の影かげを確かく認にん。楓フウ子コの降下にタイミングを合わせ、わずか三メートルだけ全ぜん速そく上じよう昇しようしてから急減速する。

　ほぼ同時に、クローカーが空中から手しゆ裏り剣けんを投げた。楓子が着地した瞬しゆん間かん、その足あし許もとに見事なコントロールで突き刺さる。

　だがコンマ一秒早く、楓子の影は空中に留とどまるハルユキの影にすっぽり吞のみ込まれていた。

　もしこれで楓子とハルユキが二人とも金かな縛しばりにされてしまえば結果は最悪だが、ハルユキにはそうはならないという確信があった。心意技とはつまるところイメージによるシステムへの干かん渉しようであって、シルバー・クロウの影に塗ぬり潰つぶされたスカイ・レイカーの影をイメージすることは不可能だからだ。

　屋上の金きん属ぞく床ゆかに手裏剣が突き刺さった瞬間、ハルユキの全身がぎしっと音を立てて強こわ張ばり、指先一本動かせなくなった。楓子に発動するはずだった《縛影シヤドウ・タイアー》の効果を肩かた代がわりしたのだから当然の結果だ。だが、問題はない。

　空中でフリーズしたシルバー・クロウは、翼つばさの推力を失って落下する。必然的にクロウの影かげも動き、棒手裏剣だけが日なたに取り残される。

　ハルユキがわずか一秒で体の自由を取とり戻もどした時にはもう、楓子も床ゆかを蹴けって金縛りの効果範はん囲いから脱だつ出しゆつしていた。太陽とクローカーの延長線上まで一足飛びに移動し、自分の影を背後に隠かくしてから、爪つま先さきを支点にターンして一気に距きよ離りを詰つめる。ようやく床ゆかに降り立った忍にん者じやも、素す早ばやく後ろ腰から忍しのび刀がたなを抜く。

「──斬ザン！」

　刀の間合いに入るや否いなや繰くり出された、神速の斬ざん撃げきを。

「フッ！」

　鋭するどい呼気とともに、楓子は右の手刀で受けた。

　あの忍刀は、ハルユキの右足を一いち撃げきで切断したほどの切れ味を持つ。青系ではあるが決して重装タイプではないスカイ・レイカーなら、腕うでを斬きり落おとされても不思議はない。

　しかし。

　キィン！　と鋭するどい金属音を響ひびかせて高々と宙を舞まったのは、楓子の右手ではなく、根元からへし折れた忍刀の刃やいばだった。さすがに予想を超こえる結果だったのか、忍者の動きがほんの刹せつ那な、止まった。

　それは、《鉄てつ腕わん》レイカーにとっては充じゆう分ぶんすぎるほどの隙すきだった。

　流れる水を思わせる滑なめらかさで懐ふところに入り込んだ楓フウ子コが、左の掌てのひらをふわりと忍にん者じやの胸の中央に押し当て、

「ハアッ!!」

　先刻よりも一段激しい気合いを迸ほとばしらせた。

　楓子のハイヒールの下で、金きん属ぞく床ゆかが放射状にひび割れ、シャドウ・クローカーの胸ではなく背中の装そう甲こうが内部で爆ばく発はつしたかのように砕くだけ散ちった。その場に両りよう膝ひざから崩くずれ落おちる忍者の頭を、楓子の両手が左右から優やさしく包み込み。

　パアァァァン！　という甲かん高だかい破は裂れつ音おんが轟とどろくと同時に、忍者のフェイスマスクとヘルメットまでもが粉ふん砕さいされ、続いて全身が青黒い炎ほのおに包まれて崩ほう壊かいした。炎はすぐに蒸発し、あとにはダークブルーの死亡マーカーが残される。

　昨日、ハルユキとチユリ、トリリード・テトラオキサイドの三人掛がかりでようやく撃げき破はしたシャドウ・クローカーを、わずか二に撃げきで葬ほうむるとは恐おそるべき技わざの冴さえだ。恐おそらくは、楓子が口にしていた《浸しん透とう打だ法ほう》アビリティの力なのだろうが、具体的にどのようなロジックが働いているのかは想像もできない。

　レイカーとクローカーの攻こう防ぼうを、アルゴン・アレイもハルユキもただ傍ぼう観かんしていたわけではなかった。

　アルゴンは、《縛影シヤドウ・タイアー》から逃のがれたレイカーをレーザーで撃うとうとしたのだが、その時にはもうハルユキも発射を阻そ止しするべく突とつ進しんを開始していた。

　アルゴン・アレイの帽ぼう子しとゴーグルのレンズから発射されるレーザーは、最短でも三秒間のエネルギーチャージを必要とする。つまり、ハルユキから一いち撃げき喰くらうことを覚かく悟ごすれば楓子を撃うてたはずだが、アルゴンは発射を中止して大きくバックジャンプした。そしてハルユキにも、アルゴンがそうするだろうという確信があった。己おのれを犠ぎ牲せいにして仲間を助けるという行動は、《分ぶん析せき者しや》のドクトリンには存在しないものだからだ。

　楓子と忍者の戦いの結末を視界の右みぎ端はしに捉とらえながら、ハルユキは屋上のほぼ中央に着地し、両りよう腕うでを体の前で構えた。いっぽうアルゴンは、北西の角まで後退すると、両手をだらりとぶら下げた。

　無言の対たい峙じは二秒しか続かなかった。シャドウ・クローカーを倒たおした楓子がハルユキの隣となりに立った途と端たん、アルゴンが盛せい大だいなため息をついたのだ。

「はあぁ…………これやからバーやんの『撃って逃げるだけの簡単な仕事』は信用できひんっちゅうねん」

　背中に右みぎ腕うでを回し、紐ひも付つき苦く無ないを引き抜くと、クローカーの死亡マーカー近くに投げ捨てる。両手を腰こしにあてがい、再びわざとらしいため息。

「はー……あんなあ、ウチ、さっき武道館わやにしたぐらいのレーザー撃とう思ったら、一時間はチャージせなあかんのや。もうそんなんしてるヒマないし、忍者くんも死んでもうたし、このままポータルから帰らしたってや、な？」

「師し匠しよう、こいつの言うことを聞いちゃだめです」

　いままで何度もアルゴン・アレイの口先に惑まどわされてきたハルユキは、両耳を塞ふさいでしまいたいと思いながら楓フウ子コに囁ささやきかけた。

「解わかってるわ、ここで倒たおします。鴉からすさんは退路を断たつことを最優先に」

「はい。あと、幻げん惑わく技わざにも注意してください」

　かつて、アクア・カレントと共きよう闘とうしてアルゴンを倒たおそうとした時は、四つのレンズが強きよう烈れつに光る《ラズル・ダズル》なる技わざに視力を奪うばわれ、まんまと逃げられてしまったのだ。その轍わだちは踏ふむまいとそう口にした途と端たん、アルゴンがゴーグルの下の唇くちびるに苦く笑しようを浮うかべた。

「好かんわぁ、坊ぼんにはだいぶ手の内晒さらしてもうたもんね。しゃあないわ、気張って逃げるしかなさそやね……」

　両手を腰こしに当てたまま、屋上の外周を囲む金属の手すりに背中を預け。

　アルゴン・アレイは、そのまま仰あお向むけに体を回転させた。大きな帽ぼう子しに引っ張られるかのように、分ぶん析せき者しやは手すりの向こうのパラペットをも越こえて、ハルユキの視界から消える。

「落ちた……!?」

　ハルユキは息を吞のみ、反射的に床ゆかを蹴けった。翼つばさを広げ、屋上から飛び出そうとした瞬しゆん間かん、

「止まって！」

　背後で楓子が叫さけんだので、ちょうど飛び越えようとしていた手すりを両手で摑つかんで急制動。なんとか体が止まったその瞬しゆん間かん、ハルユキのヘルメットを掠かすめるほどの距きよ離りを、下方から発射されたレーザーが二本通り過ぎていった。もしあのまま飛び出していたら、頭を撃うち抜かれていただろう。

　今度こそ、と再び手すりを乗のり越えようとしたハルユキの体を、楓子がぐいっと後ろに引く。またしても二本のレーザーが目の前を横切り、焦こげ臭くさい匂においを残して上空の雲に突き刺さる。

「…………」

　二秒間に二回も死にかけたハルユキは、足を手すりに掛かけたまま動けなくなってしまった。しかし楓子がぽんと背中を叩たたき、

「行って！」

　と叫さけんでくれたので、三度目の正直で空に体を躍おどらせた。翼を広げ、真下へダイブする。

　帽ぼう子しレーザーと目玉レーザーを時間差で撃ったアルゴンは、すでに五十メートル以上も先を自由落下している。二〇四〇年代になって建たて替かえられた千ち代よ田だ区役所本庁舎は高さ百八十メートル、それとほぼ同じ高さのこのビルから落下すればハイランカーとて死亡は免まぬがれないはずだが、アルゴン・アレイだけはどんな奥おくの手てがあるか解わからない。

　地面に落ちる前に、全力のダイブキックで仕留める──！

　そう決意したハルユキは、翼に光のイメージを集中させた。

「《光速ライト……翼スピード》──!!」

　咆ほう哮こうが銀色の過剰光オーバーレイとなり、一部が傷ついた金属フィンを眩まばゆいほどの輝かがやきで包む。伸ばした右足の爪つま先さきを鋭えい利りな槍やり先さきへと変えて、ハルユキは自由落下の十倍以上のスピードでアルゴン目め掛がけて突とつ進しんする。

　加速感覚によって引き延ばされていく時間の中で、アルゴンもまた叫さけんだ。

「《無限配列インフイニツト・アレイ》！」

　分ぶん析せき者しやの全身を、毒々しいほど鮮あざやかなすみれ色の過剰光オーバーレイが包み込んだ。

　その光は整然としたドットパターンへと収しゆう斂れんし、アルゴンの装そう甲こう表ひよう面めんに無数の小型レンズを作り出す。百を超こえるであろう、眼球にも似たレンズの奥おくにも紫むらさき色いろの輝かがやきが宿る。

　アルゴン・アレイのこの心しん意い技わざを、ハルユキが自分の目で見るのはこれが初めてだ。しかし、未知ではない。エテルナ女子学院での決戦で、この技わざによって大ダメージを受けたブラッド・レパードから、詳しよう細さいな情報を伝えられている。

　パドさんは、アルゴンの《無限配列インフイニツト・アレイ》に死角はまったくないと言っていた。攻撃型心意技としてはほとんど完全無欠で、有り得ないほど強力だ、と。だから、背後や足あし許もとに回り込んでも回かい避ひは不可能。全身のレンズから全方位に発射される集束レーザーは、周囲のありとあらゆるものを貫つらぬく。

　もしも死角があるとすれば、それはアルゴンの外側ではなく内側、心の中にしかない。パドさんはハルユキにそう語った。

　技の性質上、命中するレーザーの数は、敵との距きよ離りが近いほど増える。だからアルゴンは、無意識のうちに敵をぎりぎりまで引きつけようとする。ことにハルユキには光こう線せん技わざを反射する《光学誘導オプテイカル・コンダクシヨン》アビリティがあるのだから、二本の腕うででは対処しきれない数のレーザーを浴びせたいと考えるはずだ。そこに、ほんのわずかだが付け入る隙すきがある。

　光速翼ライト・スピードダイブで突とつ進しんするハルユキと、全身に小型レンズを生成したアルゴンとの距離は急激に詰つまっていく。十メートル、七メートル、五メートル……しかしアルゴンはまだ必殺の全方位レーザーを発射しようとしない。四メートル、三メートル……二メートル。

　ついに、無数のレンズに宿る光が、ぎらりと十字に煌きらめいた。

　まったく同時にハルユキは、絆きずなを結んだ大天使から貸かし与あたえられた翼つばさを喚よんだ。

「着装！　メタトロン・ウイング!!」

　その呼び声は、実際にハルユキの口から放たれたわけではなく、一いつ瞬しゆんにも満たない思念として発せられただけだった。通常の強化外装ならば、ＢＢシステムはそれをボイスコマンドとは認めず、恐おそらく召しよう喚かんできなかっただろう。しかしメタトロン・ウイングは、大天使とのリンクを介かいしてシステムと繫つながっている。そのリンクに、アバターの肉声は必要ない。

　ハルユキの背中に、新たな一いつ対ついの白はく翼よくが出現した。

　超ちよう級きゆうエネミー、四し神じんスザクの即そく死し圏けんすら振り切った超ちよう絶ぜつの推力が、突とつ進しんのスピードを瞬しゆん時じに二倍以上にも引き上げた。

　アルゴンが磨みがき抜かれた知覚力で厳密に計っていた発射タイミングをハルユキのスピードが上回り、無数のレーザーが発射されるよりも〇・〇〇〇〇……一秒だけ早く、白熱する爪つま先さきがアルゴンの胴どう体たいを貫つらぬいた。
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　……はー、だから今回は気ぃ乗らんて言うたんや。




　というぼやき声が聞こえた気がした、その直後。

　アルゴン・アレイは、いままでどれほど追おい詰つめられても常にするりするりと逃にげ延のび続けてきたアバターを、無数の細さい片へんへと変えてリング状に四散させた。

　────勝った！

　四枚の翼つばさでフルブレーキを掛かけながら、ハルユキは内心で叫さけんだ。

　上空を見れば、赤あか紫むらさき色いろの死亡マーカーがパーティクルの尾おを引きながらゆっくりと降下してくる。だが、快かい哉さいを叫さけぶような状じよう況きようでもない。これは無制限中立フィールドでのたった一度の勝利であり、アルゴンは膨ぼう大だいに蓄ちく積せきしているはずのバーストポイントをほんのわずかに失っただけなのだ。喜ぶのは、ブラック・バイスが仕し掛かけた罠わなから、会議に参加した者全員が無事に脱だつ出しゆつしてからだ。

　しかし少なくとも、これであと一時間は──いや、アルゴンの説明を信じるならば二時間は、大口径レーザーで狙ねらい撃うたれることはない。そのあいだに全員を集合させ、千ち代よ田だ区役所一階のポータルから現実世界に戻もどればいい。

　それにしても。

　ブラック・バイスは、七王会議の参加者を無制限中立フィールドに呼び込んで、レーザーを浴びせて……それで事態を収しゆう拾しゆうできると、本当に考えていたのだろうか？

　アルゴン・アレイのチャージ攻こう撃げきがどんなに強力でも、一いち撃げきで六人の王を即そく死しさせるなど、土台無理な話だ。そして仮に成功しても、それはさっき死んだアルゴンと同じかそれ以上に、ささやかなポイント減少でしかない。蘇そ生せいした六王はアルゴンとバイスを殺すか、殺さずとも現実世界に戻もどってから即そく座ざに白のレギオンへの総攻撃を開始するだろう。アイボリー・タワーがブラック・バイスであり、オシラトリ・ユニヴァースが加速研究会であると認めてしまった以上、その結果を動かすことはもう誰だれにもできないのだ……。

　そんなことを考えながら、ようやく降下スピードを殺して地上二十メートルでホバリングに移行したハルユキは、視線を南の武道館へと向けた。途と端たん、小さく喘あえぐ。

「…………っ!!」

　クレーターと化した武道館の更さらに南、美術館や博物館があるエリアに、巨きよ大だいなシルエットが幾いくつか蠢うごめいている。あのサイズは恐おそらく巨獣ビースト級きゆうエネミー。

　直後、いまだ幾いく筋すじもの黒こく煙えんを上げるクレーターの中央で、記き憶おくにある色の死亡エフェクトが高々と噴ふき上がった。




　　　＊＊＊




　金きん属ぞく樹じゆの林から飛び出すや、志シ帆ホ子コは五体のチョペットに指示した。

「あっちのほうに分散して、バーストリンカーを探しなさい！　見つけたら、わたくしのところに連れてくるんですのよ！」

　花のようなマークが浮うき出た顔をこくりと頷うなずかせ、チョコ人形たちは北の丸公園の南西部に広がる金きん属ぞく樹じゆ林りんへとばらばらに走り出していく。あまり複雑な命令は受け付けないが、捜そう索さくと帰き還かんぐらいならなんとかやってのけるだろう。

　チョペットたちの姿が見えなくなると、もういちど東の高層ビルを見上げる。戦せん闘とうの光は見えないが、シルバー・クロウとスカイ・レイカーはあのとんでもない威い力りよくのレーザーを撃ったバーストリンカーと対たい峙じしているはずだ。

　ショコラ・パペッターのチョコレート色の装そう甲こうは、チョペットと違ちがって本物のチョコレートではないが、近い性質を備えている。高い平へい滑かつ性せいと衝しよう撃げき吸きゆう収しゆう性せいで打だ撃げきには意外と強いが、高熱は大の苦手。煉れん獄ごくステージの大型建築物を一発で破は壊かいするほどのレーザー砲ほうなら、掠かすっただけで装そう甲こうを溶とかされかねない。

　だから、仮に同行する手段があったとしても、クロウとレイカーの助けになれないどころか足手まといになってしまうだろう。デュエルアバターは千差万別適材適所、そんなことはよく解わかっているのだが──それでもオールラウンダーの多いネガ・ネビュラスにいると、ことあるごとに自分の無力さを思い知らされてしまう。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメは志シ帆ホ子コに「出番だぞ」と言ってくれたし、チョペットは捜そう索さくの役には立つだろうが、それでもバーストリンカーの本分はあくまで戦いだ。なんといっても、ブレイン・バーストは対たい戦せん格かく闘とうゲームなのだから。

　──もっと強くなりたい。

　──どうすれば強くなれるんだろう。

　ビルを見上げながら再びそんなことを考えていると、近くで赤の王の声が聞こえた。

「よっしゃ、うちらは武道館に行ってみようぜ。誰だれか戻もどってきてるかもしんねーし」

「そうだな……」

　頷うなずいた黒雪姫が、南東に百メートルほど離はなれた爆ばく心しん地ちを見み詰つめる。鋭するどい視線を、志帆子も追いかける。

　煉れん獄ごくステージにあっても堂々たる威い厳げんを漂ただよわせていた日本武道館は、もはや見る影かげもない。外がい壁へきは一部残っているが、八角形の大屋根も、その天てつ辺ぺんのタマネギも完全に吹ふき飛とび、内部は黒くろ焦こげのクレーターと化している。とても一人のバーストリンカーが引き起こしたとは思えない大だい破は壊かい──恐おそらくは、志帆子たちプチ・パケ組がまだ名前しか知らない心しん意いシステムの力なのだろう。

「……アイボリー・タワーとウルフラム・サーベラスがどうなったのか気になるが、クロウたちが戦せん闘とうを終える前に全員との合流を済ませておかないとな。よし、行こう」

　黒の王がホバー移動を開始し、赤の王を背中に乗せたブラッド・レパードと紫むらさきの王が続く。その後ろを、ライム・ベルと並んで走りながら、志帆子は小声で問いかけた。

「ねえ、ベルちゃん」

　お嬢じよう様さまモードを解除した志帆子の顔を見て、ライム・ベル／倉クラ嶋シマ千チ百ユ合リは大きなアイレンズを一度だけ瞬しばたたかせた。

「なあに、ショコちゃん？」

「えっと……ベルちゃんは、心しん意い技わざの練習をする気はないの……？」

「うー、心意かぁ[image: ～][image: ～]」

　少し冗じよう談だんめかすような声を出したライム・ベルだが、フェイスマスクに淡あわい陰かげが宿ったことに志帆子は気付いた。

「……いつかは身につけなきゃいけないとは思ってるよ。けど……ちょっと怖こわいんだ」

「怖い……」

「うん。……あたし、攻こう撃げき技わざとかじゃないんだけど、前に一度だけ心しん意いの力を使ったことがあるの」

　ライム・ベルの囁ささやくような告白に、志シ帆ホ子コは両目を見開いた。その先をどうしても聞きたかったが、そこで先頭の黒クロ雪ユキ姫ヒメが前進を止め、振り向いた。

「中に入ったら、全方位に警けい戒かいを怠おこたるなよ。アイボリーたちがあのレーザーで死んだとは思えないからな」

「解わかってるわよ」

　さすがに張はり詰つめた声でパープル・ソーンが応じ、志帆子と千チ百ユ合リも頷うなずく。

「ごめんねショコちゃん、続きはあとで話すよ」

「うん、あたしこそこんな時にごめん……」

　素す早ばやく謝あやまり合い、気持ちを切きり換かえる。

　六人の目の前には、端はしが無残に溶とけ落おち、あちこち黒くろ焦こげになった外がい壁へきの残ざん骸がいが連なっている。近くで見ると、改めてレーザーの威い力りよくに戦せん慄りつせずにはいられないが、王たちは特に感かん銘めいを受けた様子もなく、外壁が完全に崩ほう壊かいしたところから内部に進んでいく。志帆子とライム・ベルも背後を警戒しつつ追いかける。

　前方に現れた、まるで墓標のような形に焼け残った鉄柱を迂う回かいし、十数分前まで七王会議が開かい催さいされていたアリーナをひと目見た途と端たん、志帆子は呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　爆ばく心しん地、という言葉でしか表現できない。直径六、七十メートルはありそうな大空間の床ゆかは完全に溶とけ崩くずれ、破は壊かい不可能と言われているステージの地面までもがクレーター状に抉えぐられている。その上に、屋根や観客席の残ざん骸がいであろう瓦が礫れきが積み重なり、まだ内部に炎ほのおが残っているのか、黒っぽい煙けむりが幾いく筋すじも立ち上る。

「……死亡マーカーは一つもないみたいね」

　紫むらさきの王の声に、慌あわててクレーター全体を見回すが、確かにマーカーは見当たらない。

「そーいや、死亡マーカーの上に瓦礫やらが積み重なっちまった場合はどうなるんだ？」

　赤の王が口にした疑問には、黒の王が答えた。

「蘇そ生せいできるスペースがあればそのままだ。完全に埋うまってしまうと、マーカーは障害物の上に移動する」

「ふーん……じゃあ、瓦礫をひたすら積みまくれば、マーカーをどんどん浮うかせられるってことか……」

「もしナイトかグランデが死んでいたら試ためしてみてもいいが、どうやらあの爆ばく発はつから生き残ったようだな。しかし、となるとどこに……」

「しっ」

　と低い声を出したのは、赤の王を背中に乗せるブラッド・レパード。三角形の耳が、小さな音を聞き取ろうとするかのように左右に動く。

「……声が聞こえる」

　そう呟つぶやき、四つ足でそろそろと歩き始めるレパードを、四人も慌あわてて追いかけた。やがて豹ひよう型がたアバターは、クレーターの南側、ひときわうずたかく積み上がった瓦が礫れきの山の前で立ち止まった。

　一同口を閉じ、耳をそばだてる。すると確かに、足あし許もとからかすかな声が──。

「おーい、出してくれぇー」

「……ナイト……？」

　顔を見合わせた黒の王と紫むらさきの王は、目の前の瓦礫の山をしばし眺ながめ、剣と錫しやく杖じようを構えた。まさか必ひつ殺さつ技わざで吹ふき飛とばすつもりでは……と志シ帆ホ子コは慌あわてたが、幸いそうではなく。

「ハッ！」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが両りよう腕うでの剣を目にも留まらないスピードで閃ひらめかせ、金属の板や柱を細かく切断していく。それを紫の王が、錫杖をまるでシャベルのように振り回して左右に払はらい飛とばす。

　意外と息の合った作業で、二人の王は見上げるようだった瓦礫の山をみるみる低くしていった。もうすぐ床ゆかが見える、と思ったその時。

「もういいぞー」

　と先刻よりかなりクリアな声が聞こえ、黒雪姫と紫の王が後退した途と端たん、残っていた瓦礫が内部から爆ばく発はつしたかのように吹ふき飛とんだ。地面に空いた巨きよ大だいな穴から這はい出てきたのは、青の王ブルー・ナイトと緑の王グリーン・グランデ。

「やー、わりぃわりぃ。手間かけたな」

　大きく伸びをしながら礼を言うブルー・ナイトの鎧よろいはひっかき傷だらけで、背中のマントはぼろぼろに引きちぎれてしまっている。グリーン・グランデは傷こそ少ないが、代わりに装そう甲こうの焦こげ痕あとが青の王より多く、右手に持つ大型の盾たてに至っては半ば溶とけたような有あり様さまだ。

「……生きてたのはさすがだけど……なんでこんな穴に埋うまってるのよ？」

　パープル・ソーンの質問に、ナイトは少々恥はじ入いるかのように角付きヘルメットをこりこり引ひっ搔かいた。

「いやぁ……あのエグいごんぶとレーザーそのものはグッさんが盾で防いでくれたんだけどさ。周りが灼しやく熱ねつ地じ獄ごくだし、上から屋根だの壁かべだの落ちてくるしでこりゃヤベェと思ったら、グッさんが《倍返し》で地面に大穴開けたんで、夢中でそこに飛び込んだってワケだ」

　緑の王グリーン・グランデが持つ神器、十じゆう字じ盾たて《ザ・ストライフ》の特とく殊しゆ能のう力りよく《倍額返済ダブル・ペイバツク》のことは志帆子も教わっている。いかなる攻こう撃げきでも、防ぎきるとその威い力りよくを倍にして反射するという攻こう防ぼう一体の力を、姿の見えない射手への反はん撃げきではなく炎ほのおと瓦礫を防ぐためのシェルター作りに使ったのだろう。

「んで、どうにか生き残ったはいいけど上に瓦礫がしこたま積もっちまってさ。持ち上げようにも体が変な形で固定されちまって力が入らねぇし、剣を抜きたくても柄つかに手が届かねぇしで……いやほんと、助かった」

「てことは、レーザー防いだのも穴掘ほったのもグランデのおっさんだし、瓦が礫れきをどかしたのはロータスとソーンだし……アンタ一人だけ何もしてねーじゃねーか」

　スカーレット・レインの容よう赦しやない突っ込みに、青の王は心外だとばかりに両手を広げた。

「いやいや、心しん意い技わざを使えば三秒で脱だつ出しゆつできたぜ？　けど、エネミーが寄ってきたら面めん倒どうだろ。きっと誰だれかが、レーザー使いを片付けてから戻もどってきてくれると信じて待ってたんだよ。……んで、あのごんぶと野や郎ろうを倒たおしたのは誰だれなんだ？」

「いや、まだだ」

「は？」

「ちょうどいま、うちのレイカーとクロウが戦っている」

　そう答えた黒クロ雪ユキ姫ヒメが、ちらりと東の空を見上げた。外がい壁へきの残ざん骸がいに阻はばまれて直接視し認にんできないが、九く段だん下したの高層ビルではいまこの瞬しゆん間かんも二人がレーザーの射手と戦いを繰くり広ひろげているはずだ。

「お……おいおい、てことはもし二人がやられたら、またあのレーザーで撃うたれちまうじゃねーかよ」

　慌あわてたような声を出す青の王に、黒の王はきっぱりと断言した。

「いや、レーザー使いは二人が必ず倒たおす。だから我々の仕事は、これ以上アイボリー・タワーが何かを仕し掛かけてくる前に、会議参加者全員と合流してポータルに移動することだ」

「……確かにな」

　頷うなずいたブルー・ナイトが、続けて何かを言おうとした、その時。

「ボ──ス!!」という野太いＭ型の声と、

「マスター！」というハスキーなＦ型の声がクレーターに響ひびいた。一同が素す早ばやく南を見ると、外がい壁へきの隙すき間まから、何人ものデュエルアバターが駆かけ込んでくる。

　緑のレギオンのアイアン・パウンドとサンタン・シェイファー。紫むらさきのレギオンのアスター・ヴァイン。そして、この状じよう況きようでもバランスボールに乗ったままの、黄のレギオンのレモン・ピエレット。

　四人の後ろからは、四体のチョペットがてこてこ走ってくる。どうやら志シ帆ホ子コの命令どおり、一体が一人のバーストリンカーを発見し、ここまで誘ゆう導どうしてきたようだ。残り一体は、まだ捜そう索さくを続けているのか。

「へええ……あの人形、チョペットだっけ？　ずいぶん優ゆう秀しゆうじゃないの」

　そう呟つぶやいた紫の王が、すすっと志帆子に近づき、いっそう小声で言った。

「あなた、ネガビュでよくして貰もらってる？　もし不満があるなら、いつでも……」

「おい、そこ！　どさくさに紛まぎれて、うちのホープを引き抜こうとするな！」

　硬こう直ちよくする志帆子に代わって黒雪姫が叫さけび、しかし紫の王はきっちり「連れん絡らくしてきなさい」と言い終えてから元の位置に戻もどった。

　走り寄ってきたアイアン・パウンドに、緑の王ではなく青の王が声を掛かける。

「お前ら、どこまで逃げてたんだよ？　そりゃあのレーザーはヤバイ代しろ物ものだったけど、仮にも七大、じゃなくて六大レギオンの幹部ともあろうモンが……」

　グリーン・グランデが隣となりにいるのに、緑のレギオンのメンバーに説教をするブルー・ナイトの度胸もしくは図ずう々ずうしさに思わず志シ帆ホ子コが感心していると、パウンドが猛もう烈れつな速さでかぶりを振った。

「い、いや、逃げてたわけじゃなくってですね……」

「──エネミーです、マスター！」

　と叫さけんだのは、束ねた鞭むちを右手に持つ、紫むらさきの王の副官アスター・ヴァインだ。

「やはりあのレーザーは第二段階以上の心しん意い技わざだったようです。心意に引き寄せられたエネミーが、南からぞろぞろ集まってきて……最初に寄ってきた小獣レツサー級きゆうはなんとか撃げき破はしましたが、野獣ワイルド級きゆうや巨獣ビースト級きゆうも近づいてきてます！」

　ヴァインの報告に、

「きーてまーすよー！」

　とピエレットが、さすがに焦あせりの滲にじむ声を重ねる。慌あわてて耳を澄すませると、確かに重々しい足音がかすかに響ひびいている気もする。

　無制限中立フィールドのオープンスペース──広い公園や学校の校庭は、エネミーの巣になっていることが多い。志シ帆ホ子コと結ユ芽メ、聖サト実ミがペットのクルちゃんと出で遭あったのも、桜さくら見み中学校の校庭だった。この北の丸公園の南部、そして南東に隣りん接せつする東ひがし御ぎよ苑えんや皇こう居きよ外がい苑えんにも大小たくさんのエネミーが生息しているはずで、それが心しん意い技わざの匂においにつられて北に移動してきているのだろう。

「エネミーか……。──これがアイボリー・タワー、いやブラック・バイスの狙ねらいだったのか……？」

　ブラック・ロータスの唸うなり声に、スカーレット・レインが舌打ちを合わせた。

「無限ＥＫ狙ねらいかよ、あのプラ板バン野や郎ろうの考えそうなこったぜ……。だとすると、バイスとサーベラスは逃げちまったな……」

　しかしすかさず、赤の王の下で深しん紅くの豹ひようが落ち着いた声を出す。

「ＮＰ。このメンバーなら、巨獣ビースト級きゆう程度なら突とつ破ぱできる」

　そう、恐おそらくはそのとおりだ。

　レベル５になったばかりの志帆子にとっては、巨獣ビースト級きゆうはもちろん野獣ワイルド級きゆうでさえソロではどうすることもできない超ちよう強きよう敵てきだが、この場には五人の王とその副官たちがいるのだ。ことに青の王ブルー・ナイトは、確か一人で神獣レジエンド級きゆうすら倒たおしたという伝説の持ち主だったはず。

「大だい丈じよう夫ぶよヴァイン、あとは任せて」

　そう応じた紫むらさきの王が、アスター・ヴァインに歩み寄ると、ねぎらうように左手でぽんぽんと背中を叩たたいた。

「青レオニの二剣デユアリスと黒ネガビユのアルファチームが合流したら、エネミーの囲みを破って最も寄よりのポータルから脱だつ出しゆつする。よく頑がん張ばったわね」

「いえっ……小官は何も……何もできずっ……」

　感かん極きわまったようなアスター・ヴァインの掠かすれ声を、東側から届いた新たな声が搔かき消けした。

「王！　ご無事でしたか！」

「遅ち参さん、面めん目ぼくございませぬ！」

　外がい壁へきの隙すき間まから姿を現したのは、コバルト・ブレードとマンガン・ブレード。途と中ちゆうで追い抜かれたのだろう、後ろに五体目のチョペットの姿も見える。

「よし、これで揃そろったな。あとはクロウとレイカーだけだ」

　そう言った黒クロ雪ユキ姫ヒメが、再び東の空を見上げた。

　まさにその瞬しゆん間かん、一いつ棟とうの高層ビルの側面で、鮮あざやかな紫色の光が放射状に広がった。ビルの壁かべに無数の小しよう爆ばく発はつが発生し、少し遅おくれて地面や近くのビルにも爆発が広がる。

「あれは……アルゴンの《無限配列インフイニツト・アレイ》」

　レパードが呟つぶやき、

「アルゴンって……《四眼クアツドアイズ》かよ!?」

　アイアン・パウンドが呻うめいた。走ってくるコバルトとマンガンも含ふくめて、この場の全員の意識が遠く離はなれたビルに向けられた──その一いつ瞬しゆんの隙すきを、狙ねらい澄すましたかのように。

　破は壊かいの度合いが激しいクレーターの南側に、ひっそりと焼け残った小さな外がい壁へきパネルの根元の影かげから、あのデュエルアバターが音もなく出現した。

　灰色の金きん属ぞく装そう甲こうと狼おおかみのようなフェイスマスクを持つ小こ柄がらなメタルカラー。直接目もく撃げきするのは今日が初めてだが、名前は知っている。ウルフラム・サーベラス……一ヶ月ほど前に加速世界に出現し、レベル１ながら中なか野の第二エリアを中心に圧あつ倒とう的てきな勝率を誇ほこった対戦の天才。

　続いて、昨日の領土戦でも聞いた、どこか学校の先生のような雰ふん囲い気きのある声が響ひびいた。

「サーベラス・ナンバー・ワン、アクティベート」

　俯うつむいていた灰色アバターの顔に、暗くて赤い光のラインが生まれた。

　ガッ、と音を立ててフェイスマスクが上下に開く。狼おおかみの牙きばのようにジグザグした、太さ三センチほどのゴーグルの中に目の光はない。ただ、志シ帆ホ子コが以前どこかで見たことのあるダークレッドの光だけが渦うず巻まいている。

「気をつけろっ……」

　と叫さけんだのが、誰だれなのかは解わからなかった。

　サーベラスの背中に生える四本の鋭するどい突とつ起きから、まるで純じゆん粋すいな闇やみのように黒い炎ほのおが迸ほとばしり、小こ柄がらなアバターは志帆子の視界から瞬しゆん時じに消え去った。格かく闘とうタイプとして動体視力は鍛きたえているはずなのに、残像すらも捉とらえられなかった。

　バギイィィッ！　という途と轍てつもなく嫌いやな音が左側から聞こえて、志帆子はそちらに顔を動かした。

　見えたのは、左ひだり腰こしの刀を抜くべく右手で柄つかを握にぎるマンガン・ブレードと。

　同じく刀を抜こうとして、しかし右手が柄の手前で止まっているコバルト・ブレードの体。その体に、頭はついていない。

　Ｆ型らしく細い首は半ばで無残に引きちぎられ、断面からは血の色のダメージエフェクトが空中に長く尾おを引き──更さらに左側へ十メートル近くも離はなれた場所で停止するサーベラスの右手に、二本の角に飾かざられたコバルト・ブレードの頭部が摑つかまれていた。

　まるでＢＢシステムすらもが出来事を把は握あくできなかったかのように、二秒ほども経たってからコバルト・ブレードの体と頭が鮮あざやかなブルーの炎に包まれ、粉々に四散した。死亡マーカーが出現したのは、体があった位置だった。

　鉤かぎ爪づめ状じようの指に青い炎ほのおの残ざん滓しをまとわりつかせたまま、サーベラスが体を起こし。

「き……さまああああッ!!」

　目の前で姉の首をもがれたマンガン・ブレードが、クレーターの床ゆかに積もる瓦が礫れきを震ふるわせるほどの音量で怒ど声せいを迸ほとばしらせた。

　鋭するどい鞘さや音おとを響ひびかせて抜ばつ刀とうし、上段に構えながら床ゆかを蹴ける。サーベラスがぐるりと人間味のない動きで首を右に回し、背中のスラスターは使わずに、マンガンと同じく床を蹴けって突とつ進しんする。

　今度はどうにか志シ帆ホ子コにも見えた。マンガン・ブレードの斬ざん撃げきは刀身が薄うす青あおく溶とけるほどのスピードで、しかしサーベラスの反応にはどこか余よ裕ゆうすら感じられた。

　ぬるりと伸ばした左手で、自分の頭めがけて振り下ろされる刃やいばを横から摑つかむ。親指が切断され、額を刀身が断たち割わるさまを志帆子は幻げん視しした。──しかし。

　ギイン！　と鈍にぶい金属音がクレーター内の空気を軋きしませた。マンガン・ブレードの刀は空中でぴたりと静止し、刀身の半ばをサーベラスの左手が無造作に握にぎっている。軋きしむような異音が続いているのは、刀がサーベラスの指を斬きり落おとそうとしている──

　のではなかった。再び悲鳴じみた響ひびきが放たれ、刀身が半ばから粉々に砕くだけた。

「っ……!?」

　驚きよう愕がくの気配を漏もらす女武者の腹部を、サーベラスが右足で蹴けり上げる。ピーコックブルーの装そう甲こうも刀身と同様に呆あつ気けなく砕くだけ、マンガンの体は一直線に吹ふき飛とぶと、後方の瓦が礫れきの山に突っ込んで動かなくなる。

　即そく死しは免まぬがれたようだが、体力ゲージがほとんど残っていないのは無制限中立フィールドでの戦せん闘とう経けい験けんが少ない志帆子にも確信できた。止とどめを刺さすつもりか、サーベラスがマンガンを凝ぎよう視ししながら体を沈しずめる。背中のスラスターが、じゃきっと音を立てて広がる。

　だが、突とつ進しんが行われることはなかった。

　ドゴオォォン！　という爆ばく音おんが轟とどろき、サーベラスの目の前で土つち煙けむりがもうもうと湧わき上がった。砲ほう撃げきや爆ばく撃げきではない。何か……何者かが上空から急降下してきて、クレーターの床ゆかぎりぎりで逆ぎやく噴ふん射しやをかけたのだ。

　北風に土つち煙けむりが吹ふき払はらわれた瞬しゆん間かん、志帆子は両目をいっぱいに見開いた。

　灰色のメタルカラーのすぐ前で片かた膝ひざをついているのは、二対四枚の翼つばさを大きく広げた、白銀のメタルカラー・アバターだった。

「……ハル……」

　志帆子の隣となりで、千チ百ユ合リが二人にしか聞こえない呟つぶやきを零こぼした。
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　コバルト・ブレードの死亡エフェクトに気付いたハルユキが、千ち代よ田だ区役所北側のビルから武道館跡あと地ちのクレーターまで飛ひ翔しようし、着地するのに十秒とかからなかったはずだ。

　しかしそのあいだにマンガン・ブレードまでが撃げき破はされ、瀕ひん死し状じよう態たいに追い込まれてしまった。怒いかりや焦しよう燥そう、不安、途と惑まどい、その他多くの感情を懸けん命めいに押さえ込みながら、ハルユキは眼前のメタルカラーに語りかけた。

「サーベラス……聞こえるか、サーベラス」

　返事はない。

　右みぎ肩かたのアーマーは閉じ、顔のバイザーが開いているので、現在は《一番》──最初にハルユキと出会い、何度も対戦した少年の人格が表に出ているはずだ。しかし、バイザーの中には赤黒い光が渦うず巻まくばかりで、バーストリンカーの意思は感じられない。

　光の正体を、ハルユキは知っている。

　無数にばらまかれたＩＳＳキット端たん末まつを通して、東京ミッドタウン・タワーの《本体》に蓄ちく積せきされた、負の心しん意いの精せい髄ずい。

　本体はすでに黒クロ雪ユキ姫ヒメと四元素エレメンツによって破は壊かいされたが、心意エネルギーそのものは加速研究会の本ほん拠きよ地ちに転送され、ニコから奪うばった強化外装に注入されて災さい禍かの鎧よろいマークⅡを生み出した。巨獣ビースト級きゆうエネミーにも匹ひつ敵てきするほどの巨きよ体たいだったマークⅡはライム・ベルのシトロン・コールによって分ぶん離り、還かん元げんされたが、唯ゆい一いつスラスターパーツだけ取とり戻もどせずに、装着者のサーベラスとともに姿を消してしまった。

　目の前に立つサーベラスの背中から生えた四本の突とつ起きこそ、インビンシブルのスラスターが変形した姿だ。災禍の鎧マークⅡの心しん意いエネルギーは、まだこのスラスターの中に宿っている。つまり、初代災禍の鎧の依より代しろであった強化外装《ザ・ディザスター》と同質の存在──しかし、内包する闇やみのポテンシャルでは遥はるかに上回るだろう。

　サーベラスの心は、五代目クロム・ディザスターとなったチェリー・ルークのように、鎧に支配されてしまっている。コバルト・マンガン姉し妹まいへの、機械的とさえ思える冷れい徹てつな攻こう撃げきぶりを見ればそう判断するしかない。ハルユキが出で遭あった頃ころのサーベラスは、常に対戦相手への敬意を忘れない、真のバーストリンカーだったのだから。

　そう認にん識しきしてもなお、ハルユキは繰くり返かえし呼びかけずにいられなかった。

「頼たのむ、答えてくれ、サーベラス！」

　バイザーを満たす赤い光が、一いつ瞬しゆんだけ明度を増した。

「サーベラ……」

　ボッ、と空気を引ひき裂さきながら繰くり出された神速の右ストレートを、両りよう腕うででガードできたのはほとんど奇き跡せきだった。アルゴン・アレイとの極限バトルによって引き上げられた知覚の加速がまだ続いていたせいか、サーベラスの重心の微び妙みような変化を感じ取れたのだ。

　しかし、ガードしようとしまいと、結果は同じだったのかもしれない。

　タングステンの拳こぶしが接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、シルバー・クロウの両腕の金きん属ぞく装そう甲こうが、内蔵された導光クリスタルごと粉々に砕くだけ散ちった。最大サイズのエネミーのぶちかましを喰くらったかのような、凄すさまじい衝しよう撃げき。踏ふみ留とどまることはおろか、背中の翼つばさを広げることもできず、ハルユキは一直線に吹ふき飛とぶとアリーナ南側の瓦が礫れきの山に激げき突とつした。視界左上の体力ゲージが、一気に半分を割り込んで黄色く染まる。

　物理的な衝しよう撃げきと、懸けん命めいの呼びかけがサーベラスにまったく届かなかったという精神的衝撃で、ハルユキは大の字に転がったまま呆ぼう然ぜんと両目を見開いた。追い打ちをかけるつもりか、サーベラスががしゃり、がしゃりと歩み寄ってくる。
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「逃げろ、クロウ」

　というかすかな声にどうにか視線だけを動かすと、三メートルほど離はなれたところに横たわるマンガン・ブレードの姿が見えた。艶あでやかだった和風の鎧は大破し、しかも瓦礫から突き出た鉄骨が腹部を貫かん通つうしている。刀があれば鉄骨を切断して脱だつ出しゆつできるだろうが、サーベラスに素す手でで砕くだかれるシーンをハルユキも飛行中に見た。

　マンガンはいま、現実世界で同じ傷を受けるに等しい痛みを感じているはずだ。とてもそのままにしてはおけない。

　起き上がろうとするハルユキの視界の端はしで、サーベラスが体を前ぜん傾けいさせ、背中のスラスターを広げた。静止状態からのパンチ一発でゲージが半減するほどのダメージを受けたのだから、突とつ進しん攻こう撃げきにはとても耐たえられない。どうにか回かい避ひしつつ、マンガンの体を鉄骨から引き抜いて上空に逃のがれるしかない……。

「バカ、逃げろ……」

　マンガン・ブレードが再び苦しそうに言い、それを無視してハルユキが懸けん命めいににじり寄ろうとした、その時。

　先刻のマンガンと同じように、今度はサーベラスが横一直線に吹ふき飛とんだ。

　少し遅おくれて、金属質の轟ごう音おんと青く光る衝しよう撃げき波はがハルユキの全身を叩たたく。

　寸前までサーベラスが立っていた場所に、ショルダーチャージの格好で静止しているのは、純じゆん粋すいなサファイアブルーの重じゆう装そう甲こうをまとった騎き士し型がたアバターだった。

「青の……王……」

　ハルユキの掠かすれ声が聞こえたかのように、《剣聖ヴアンキツシユ》ブルー・ナイトは剛ごう毅きなフェイスマスクを一いつ瞬しゆんだけ右に向けると、ハルユキに軽く頷うなずきかけた。すぐに正面を睨にらみ、左ひだり腰こしの鞘さやから長大な両りよう手て剣けんを引き抜く。

　正面に二十メートル以上離はなれた外がい壁へきの根元でも、ウルフラム・サーベラスが平然と立ち上がった。全身のタングステン装そう甲こうはまったくの無傷。バイザーの隙すき間まから、深しん紅くの光こう芒ぼうが水平に放たれる。

　青い騎士と灰色の狼おおかみは、互たがいの力量を測るかのように、しばし睨にらみ合あった。双そう方ほうの情報圧オーラが膨ふくれ上がり、廃はい墟きよの空気をちりちりと帯電させる。

「立てるか、クロウ」

　不意にすぐ後ろで耳慣れた声がそう囁ささやき、刃やいばから変じた華きや奢しやな手がハルユキの体を引き起こした。どうにか立ち上がったハルユキは、右みぎ腰こしを支え続ける手に自分の手を重ね、ひと言だけ囁ささやき返かえした。

「……先せん輩ぱい……」

「よく頑がん張ばったな、あとは我々に任せろ」

　黒クロ雪ユキ姫ヒメは優やさしく、しかし毅き然ぜんとした声でそう言うと、背後から顔を出したライム・ベルにハルユキを預けた。マンガン・ブレードの胴どう体たいを貫つらぬく鉄骨はニコが過剰光オーバーレイを帯びた手刀でバターのように切断し、傷ついた女武者をパドさんの背中に乗せる。

「まったく、無茶ばっかりして……」

　チユリの小言に「ゴメン」と答え、ハルユキはもう一度黒雪姫を見た。

「あの、先輩、サーベラスは……」

「解わかっている、なんとか彼から強化外装を分ぶん離りできないか試ためしてみる。クロウ、キミの仕事も終わったわけじゃないぞ……ベルをしっかり守れ」

「は……はい！」

　頷うなずいてから、最低限の音量で付け加える。

「それと、そのへんの影かげにまだアイボリー・タワーが……いえ、ブラック・バイスが隠かくれてるはずです。あいつにも気をつけてください」

「うむ。影から出てきたら即そく座ざに始末する」

　囁ささやき返かえし、黒雪姫はクレーターの中央を見た。

　その視線が、限界まで張はり詰つめた均きん衡こうを破ったかのように。

　対たい峙じするブルー・ナイトとウルフラム・サーベラスが、同時に地面を蹴けった。

　青の王の突とつ進しんは、知覚加速が解けたハルユキの目にはまるで捉とらえられないスピードだった。巨きよ体たいがサファイアブルーの流線となって消しよう滅めつし、直後、再び轟ごう音おんが轟とどろく。

　右に十メートル移動した地点に出現した青の王は、両りよう手て剣けんを半ばまで振り下ろしていた。

　長大な刀身を受け止めているのは、先刻ハルユキが行ったようにがっちりと交差するサーベラスの両りよう腕うでだった。しかしハルユキと違ちがって、灰色の重じゆう金きん属ぞく装そう甲こうにはひび一本入っていない。青の王の超ちよう高こう速そくチャージからの上じよう段だん斬きりを、完全にガードしている。

「あれを止めるとはね……」

　そう呟つぶやいたのは、いつの間にか黒雪姫の左に立っていた紫むらさきの王だった。

　青の王の両りよう手て剣けんは、七星外装セブン・アークスの第一星アルフア、《天てん枢すう》ジ・インパルス。トリリード・テトラオキサイドが持つ直刀ジ・インフィニティや、グラファイト・エッジの双そう剣けんルークス＆アンブラとともに、加速世界最強の一ひと振ふりだ。

　いかにサーベラスのタングステン装そう甲こうが硬かたいといっても、王が神器で放った全ぜん力りよく攻こう撃げきを無傷で防ぐとは尋じん常じようではない。やはり、超ちよう高こうレベルの負の心しん意いがサーベラスの全ステータスを飛ひ躍やく的てきに増大させているのだろう。かつての、クロム・ディザスターのように。

　渾こん身しんの斬ざん撃げきをガードされた青の王は、しかしそのまま交差する両りよう腕うでを押おし斬きろうとするかのように膂りよ力りよくと自重を加え続けた。刃はと装そう甲こうの接せつ触しよく点てんからオレンジ色の火花が断続的に飛び散り、サーベラスの足が少しずつ瓦が礫れきに埋うまっていく。

　純じゆん粋すいな格かく闘とうタイプで飛び道具や搦からめ手てを持たないサーベラスは、あの体勢に持ち込まれると、剣を弾はじき返かえさない限り脱だつ出しゆつも反はん撃げきもできないはずだ。そしでどうやら単純なパワー比べでは、青の王に分ぶがある。

　──素す晴ばらしいね。

　不意に背後でそんな声が聞こえ、ハルユキは世紀の対戦に目を奪うばわれながらも頷うなずいた。

「ええ……さすがは青の王……」

　──いやいや、違ちがうよ。彼のほうだ。

　滑なめらかで平板な声に、ごくかすかな昂たかぶりが忍しのび込む。

　──ナイト君を相手に一歩も退ひかないとは、期待以上の仕上がりだ。これはもう、いつまでも番号で呼んでいては可哀かわい想そうだね……。彼には、新たな名を与あたえるとしよう。《ウルフラム・ディザスター》……どうだい？

　ここでようやくハルユキは、声の主がネガ・ネビュラスの仲間でも、他の会議参加者でもないことに気付いた。素す早ばやく周囲を見回しながら叫さけぶ。

「どこだ……！」

　すると、ハルユキに肩かたを貸すチユリが、弾はじかれたように顔を動かした。

「ど、どうしたの!?」

「……いま、ブラック・バイスの声が……」

「えっ……あたしには聞こえなかったよ？」

「…………？」

　愕がく然ぜんとするが、近くで戦せん闘とうを見守る黒クロ雪ユキ姫ヒメやニコたちにも聞こえなかったようだ。しかし、幻げん聴ちようなどでは有り得ない。ウルフラム・ディザスターという不ふ吉きつな名は、耳の奥おくに染しみついている。

「サーベラス……」

　右みぎ拳こぶしを握にぎり締しめ、ハルユキは再び友の名を囁ささやいた。

　いままでハルユキが、現状のサーベラスを《災さい禍かの鎧よろいマークⅡ》と呼んできたのは、問題の主体はあくまで強化外装だと認にん識しきしていたからだ。負の心しん意いが宿るスラスターさえ分ぶん離りできれば、サーベラスは本来の彼に戻もどれるのだと。

　しかし、ウルフラム・ディザスターなどという名前で呼ぶのは、変化が不可逆的なものだと認めるに等しい。そんなことは絶対に、絶対にあってはならない。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメが「ライム・ベルを守れ」と言ったのは、機を見て今度こそシトロン・コールでニコのスラスターを引ひき剝はがすためだ。そのチャンスは刻一刻と近づいている。

　青の王の剣けん圧あつに抗あらがいきれなくなったのか、サーベラスの体ががくっと揺ゆれた。頭上で交差する両りよう腕うではまだしっかりと大たい剣けんを受け止めているが、両りよう膝ひざの曲がりが徐じよ々じよに深くなりつつある。もうすぐ限界を超こえたサーベラスは地面に打うち倒たおされるだろう。その時こそ、ライム・ベルの出番だ。

　千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を、どこかに隠かくれているブラック・バイスに邪じや魔まさせるわけにはいかない。集中力の三割をクレーター中央の決戦、七割を周囲への警けい戒かいに振り分けて、ハルユキはひたすらその瞬しゆん間かんを待った。

　ジ・インパルスの刀身と、タングステン装そう甲こうがひときわ激しく擦こすれ合あう。大量の火花が飛び散り、双そう方ほうの顔を明るく照らす。

　次の瞬しゆん間かん、ついに膠こう着ちやく状じよう態たいが破れた。

　大たい砲ほうを発射したかのような轟ごう音おんがハルユキの全身を突き抜けた。

　砕くだけた装そう甲こうの破は片へんが大量に漂ただよう。陽光を受けて美しく煌きらめくその色は──澄すんだ青。

「えっ……！」

　密着するチユリが驚おどろきの声を上げ、ハルユキも鋭するどく息を吸い込んだ。脳のう裏りに、一秒前の信じがたい光景を再生する。

　圧力に耐たえかね、地面に膝ひざを突いたかに見えたサーベラスのスラスターが、黒い炎ほのおをほんの一いつ瞬しゆん噴ふん射しやし──たったそれだけでジ・インパルスは高々と跳はね上げられて、がら空きになった青の王の胸むな元もとに、サーベラスが頭ず突つきを叩たたき込んだのだ。

　ウルフラム・サーベラスはかつて中なか野の第二エリアでの対戦で、あの頭突き一発でフロスト・ホーンの肩かたアーマーを粉ふん砕さいし、離り陸りく直ちよく後ごのハルユキを地面に叩たたき落おとした。レベル１の頃ころからサーベラスの決きめ技わざだった頭突きは、スラスターの……いや災さい禍かの鎧よろいマークⅡの推力を得て、青の王にすら通用する必殺の一いち撃げきとなってしまった。

　分厚い胸アーマーを砕くだかれたブルー・ナイトは瓦が礫れきの上を十メートル以上も吹ふき飛とばされ、しかし倒たおれるのは何が何でも拒きよ否ひすると言わんがばかりに、右手の剣を地面に突き刺して踏ふみ留とどまる。アバター素体の損傷は浅いようだが、いまの一撃で体力ゲージが大きく減ったことは間ま違ちがいない。

「ったく……相変わらず甘あまいわね」

　紫むらさきの王が毒づき、黒雪姫がハルユキたちに解説した。

「ナイトは昔から、相手が必ひつ殺さつ技わざを使わないうちは絶対に自分も使おうとしないのだ。当然、心しん意い技わざもな」

「そりゃ見上げた心がけだが時間がねーぞ。あと二、三分でエネミーの第二波がここまで来ちまうぜ」

　ニコの言葉に、後ろに引いていた緑の王がずしんと一歩前に出る。

「もはや、我らの総力で対処すべき時」

「仕方ありませんねぇ」

　と応じたのは、紫むらさきの王でも黒の王でも赤の王でも緑の王でも、もちろんブラック・バイスでもなかった。

　四人の王の少し前方で、ぼうん！　と黄色い煙けむりが湧わき上がり、その中から悠ゆう然ぜんと姿を現したのは──黄の王イエロー・レディオ。

「ちょ……ちょっとあんた！　いままでどこにいたのよ！」

「いやはや面めん目ぼくない。武道館の崩ほう落らくに巻まき込まれて、つい先さき程ほどまで瓦が礫れきに挟はさまっていたのですよ」

　紫の王の詰きつ問もんに平然と答え、レディオは左手のバトンをくるくる回した。クレーターの西側で、アイアン・パウンドたちと一いつ緒しよにいるレモン・ピエレットが「はーさまーれたー……」とやや呆あきれたような声を出す。

　ようやく揃そろった五人の王は、互たがいに小さく頷うなずき合うと、無造作とさえ思える足取りで一歩踏ふみ出した。その足あし許もとで土つち煙けむりが湧わき上がり、五人はテレポートじみた速さで左右に分かれると、青の王を加えて正六角形のフォーメーションを作る。

　六角形の中央に立つサーベラスが、深しん紅くのゴーグルをゆっくり左右に動かした。六人ものレベル９ｅｒナイナーに──現在の加速世界に於おける掛かけ値ねなしの最強戦力に囲まれているというのに、一見脱だつ力りよくしたような立ち姿に変化はない。

　確かに、災さい禍かの鎧よろいマークⅡと融ゆう合ごうしたサーベラスの戦せん闘とう力りよくは圧あつ倒とう的てきだ。いくら必ひつ殺さつ技わざを封ふう印いんしているとしても、近接型デュエルアバターの頂点たる青の王と、一対一で互ご角かく以上に戦えることがすでに異常と言っていい。

　だとしても。六人もの王の同どう時じ攻こう撃げきを跳はね返かえすのはどう考えても不可能──ましてや、全員を撃げき破はできようはずもない。それは、この状じよう況きようを作り上げたブラック・バイスも理解しているはず。

　ならば、《拘こう束そく者しや》の狙ねらいは他にあるのだ。考えられるのは、六王の意識がサーベラス一人に集中した瞬しゆん間かんを狙ねらって、それ以外の誰だれかを狙ねらうことか。数十分前まで武道館のアリーナだったクレーター内部には大量の瓦礫が積もっていて、当然それらの下には影かげができている。

　先刻ハルユキに囁ささやきかけてきた声が本物ならば、ブラック・バイスは瓦礫が作る影のどこかに《潜影シヤドウ・ラーカー》アビリティで身を潜ひそめ、自ら行動に移る時を待っているに違ちがいない。

　対たい峙じする六王とサーベラスから視線を引ひき剝はがし、ハルユキは再び周囲を確かく認にんした。

　ハルユキの左ひだり肩かたを支えるライム・ベルのすぐ隣となりには、五体のチョペットたちを必ひつ殺さつ技わざゲージに戻もどしたショコラ・パペッター。右側には、深傷を負ったマンガン・ブレードを背中に乗せたブラッド・レパードと、アスター・ヴァイン。少し離はなれた西の外周部に、アイアン・パウンドとサンタン・シェイファー、レモン・ピエレットが並ぶ。

　バイスはきっと、東京ミッドタウンでニコを拉ら致ちした時のように、誰だれかを薄うす板いたで挟はさんで影かげに沈しずめ、拉致するつもりだろう。その人ひと質じちを盾たてに、白のレギオンへの総そう攻こう撃げきを取りやめさせる。ハルユキが思いつくかぎり最悪の展開がそれだ。

　しかし同時に、誰だれかを拉致するために影から出てきた瞬しゆん間かんが、ブラック・バイスの最大の隙すきでもある。弟で子しを名乗るシャドウ・クローカーと同じように、その瞬間に影を消してしまえば地面から弾はじき出され、数秒のあいだは無防備になるはず。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメたちとサーベラスの戦いを注視したい気持ちを抑おさえ込み、ハルユキは副官たちの足あし許もとに意識の大半を集中させ続けた。

　気付けば、クレーターの内部は完全な静せい寂じやくに包まれている。六王とサーベラスがせめぎ合わせる強きよう烈れつな闘とう気きが、南から接近しつつある大型エネミーの足音までをも搔かき消けす。

　きっかけは何もなかった。

　合図はおろか、アイコンタクトすらせずに、六人の王は完全に同期した動きで剣を、盾たてを、杖つえを、バトンを、銃じゆうを構え、滑すべるような高速突進で六角形の内径を狭せばめ始はじめた。

　最も早はや逃げ場はない。あるとすれば真上だが、王たちもそれは計算の内らしい。超ちよう威い力りよくを秘めた六つの武器が、脱だつ出しゆつ口ぐちを塞ふさぐように斜ななめ上から灰色の狼おおかみに振り下ろされる。

　しかし、サーベラスは逃にげなかった。

　その場で両足を踏ふん張ばり、両りよう拳こぶしを腹の前で音高く打ち合わせる。頭部のバイザーが上下から嚙かみ合あい、深しん紅くのゴーグルをジグザグのラインにまで狭める。アビリティ、《物理無効フイジカル・イミユーン》発動のモーション。加えて、全身を闇やみのオーラが分厚く包み込む。

　直後、六王の攻撃が六方向からミリ秒のずれもなく炸さく裂れつし、六色のライトエフェクトを眩まばゆく輝かがやかせた。

　全て通つう常じよう技わざとは言え、レベル９ｅｒナイナーたちによる完かん璧ぺきなまでの同調シンクロは、一いち撃げきの威い力りよくを何十倍にも増ぞう幅ふくするはずだ。しかも青の王の両りよう手て剣けんと緑の王の十じゆう字じ盾たて、紫むらさきの王の錫しやく杖じようは最強の強化外装たる七の神器セブン・アークスだし、黒の王の四し肢し剣けんはもちろん赤の王の拳けん銃じゆうと黄の王のバトンも神器に大きく劣おとるものではあるまい。

　いっぽうサーベラスは、超ちよう硬こう度どタングステン装そう甲こうの防ぼう御ぎよ力りよくと物理無効アビリティの効果を、底無しの心しん意いエネルギーでブーストしている。かつて災さい禍かの鎧よろいマークⅡは、メタトロン本体の《トリスアギオン》の直ちよく撃げきにすら耐たえたのだ。

　絶ぜつ対たい的てき攻こう撃げき力りよくと絶ぜつ対たい的てき防ぼう御ぎよ力りよくの激げき突とつは、ハルユキの予想に反してごく静かなものだった。

　まったくの無音、振しん動どうも衝しよう撃げきも一いつ切さい感じない。衝しよう突とつ点てんから虹にじ色いろの花のような光こう彩さいが波打ちながら広がり、その中心で漆しつ黒こくの闇やみが渦うず巻まいている。クレーターの中央部だけ時間が停止してしまったかのように、六王もサーベラスもぴくりとも動かない。

「なんで、何も起きないの……？」

　チユリのかすかな囁ささやきに、ハルユキもほとんど声にならない声で答えた。

「……二つの力が大きすぎて、結果が出ないんだ……」

　事実かどうかは解わからないが、ハルユキはそう感じたのだ。ＢＢシステムそのものが、最強の矛ほこと最強の盾たての激げき突とつを処理できずにいる、と。だが、そんな状態が永遠に続くとも思えない。いつかはシステムの天てん秤びんが傾かたむき、凝ぎよう縮しゆくしている超ちようエネルギーが、サーベラスか六王のどちらかに襲おそいかかる。息もできずに、ただその瞬しゆん間かんを待つ。

　クレーターのどこかに潜ひそむブラック・バイスのことを忘れたわけではない。事実ハルユキは、集中力の半分をクレーター中央の激げき突とつに奪うばわれつつも、もう半分で自分やパドさん、パウンドたちの足あし許もとを警けい戒かいし続けていた。もし影かげの中から黒い薄うす板いたが一枚でも現れれば、その瞬間に突とつ進しんして心しん意いの光で影かげを消し、地面から引きずり出すつもりだった。

　しかし。

　王たちが更さらなるパワーを注つぎ込んだのか、虹にじ色いろの光がひときわ激しく輝かがやいた瞬間、ごく短い時間ではあったがハルユキは意識の全てをそちらに向けてしまった。

　その刹せつ那なを狙ねらい澄すましたかのように──。




「──《二十面絶界イコサヘドラル・インシユレーシヨン》」




　気負いも恐おそれも快かい哉さいもない、何らかの事実を無感動に告げるが如ごとき声が響ひびいた。

　今度はチユリにも聞こえたらしく、触ふれ合あうアバターがぴくりと震ふるえる。ハルユキも、意識を王たちから引ひき戻もどそうとする。

　ほぼ同時に、瓦が礫れきが作る影かげの中から、黒い薄板が音もなく出現した。

　しかしその場所は、誰だれの足あし許もとでもなかった。

　クレーターの中にいる全員──サーベラスと六人の王、そして九人の会議参加者を余よ裕ゆうで包み込むほどのサイズの円周上に、二十枚もの巨きよ大だいな薄板が浮うき上がったのだ。全てが完かん璧ぺきな正三角形で、一辺の長さは三メートルを超こえている。

　巨きよ大だいな三角形たちは、互たがい違ちがいに並んで黒い壁かべを作るや、瓦礫を蹴け散ちらしながら円の直径を急激に縮小させ始めた。

　──拘こう束そく技わざ!!

　直感的にそう認にん識しきしたハルユキは、しかしチユリを抱かかえて三角形の包囲から脱だつ出しゆつするべきか否いなか、一いつ瞬しゆん迷ってしまった。それでは、昨日の領土戦でスノー・フェアリーとグレイシャー・ビヒモスの複ふく合ごう心しん意い技わざから二人だけで脱だつ出しゆつした時の繰くり返かえしになる。再び仲間たちを見捨てて逃げることへの強い忌き避ひ感かんが、ハルユキの反応を遅おくらせた。

　いっぽう、チユリの判断は揺ゆるぎなかった。

「あたしはいいから、飛んで逃げて！」

　耳みみ許もとで強く響ひびいた叫さけび声に、「でも……！」と抗あらがいかけたハルユキの背中に、黒い壁かべを作る三角板の一つが接せつ触しよくした。

　板そのものには攻こう撃げき力りよくはないようだが、有う無むを言わせぬ硬かたさと圧力で二人をクレーターの中央へと押しやっていく。ショコが悲鳴を上げ、左側ではパウンドとシェイファーが、右側ではレパードとヴァインが肩かたや頭、両手で板を押おし戻もどそうとしているが、ハイランカーたちの膂りよ力りよくでも円の収縮を減速させることすらできない。

　六人の王ももう、自分たちを取り囲む黒い壁に気付いているはずだ。しかしシンクロ攻こう撃げきのバランスがわずかでも崩くずれれば、一点に凝ぎよう集しゆうしているパワーを全て跳はね返かえされ、王といえども大ダメージを喰くらってしまう。とは言え、円が完全に収縮してしまえば同じ結果は避さけられない。

　……いや。

　ブラック・バイスの目的が、単にこの場の全員を一いつ箇か所しよに押し集め、六王の攻撃力の暴発でダメージを与あたえることだとは思えない。そうした上で、更さらに何らかの企たくらみがあるはずだ。いまそれを看破できない以上、脱だつ出しゆつできるうちに脱出するべきなのかもしれないが──しかし──しかし。

　決断できないまま三角板に押されるハルユキの隣となりで、再びチユリが叫さけんだ。

「クロウ、早く！」

　そしてチユリは、背中で壁の収縮に抗あらがいながらハルユキの左ひだり腕うでを振ふり解ほどくと、思いきり円の中心方向に突き飛ばした。

「行って、カラス君！」「行きなさい！」

　後ろから放たれたショコとパドさんの声までもが強く背中を叩たたく。

　ほんの五メートル前方では、王たちがなおもサーベラスの防ぼう御ぎよを打ち破るべく力を振ふり絞しぼっている。六色の光が入り混じった波動は柱となって垂直に屹きつ立りつし、その根元ではサーベラスを包む闇やみのオーラが生き物のように激しく蠢うごめく。

　ハルユキの位置からは、ニコの横顔と黒クロ雪ユキ姫ヒメの半鏡面ゴーグルが見えた。頭の芯しんで、二人の声が響ひびいた。

　──飛べ、クロウ！

　──行くんだ！

「…………っ!!」

　歯を食くい縛しばり、真上を睨にらみながら翼つばさを広げる。

　途と端たん、まるでハルユキの脱だつ出しゆつを妨さまたげんとするかの如ごとく、収縮の過程で重なっていた三角板が上にスライドした。円から半球へと変化しつつ、上空を塞ふさいでいく。

　思いきり地面を蹴けり、アルゴン・アレイのレーザーに撃うち抜かれた金きん属ぞく翼よくと、無傷のメタトロン・ウイングを広げる。

「うおあああああッ!!」

　自分の無力さへの怒いかりを咆ほう哮こうに変えて、ハルユキはフルスピードで上じよう昇しようした。半球の穴はみるみる小さくなっていく。翼つばさを限界まで鋭えい角かくに畳たたみ、両りよう腕うでをまっすぐ伸ばして、穴の向こうに見える黄緑色の空へと突き進む。

　振しん動どうする金属フィンと三角板の縁ふちが接せつ触しよくし、耳をつんざくような高周波と大量の火花が迸ほとばしった。最も外側のフィンが二枚とも引きちぎられたが、それを代だい償しように、ハルユキは黒い半球から辛からくも脱だつ出しゆつした。

　即そく座ざに四枚の翼を広げて減速、素す早ばやく反転して眼下の半球を凝ぎよう視しする。

　ハルユキが突とつ破ぱした穴はすでに消しよう滅めつしていて、内部は見通せない。漆しつ黒こくの檻おりから脱だつ出しゆつするには、クレーターの地面を掘ほるしかない……。

　いや、まだだ。

　三角形たちは更さらに運動を続け、半球の下か端たんを内側に折り込んでいく。バキバキと音を立てて瓦が礫れきをへし折り、粉ふん砕さいし、三角形の辺と辺とを接合させて、ついには半ば地面に埋うまった全球を作り出す。

　二十枚の正三角形による、完全な閉へい鎖さ空間。正二十面体イコサヘドロン。

　直径六メートル弱のあの空間には、六人の王と八人のレギオンメンバー、そしてサーベラスが閉じ込められている。そしてその中心部では、王たちがいまなおフルパワーをせめぎ合わせているのだ。

　閉鎖された空間であんな超ちようエネルギーが解放されたら……とハルユキが戦せん慄りつした、その瞬しゆん間かんだった。

　ズズウゥゥン！　という重々しい爆ばく音おんが轟とどろき、正二十面体が激しく震ふるえた。

「あ……ああっ……！」

　悲鳴にも似た声を上げ、ハルユキは再び翼つばさを広げた。一秒前の危き惧ぐが現実となってしまったのだ。

　サーベラスの守りが破れたのなら、攻こう撃げき力りよくの大半はサーベラス一人の防ぼう御ぎよ力りよくと体力ゲージに吸収され、ハルユキに聞こえるほどの爆ばく発はつは起きないだろう。やはり六人のバランスが崩くずれて暴発したに違ちがいない。その瞬間、閉鎖空間の内部では、想像を絶するエネルギーが荒あれ狂くるったはずだ。

　黒クロ雪ユキ姫ヒメたちはダメージを受けつつもなんとか耐たえられたのか──あるいは耐え切れずに死んでしまったのか。正二十面体の外からは、それすらも確かく認にんできない。

　破は壊かいするしかない。

　そう決意し、ハルユキは拳こぶしを握にぎった。

　通つう常じよう攻こう撃げきではもちろん、必殺技ヘツドバツトや強化外装ルシード・ブレードでも恐おそらく傷一つつけられないだろう。可能性があるのは心しん意い技わざだけだが、武道館跡あと地ちの南に広がる金属樹林の奥おくでは、複数の巨きよ大だいな影かげが蠢うごめいている。アルゴン・アレイやサーベラスの心しん意い力りよくに引き寄せられた大型エネミーたちだ。ハルユキが心意技を使えば、彼かれらにターゲットされてしまう。

　それでも──。

　大きく息を吸い、吐はいて、ハルユキは高度を上げた。エネミーの前進速度からしてチャンスは一度きり。一回の全ぜん力りよく攻こう撃げきで正二十面体を破は壊かいしなくてはならない。

　握にぎっていた拳こぶしを手刀に変え、そこに淡あわい過剰光オーバーレイを宿し、四枚の翼つばさをいっぱいに広げ。

　決死の突とつ撃げきを敢かん行こうしようとした、その寸前。

「鴉からすさん、だめ！」

　後方でそんな声が響ひびき、ハルユキは素す早ばやく体を反転させた。

　流体金属の髪かみをなびかせ、青白い噴ふん射しや光こうを背負いながら突とつ進しんしてくるのは、千ち代よ田だ区役所北のビルで別れたスカイ・レイカーだった。

「し……師し匠しよう！」

　叫さけぶハルユキからわずか五メートル手前でレイカーはブースターの噴ふん射しやを止め、両手を広げてエアブレーキを掛かける。それでもかなりの勢いがついたままのアバターを、ハルユキは無む我が夢む中ちゆうで抱だき留とめた。

「師匠……先せん輩ぱいたちが！」

　掠かすれ声で叫さけんだハルユキに、楓フウ子コは深く頷うなずいてみせた。

「状じよう況きようは解わかってるわ。──わたしは、誰だれかがアルゴンを蘇そ生せいさせるかもと思って、彼女の死亡マーカーを監かん視ししてたの。でも、まさかこっちがこんなことになるなんて……」

「あ……あの二十面体の中には、先輩もベルも、ショコもレインもパドさんも……会議に参加してたみんなが閉じ込められてるんです。しかもその中で、六王の同時攻撃が暴発して……も、もしかしたらみんな……」

「落ち着いて、鴉さん」

　楓子の両りよう腕うでが、ハルユキの背中をしっかりと押さえる。

「あの黒い二十面体は、ブラック・バイスの拒きよ絶ぜつの心意よ。恐おそらく、グラフの《解明剣エリユシデイター》と同じ第三段階の心意技……残念だけど、わたしや鴉さんの心意は通じないわ。強ごう引いんに攻こう撃げきすれば、反動でこちらがダメージを受けてしまう」

「だ……第三段階……!?」

　新たな絶望に囚とらわれながら、ハルユキは再び眼下の黒い球体を凝ぎよう視しした。

　ハルユキはいままで、ブラック・バイスの同どう系けい列れつ心しん意い技わざを二種類目もく撃げきしている。一つ目は、ハルユキ自身が閉じ込められた《六面圧縮ヘキサヘドラル・コンプレツシヨン》。二つ目は、ニコから強化外装を奪うばう時に使用された《八面断絶オクタヘドラル・アイソレーシヨン》。どちらも恐おそるべき強度を誇ほこり、黒クロ雪ユキ姫ヒメやタクムの協力がなければ破は壊かいできなかった。

　古典的な正多面体は四面体、六面体、八面体、十二面体、二十面体の五種類しか存在しない。それを考えれば、この《二十面絶界イコサヘドラル・インシユレーシヨン》は、ブラック・バイス最大最強の拘こう束そく型がた心しん意い技わざであってもまったく不思議はない。

　そこまで考えたハルユキは、不意にあることに気付き、視線を周囲の地面に巡めぐらせた。

「そうだ……あの二十面体を作ってるバイス自身を……！」

　心意技を発動させる時は、影かげから出なければならないはずだ。そこを発見して倒たおせば、当然正二十面体も消しよう滅めつする。そう推察、あるいは期待したのだが、しかし。

「それもたぶん無理よ」

「えっ……ど、どうして……」

　愕がく然ぜんとするハルユキの背中から右手を外し、楓フウ子コは地上の黒い球体を指さす。

「わたしも空から探したけど、気配さえも感じなかった。きっとブラック・バイスは、あれを作るために全身の板を使ってるんだわ……つまり、あの十二面体以外に、バイスのアバターは存在しない」

「そ……そんな……」

　だとすれば《二十面絶界イコサヘドラル・インシユレーシヨン》は、究極の拘束技であると同時に無敵の防ぼう御ぎよ技わざだ。自分の体を、破は壊かい不ふ能のうの牢ろう獄ごくに変えてしまうのだから。

　クレーターで六王の戦いを見守っている時に、ハルユキはブラック・バイスの意図を、誰だれか一人を影かげの中に拉ら致ちすることだと推測した。しかしそれは大いなる誤りだった。

　一人ではない。全員だ。バイスはウルフラム・サーベラスを囮おとりにして、七王会議の参加者全員を自身の最強心意技で拘束するつもりだったのだ。そこまで考えが至っていれば、この状じよう況きようを回かい避ひすることも可能だったかもしれないのに。

　心臓を抉えぐられるような自責と後こう悔かいに震ふるえるハルユキの左ひだり肩かたを、楓子が右手で強く握にぎった。

「落ち着いて。仮に……万が一あの中でロータスたちが全ぜん滅めつしたのだとしても、それで全てが終わってしまったわけじゃないわ」

「え…………」

「ここは無制限中立フィールドなのよ。一時間経たてば全員生き返る。そして、あそこには純色の王が六人もいる……レディオやソーンは解わからないけど、少なくともオリジネーターであるナイトとグランデは、第三段階の心意技が使えるはず」

「……最初の百人オリジネーター……」

　その単語を耳にするのは、もちろん初めてではない。

　五週間前に開かい催さいされた第一回の七王会議のあと、突とつ然ぜんハルユキの家に現れたニコは、自信を喪そう失しつしたかのような表情で「オリジネーターは化け物だ」と口にした。その四日後にハルユキは、無制限フィールドの六ろつ本ぽん木ぎヒルズで遭そう遇ぐうした緑の王自身から、彼がオリジネーターであると告げられている。

　ニコを恐おそれさせた青の王や緑の王の力が最後の希望となるのは皮肉な話だが、外のハルユキたちが何もできない以上、中の二人に全てを託たくすしかない。問題は、もし王たちまでもが閉へい鎖さ空間での爆ばく発はつで死んでいれば蘇そ生せいは一時間後になり、その前にアルゴン・アレイとシャドウ・クローカーが生き返ってしまう。ハルユキと楓フウ子コの任務は、二人に皆みなの脱だつ出しゆつの邪じや魔まをさせないことだ。

　どうにか果たすべき務めを見み出いだしたハルユキは、視線を漆しつ黒こくの正二十面体から東の高層ビルへと向けようとした。

　しかしハルユキが何かを言う前に、腕うでの中の楓子が再び囁ささやき声を漏もらした。

「…………けれど」

「え……？」

「それは、バイスも解わかっていたはず。第三段階心しん意い技わざを使ったとしても、王たちを永遠に閉じ込めるなんてことができると、本気で信じていたとは思えないわ……」

「そ……うですね……」

　動かしかけた視線を黒い牢ろう獄ごくに戻もどし、頷うなずく。

「……それに、もし自動切断セーフティを設定していなかったとしても、いつかは誰だれかが現実世界でニューロリンカーを外すでしょうし……そしたら王たちのアバターは、あの中から消えます。そのまま無制限フィールドに一日ダイブしなければ、こっちでは二年と二百七十日……三日なら八年以上も経たつんです。いくらブラック・バイスが加速世界唯ゆい一いつの減速能力者だって言っても、いつ戻もどってくるか解わからない王たちを、第三段階の心意技を発動したままここで何年も待ち続けられるわけがないです」

　最近かなり慣れてきた《加速算》を使ったハルユキの言葉に、楓子も頷うなずき返かえした。

「ええ、わたしもバイスにそこまでの能力があるとは思わない。だとすれば……だとすれば」

　音量を最小まで落とし、いつになく張はり詰つめた声で、

「もしかしたら、まだ、この先が……」

　と囁ささやいた、その時だった。

　ホバリングする二人の更さらに上方から、何者かの声が乾かわいた風に乗って届いた。




「なんだ……仲間を助けに行かないんだね……。薄はく情じような人たちだ…………」




「っ……!?」

　空中で大きく飛とび退すさりながら、ハルユキは空を振ふり仰あおいだ。

　三十メートルほど離はなれた西の空に、小さな影かげが存在した。

　いや、影かげではない。煉れん獄ごくステージにしては強めの日差しを受けて、全身がきらきらと眩まぶしく輝かがやいている。デュエルアバター──恐おそらくＭ型、間ま違ちがいなくメタルカラー。反射光の色合いは、シルバー・クロウよりも更さらにクリアな銀色。

　アバターがハルユキたちと同じく空中に浮ういている理由は、大きな翼つばさを生やした馬の背中に乗っているからだ。

　かつて、ダスク・テイカーに追おい詰つめられたハルユキとタクムを助けるために修学旅行先の沖おき縄なわから駆かけつけた黒クロ雪ユキ姫ヒメは、全身真っ黒でひづめに青白い炎ほのおを宿した馬──飛行能力のあるエネミーに乗っていた。

　銀色のアバターが跨またがる馬も同系のエネミーだろうが、体毛もたてがみも雪のように白く、ゆるやかに羽ばたく翼と長い尻尾しつぽの先せん端たんだけがほんのりと赤い。頭には黒い馬ば勒ろくが装着され、そこから伸びる手た綱づなを騎き手しゆが両手で握にぎっている。

　誰だれだ、と叫さけぼうとしたハルユキの耳みみ許もとで、楓フウ子コが鋭するどい声を響ひびかせた。




「プラチナム・キャバリアー！」




　その名前は記き憶おくにあった。

　昨日の領土戦用に急きゆう遽きよ配布された、オシラトリ・ユニヴァース全メンバーリストの一行目に記されていたアバターネーム。すなわち、《七連矮星セブン・ドワーフス》の第一位。二つ名は《はにかみ屋バツシユフル》もしくは《破壊者バツシヤー》。白のレギオン最強のアタッカー──。

　ハルユキの全身を貫つらぬく戦せん慄りつに呼応するかのように、上空で渦うず巻まく雲がにわかに厚みを増し、煉獄ステージにしては強い日差しを幾いく分ぶん弱めた。有ゆう翼よくの白馬にまたがる騎手の反射光も薄うすれ、アバターの形状を露あらわにした。

　長い飾かざり角つのが伸びる兜かぶとと、曲線を主体としたデザインの鎧よろい。背中に大きな盾たて、左ひだり腰こしには十字型の鍔つばを持つ細身の長ちよう剣けんを装備している。

　騎き士し。それ以上に相応ふさわしい言葉はない。

　加速世界で騎士の名を持つ者と言えばもちろん《剣聖ヴアンキツシユ》ブルー・ナイトが代表格だが、プラチナム・キャバリアーの金きん属ぞく装そう甲こうは青の王よりもいっそう騎士めいている。オシラトリのメンバーリストが配布された時に調べてみたのだが、ｋｎｉｇｈｔという単語の語源が古英語の《従者cniht》であるのに対して、ｃａｖａｌｉｅｒはフランス語の《騎乗する者chevalier》を語源とするらしい。

　だからというわけではないのだろうが、馬型エネミーに乗る姿がこれほど似合うアバターもあるまいと思える優美にして端たん整せいな姿と、恐おそらくメタルカラー・チャートの左ひだり端はし、貴金属群の頂点に位置するであろうプラチナの清らかな輝かがやきに、ハルユキは一いつ瞬しゆんにせよ視線と意識を奪うばわれてしまった。

　そんなハルユキの放心をカバーするかのように。

　楓フウ子コが素す早ばやく左手を掲かかげ、そこにうっすらとした過剰光オーバーレイを宿した。

　心しん意い技わざは、心意で攻こう撃げきされた時しか使ってはならない。それは、ハルユキに心意システムの手ほどきをしてくれた楓子自身が口にしていた言葉だ。その楓子が、心意技を使うどころか、身動きすらしていないプラチナム・キャバリアーに対して先制攻撃とも取れるアクションを起こした。つまりそれほどの相手、ということか。

　手刀をキャバリアーに向けたまま、楓子は再び尖とがった声を投なげ掛かけた。

「──昨日の領土戦に参加していなかったあなたがいま、この場所に現れたということは……結局あなたもアイボリー・タワーの、いえブラック・バイスの駒こまだったわけね」

　すると、ローズ・ミレディーと同様にスカイ・レイカーと面識があるらしいプラチナム・キャバリアーは、馬上で小さく肩かたを上下させた。

「その言われようは心外だな……。僕の《剣の主》は、白の王ただ一人……今日は彼女に命令されたから出てきたんだよ……。あのトンガリ頭に従ったわけじゃない…………」

　語ご尾びに余よ韻いんをたっぷり響ひびかせる騎き士しの言葉を、楓子が凜りんと響ひびく声で断たち切きる。

「なら、いますぐに立ち去りなさい！　ブラック・バイスは暴走しているわ……自分の正体を明らかにしたうえで六王全員を攻こう撃げきしたのよ。この状じよう況きようが収しゆう拾しゆうされ次し第だい、オシラトリは全てのレギオンの総攻撃を受ける。《七連矮星セブン・ドワーフス》のトップとして、あなたには急いでやるべきことがあるでしょう！」

「……それは、たとえば……オシラトリうちの一いつ般ぱんメンバーを総攻撃から守るために、レギオンからの脱だつ退たいを促うながす……とか…………？」

「あなたに仲間を思う気持ちがあるなら、そうすべきだわ。バイスは六王と副官を閉じ込めることに成功したけど、そんなものは一いち時じ凌しのぎにもならない。もうすぐ王たちはあの檻おりから脱だつ出しゆつして、即そく座ざに合ごう同どう討とう伐ばつ作さく戦せんが始まる。いくらオシラトリが実じつ力りよく者しや揃ぞろいでも、抵てい抗こうは不可能よ。ならせめて、何も知らずにコスモスに従っているだけのレギオンメンバーは……」

　舌ぜつ鋒ぽうは鋭するどいが真しん摯しな心こころ遣づかいを感じさせる楓子の説得を、キャバリアーはただひと言で断たち切きった。

「無む駄だだよ…………」

「なぜ！」

「たとえ、六大……いや、いまは五大だったかな……ともかく王たちのレギオンに攻こう撃げきされて、全損が避さけられないんだとしても……オシラトリを抜ぬけようなんて考えるメンバーは、一人もいない……。それにね、スカイ・レイカー……きみは、ひとつ大きな勘かん違ちがいをしているんだ…………」

「勘違い……？」

　訝いぶかしそうに繰くり返かえす楓フウ子コと、その体を支えるハルユキを一いち瞥べつし、プラチナム・キャバリアーはため息をつくように語った。

「この状じよう況きようが収しゆう拾しゆうされ次し第だい……きみはさっき、そう言ったね……。でも、物事は、そんなふうには進まないんだ……。加速世界では、希望的な観測はいつだって裏切られる……。どんなに最悪を想定したつもりでも、結果はいつだってより悪く、より悲しく、より空むなしいものになるんだ…………」

　あまりにも厭えん世せい的てきな騎き士しの言葉だったが、どこかで誰だれかが似たようなことを言っていた気がして、ハルユキは記き憶おくを辿たどった。脳のう裏りに甦よみがえったのは、先刻死し闘とうを演じたアルゴン・アレイの声だった。

　──誰だれかを助ける方法なんて、この世界にはいっこもないんや。だってこの世界には最初から、救済は用意されてへんのやから。

　──あるんは憎にくしみ、争い、裏切り、欺ぎ瞞まん、蹂じゆう躙りん、慟どう哭こく、絶望、エトセトラ、エトセトラや。いま、坊ぼうやたちに教えたるわ。加速世界の残ざん酷こくさっちゅうもんをな……。

　そう告げた直後、アルゴンはウルフラム・サーベラスの右みぎ肩かたに宿る、ダスク・テイカーのコピー人格を呼び覚ましたのだ。あれは確かに、ハルユキに想定し得る最悪を遥はるかに超こえる現象だった。

　その再生ダスク・テイカーも、ＩＳＳキット本体から転送された負の心しん意いエネルギーに吞のみ込まれて崩ほう壊かいし、現在のサーベラスの右肩にはオーキッド・オラクルの人格が搭とう載さいされている。本物のオラクルがどうなったのかは不明だが、彼女の親友である黒クロ雪ユキ姫ヒメにとっては充じゆう分ぶんに最悪と言っていい展開だ。これ以上悪いことが起きていいはずがないし、起こさせるわけにはいかない。絶対に。

「プラチナム・キャバリアー」

　自分よりずっと格上のハイランカーたる白金の騎士に、ハルユキは気力と闘とう志しを奮い立たせながら呼びかけた。

「もしもあなたが僕たちの邪じや魔まをするというなら、ここで倒たおします。もうブラック・バイスと加速研究会に引きずり回されるのはうんざりなんだ。あいつの……いや、あなたたちのしていることは悪いことです。それはあなたにも解わかっているでしょう！」

　そう言い切ると、ハルユキも右手を持ち上げた。楓子と同じようにまっすぐ伸ばした指先に、銀色の過剰光オーバーレイを宿らせる。

　先制心意攻撃の予告を受けても、キャバリアーは動じなかった。剣を抜こうとしないいっぽうで、その場を移動する様子もない。

「…………確かに、僕もバイスのすることは好きになれない……。でもね、新人くん……彼も彼なりに、代だい償しようを支し払はらっているんだよ……」

　そう応じると、騎士は尖とがったバイザーを地上の正二十面体へと向けた。
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「彼は、あの《二十面絶界イコサヘドラル・インシユレーシヨン》を自力では解除できないんだ……。誰だれにも壊こわせないように作った心しん意いなのに、いちど発動させたら、誰かが壊してくれないとデュエルアバターに戻もどれない……味方を誰も信じていないのに、敵だけは信じようとするなんて、おかしな人だとは思わないか…………」

「…………」

　言葉を失い、ハルユキはクレーターの中央で半ば地面に埋うまる漆しつ黒こくの球体を凝ぎよう視しした。

　キャバリアーの言葉が事実だとしても、ブラック・バイスに同情する理由にはまったくならない。むしろ、情報を利用する手段を考えるべきだ。

　自力で正二十面体から人型に戻もどれないというなら、何らかの手段で内部から王たちを救出し、しかるのちに球体を完かん全ぜん隔かく離りしてしまえばブラック・バイスを永遠に無制限中立フィールドに封ふう印いんできるかもしれない。しかし、そもそも正二十面体を壊さずに王たち、副官たちを外に出す方法など……。

「──師し匠しよう」

　ふと小さな閃ひらめきが訪おとずれ、ハルユキは楓フウ子コにしか聞こえない音量で囁ささやきかけた。

「もしもあの二十面体を転がしてどこかに移動させられたら、中の死亡マーカーはどうなるんでしょうか？」

「それは……」

　茜あかね色いろのアイレンズが、一いつ瞬しゆん細まる。

「……死亡マーカーには実体がないから、壊こわすことも動かすことも不可能。それはブレイン・バーストの絶対的なルール……もちろんオーキッド・オラクルみたいなシステム干かん渉しよう能のう力りよく者しやが現れた以上、永遠に不変のルールではないのかもしれないけど、少なくともバイスにその力があるとは思えないわ。つまり……二十面体を動かすことができれば、マーカーは壁かべをすり抜けて同じ場所に残るかもしれない……」

「……なら！」

　一いつ瞬しゆん大きくなりかけた声を懸けん命めいに抑おさえ、ハルユキは続けた。

「あのボールを転がして、誰だれも近づけない場所に……たとえば帝てい城じようの重じゆう力りよく堀ぼりに突き落とせば、バイスを永遠にボールのままにしておけるんじゃ……」

「……正確には、現実世界で誰だれかがニューロリンカーを外すまで、ね」

　楓フウ子コの指し摘てきに、一いつ瞬しゆん虚きよを突つかれてしまう。

　いままでほとんど考えもしなかったが、確かにブラック・バイス──アイボリー・タワーも現実世界では恐おそらく同年代の子供なのであり、何時間もフルダイブ状態が続けば家族が首からニューロリンカーを外そうとするだろう。あるいは、この罠わなを仕し掛かけた張本人なのだから、事前に自動切断セーフティを設定しているということも有り得る。

　だめか……と息を吐はくハルユキの左ひだり肩かたを、楓子が強く摑つかんだ。

「──でも、やってみる価値はあるかもしれないわ。第三段階心しん意い技わざと言っても、《絶対理論》は防ぼう御ぎよ力りよくに全ぜん振ふりしているはず。わたしと鴉からすさんがフルパワーで押せば、二十面体をあの場所から動かせるかも……」

「ほんの五メートルでも動かせれば、少なくとも先せん輩ぱいたちのマーカーは外に出せますよね」

「ええ。ただ……キャバリアーがどう動くか……」

「……そうですね」

　頷うなずき、ハルユキは地上の二十面体から上空の有ゆう翼よく馬ばへと視線を移した。

　白金の騎き士しは、出現した位置に留とどまり続けている。両手は手た綱づなを握にぎったままで、背中の盾たてと左腰の剣を握にぎる様子はない。白の王の命令でこの場に現れたと言っていたが、いかなる指示を受けているのだろうか。

「──無視しましょう」

　強い覚かく悟ごをはらんだ楓子の言葉に、ハルユキは再び両目を見開いた。

「え……」

「わたしの知る限り、キャバリアーに長射程の遠えん隔かく技わざはないわ。もし彼が単なるオブザーバーなら墜おとしても意味はないし、そうでなくても動くのを見てから対処できる」

　確かにその通りだ。単なる観察者なら、仮に死んでも幽ゆう霊れい状じよう態たいで任務を継けい続ぞくできる。

「……了りよう解かいです」

　囁ささやいたハルユキに無言で頷うなずきかけ、楓フウ子コは短くカウントした。

「二、一、ゼロ」

　瞬しゆん間かん、翼つばさの推力をゼロにする。自由落下中に素す早ばやく姿勢を変え、地上の正二十面体めがけて猛もう然ぜんと急降下する。

　これ以上勢いをつけたらこちらがダメージを受けてしまうというぎりぎりのスピードで球体の側面に接せつ触しよくし、両手と右みぎ肩かたで──押す。

「う……おおおおおお！」

　吼ほえるハルユキの左側で、再びゲイルスラスターに点火した楓子も凜りんとした声を放った。

「はあああああっ！」

　シルバー・クロウの翼つばさから放たれる銀光と、スカイ・レイカーのスラスターから迸ほとばしる青い噴ふん炎が長く伸び、甲かん高だかい共鳴音を放つ。

　両手から伝わる《二十面絶界イコサヘドラル・インシユレーシヨン》の硬かたさは想像以上だった。これに比べれば、《六面圧縮ヘキサヘドラル・コンプレツシヨン》や《八面断絶オクタヘドラル・アイソレーシヨン》にはまだ軋きしむような感覚があった。しかし正二十面体を構成する漆しつ黒こくの正三角形は、単なる黒い板ではなく、そこで世界そのものが切断されているかの如ごとき絶対的な拒きよ絶ぜつ感かんを伝えてくる。

　だが、もとより第三段階の心しん意い技わざを破は壊かいできるとは思っていない。壊こわすのではなく動かす……現在の位置からほんの五メートル動かせれば内部の死亡マーカーは板をすり抜けてその場に残るはずだし、もしもそのままずっと南の帝てい城じようまで押していければ、脱だつ出しゆつ不ふ能のうの超ちよう重じゆう力りよくを発生させている断だん崖がいに突き落として、ブラック・バイスをしばらくのあいだ行動不能にできるかもしれない。

　──動け……動け……動け…………!!

　アルゴン・アレイを倒たおしてフルチャージされた必ひつ殺さつ技わざゲージを全消費する覚かく悟ごで、ハルユキはあらん限りの推力を振ふり絞しぼった。着装したままのメタトロン・ウイングからも純白の光子が大量に放出され、地面に積もる大量の瓦が礫れきを眩まばゆく照らす。

「…………うご、け…………！」

　自らが生み出す圧力に耐たえかねて、シルバー・クロウの両手を包む金きん属ぞく装そう甲こうにぴしっと亀き裂れつが走った。

「動いて…………！」

　隣となりの楓子も細い声を絞しぼり出し、ゲイルスラスターの駆く動どう音おんが限界まで高まった。

　巨きよ大だいな正二十面体が、わずかに……ほんのわずかに動いた気がした、その時。

　二つの声が、重なって聞こえた。




　────そこから離はなれなさい、しもべ!!




　頭の芯しんで響ひびいたのは、遠く離はなれた旧東京タワー最上部で休きゆう眠みんしているはずの、大天使メタトロンの声。




「…………そしてこれが、最悪を超こえる最悪……だよ…………」




　共鳴音に混じってかすかに届いたのは、遥はるか上空に留とどまったままの、プラチナム・キャバリアーの声──。

　ハルユキは、メタトロンの指示に従おうとする本能と、もう少しで球体を動かせるはずだという理性を衝しよう突とつさせつつ、視線を空へと向けた。

　有ゆう翼よく馬ばにまたがる騎き士しが、左手を高く掲かかげている。握にぎられているのは、鞘さやに収まったままの銀色の長ちよう剣けん。

　いや。

　柄つかと鍔つばに見えていた十字の突とつ起きは、手で握にぎるには少し短すぎる。あれは剣ではなく──

　杖つえ。

「……ザ・ルミナリー……？」

　隣となりの楓フウ子コが、声にならない声で呟つぶやいた。

　杖の先せん端たんを飾かざる十字が、眩まばゆい光を放った。

　空が、割れた。

　クレーターの真上の分厚い雲を引ひき裂さき、瞬しゆん時じに蒸発させながら、巨きよ大だいな……余りにも巨大な火球が姿を現す。四枚の翼つばさとスラスターが放つ推進音を容易にかき消すほどの轟ごう音おんが天地を震ふるわせ、視界が白くハレーションを起こす。

「太陽が……」

　落ちてくる、という呟つぶやきは凄すさまじい地じ響ひびきに搔かき消けされた。ハルユキの必ひつ殺さつ技わざゲージが空になり、ゲイルスラスターの噴ふん射しやも停止して、二人は正二十面体の表面を滑すべり落おちる。

「太陽じゃないわ」

　ハルユキの左手をしっかりと握にぎりながら、楓子が掠かすれ声で言った。

「あれは……神獣レジエンド級きゆうエネミー、太陽神インティ……」

　その名前を、ハルユキは知っていた。

　かつて《矛盾存在アノマリー》グラファイト・エッジが倒たおそうとして、ダメージを与あたえることもできずに死んだという、四し神じん、四し聖せいにも並ぶ最強エネミー。一いつ切さいの攻こう撃げきを受け付けず、近づく者は例外なく焼き殺す破は壊かいの化け身しんが、空気すらも焦こがしながら正二十面体めがけて落下してくる。第三段階の拒絶の心しん意いといえども到底対抗できないと確信できる、絶対的な情報圧。

　直径二十メートルにも達するであろう大火球を、細い銀色のリングが取り巻いていることにハルユキは気付いた。無数の棘とげで構成されているそれは、かつて東京ミッドタウン・タワーを守っていたメタトロン第一形態の額に嵌はまっていたものとまったく同じ。なぜインティの熱で溶とけてしまわないのかは不明だが、七星外装セブン・アークスの第四星デルタ、神器《ザ・ルミナリー》がエネミーを支配するための拘こう束そく具ぐに違ちがいない。

　近づくことすらできないという太陽神インティの中心部に吞のみ込まれ、しかもインティがその場所から移動しなければどうなるか。結果は考えるまでもない。即そく死しすることはもちろん、一時間経たって蘇そ生せいしてもその瞬しゆん間かんに再び焼け死に、そのサイクルが永遠に繰くり返かえされる。完全なる無限ＥＫエネミー・キル。

　これこそが、ブラック・バイスが仕し掛かけた罠わなの正体だ。七王会議の参加者を拘こう束そくするのではなく、無限ＥＫで全ぜん滅めつさせることが真の狙ねらいだったのだ。

「──鴉からすさん！」

　楓フウ子コが叫さけび、両手をハルユキの胸に押し当てた。

　二人とももう飛べないし、走って避ひ難なんする余よ裕ゆうはない。ハルユキだけを掌しよう打だで吹ふき飛とばし、インティの即死圏から逃がすつもりに違ちがいない。

　嫌いやだ、ここから動きたくない、黒クロ雪ユキ姫ヒメやチユリやニコたちを救うすべがないのなら、僕もここで一いつ緒しよに死にたい──という自殺願望を、ハルユキはなけなしの意志力で振り払った。

　無意味な自己満足は、何も生み出さない。せめて自分と、そして楓子だけはこの罠から生せい還かんさせなくては。

「師し匠しよう！」

　叫さけび返かえし、ハルユキは楓子の両りよう腕うでを強く握にぎった。

　必ひつ殺さつ技わざゲージは使い果たし、《光速翼ライト・スピード》のイマジネーションを集中させる時間もない。だがハルユキには、メタトロンとの絆きずなの証あかしたる純白の翼つばさがある。昨日の領土戦で使わなかったこの翼のことだけは、ブラック・バイスも知らないはずだ。

　ハルユキはいままで、強化外装メタトロン・ウイング単体だけを使って飛行した経験はない。四し神じんスザクの熱波をかいくぐった時も、アルゴン・アレイの全方位レーザーの先を取った時も、補助ブースター的に使っただけだ。だから、単体でどれほどスピードが出せるのかは不明だが、いまはただ信じて────

「飛べッ！」

　ハルユキの思念が、光となって白はく翼よくから迸ほとばしった。

　ドン！　という衝しよう撃げきが全身を包み、あまりの加速Ｇにアバターの関節が軋きしんだ。斜ななめ上空に、ロケットの如ごとく飛び出したハルユキと楓子の足先が、落下するインティの炎ほのおに炙あぶられ、瞬しゆん時じに赤熱した。

　体力ゲージががくっと減るのを視界の端はしで捉とらえながらも、ハルユキは全力で飛び続けた。楓子が「もう大だい丈じよう夫ぶよ！」と叫さけんでくれなければ、雲の上まで到とう達たつしていたかもしれない。

　メタトロン・ウイングから自前の翼にコントロールを切きり換かえ、ホバリングに移行するのと同時に。

　白熱する大火球が、漆しつ黒こくの正二十面体に音もなく接せつ触しよくした。

　クレーター内部の地面に積もっていた大量の瓦が礫れきと、外周に残る外がい壁へきの残ざん骸がいが、瞬しゆん時じに燃え上がる。剝むき出しになった銀色の地面が、みるみる赤熱していく。

　五秒。

　それが、ブラック・バイスの第三段階心しん意い技わざが太陽神インティの炎ほのおに耐たえられた時間だった。正二十面体を構成する三角板が、熱で溶とけるのではなくガラスのように粉々に砕くだけ、消しよう滅めつした。破は片へんは白い炎に包まれ、一点に凝ぎよう集しゆうして、象ぞう牙げ色いろの死亡マーカーを作り出した。

　砕くだけた檻おりの中からも、六王と八人の副官たち、そしてサーベラスの死亡マーカーが出現するものとハルユキは予想した。しかし、違ちがった。

　視し認にんできた死亡マーカーは、緑と灰色の二つだけ。グリーン・グランデとサーベラスのものだろう。正二十面体の内部で炸さく裂れつした超ちようエネルギーの大だい爆ばく発はつは、恐おそらく緑の王がその身を挺ていして防いだのだ。

　生きていた五人の王のうち四人が、まるでインティの落下を予測していたかの如ごとく、正二十面体の破は壊かいと同時にクレーターの北側へと大おお技わざを放った。青の、紫むらさきの、黄色の、黒のオーラが螺ら旋せん状じように渦うず巻まきながら直進し、太陽神の炎に刹せつ那なのトンネルを穿うがつと同時に、技の圧力で落下速度をわずかながら緩めた。

　四人の王が作った脱だつ出しゆつ路ろを、真しん紅くの影かげが突き進む。赤の王スカーレット・レインが、移動力拡張の心意技《炎膜現象パイロ・プレーニング》で赤熱する地面を滑かつ走そうしているのだ。

　レインは両手で巨きよ大だいな投と網あみのようなものを引っ張っていて、その中にはライム・ベル、ショコラ・パペッター、マンガン・ブレード、レモン・ピエレット、アイアン・パウンド、アスター・ヴァインが詰つめ込まれている。網あみはヴァインが長い鞭むちで作ったものらしい。更さらに、網の袋ふくろをビーストモードのブラッド・レパードと、恐おそらくはサンタン・シェイファーが変身した姿なのであろう茶色の甲こう虫ちゆうが後ろから押している。

　彼らは、諦あきらめていなかったのだ。破壊不能の球体に閉じ込められながらも、いかなる手段によってかインティの落下を予測し、脱出のための作戦を練り上げていた。

「が……頑がん張ばれ!!」

　無む我が夢む中ちゆうで叫さけんだハルユキの言葉が聞こえたかのように、レインが滑走のスピードを上げた。しかし四人の王が切きり拓ひらいた血路は早くも閉じ始め、最さい後こう尾びのレパードとシェイファーの体を白はく炎えんが撫なでる。それだけで装そう甲こうの各所が溶よう解かい、炭化し、二人のスピードが鈍にぶる。

「レパード!!」

　楓フウ子コが叫さけんだのと同時に、網の中から緑色の光が放たれ、二人を包んだ。焼しよう損そんしたアバターをみるみる再生させる光の正体は、ライム・ベルのシトロン・コールに違ちがいない。見れば他のバーストリンカーたちもただ網で運ばれているだけではなく、それぞれの方法でインティの炎を懸けん命めいに遠ざけようとしている。

　インティの本体である大火球の半径が約十メートル、超ちよう高こう温おんの熱ねつ死し圏けんがプラス十メートル。合計二十メートルの脱だつ出しゆつ路ろを、レインたちは一人も欠けることなく走り抜け、更さらに数秒間前進してから灰色の地面にひとかたまりになって倒たおれ込んだ。

　九人の生せい還かんを見届けるかのように──。

　大火球の真下で、青、黄、紫むらさき、そして黒の炎ほのおが高々と噴ふき上がった。

「…………先せん輩ぱい──────！」

　ハルユキの絶ぜつ叫きようは、太陽神インティが地面に激げき突とつする轟ごう音おんに搔かき消けされた。周囲の地面が瞬しゆん時じに溶よう解かい、沸ふつ騰とうし、真っ赤なマグマの池を作り出す。

　涙なみだに濡ぬれたアイレンズで、ハルユキは西の空を凝ぎよう視しした。

　有ゆう翼よく馬ばを駆かる白金の騎き士しは、現れた時と同じように、いつの間にかその姿を消していた。




　ＥＶの後部座席でハルユキが瞼まぶたを開けた時にはもう、運転席の楓フウ子コが助手席に身を乗り出し、黒クロ雪ユキ姫ヒメのニューロリンカーをほっそりした首から引き抜いていた。

　シートバックに寄より掛かかる体がぴくりと震ふるえ、白い横顔からかすかな吐と息いきが零こぼれる。睫まつ毛げがゆっくり持ち上げられ、何度か瞬まばたきしてから上体を起こし。

　黒雪姫は、車内の四人を順に見てから、落ち着いた声を響ひびかせた。

「──みんな、よく生き延びてくれた」

　何か言わなくちゃ、思ったが言葉が見つからない。確かにハルユキとチユリ、楓子、志シ帆ホ子コは白のレギオンとブラック・バイスが仕し掛かけた無限ＥＫの陥かん穽せいからどうにか生還したのだが、黒雪姫と、すでにサーベラスと相あい討うちになっていたグランデを含ふくむ五人の王は、他の九人を逃がすために太陽神インティの中ちゆう心しん核かくに吞のみ込まれ、即そく死ししてしまったのだ。

　無制限フィールドで、ハルユキと楓子はニコたちに合流すると、ウルフラム・サーベラスに瞬しゆん殺さつされたために辛からくもインティの熱死圏から外れていたコバルト・ブレードが蘇そ生せいするのを待ち、彼かの女じよとも最低限の打ち合わせをしてから全員で千ち代よ田だ区役所一階のポータルまで移動して現実世界に戻もどった。コバルトよりも少し早く蘇生したはずのアルゴン・アレイとシャドウ・クローカーは姿を消していた。

　ハルユキたちは正常に離り脱だつできたものの、不動のインティに吞のみ込まれたままの黒雪姫はそうはいかない。楓子が覚かく醒せいするや否いなや最速でニューロリンカーを外したためにひとまず死亡マーカーは無制限フィールドから消えたはずだが、次にアンリミテッド・バーストのコマンドを使用すれば、その瞬しゆん間かんに即死してしまう。

「…………サッちゃん」

　囁ささやいた楓子の頰ほおに透とう明めいな雫しずくが音もなく伝うのを見て、後席の三人は息を詰つめた。

「サッちゃん……わたしは、何があろうとあなたを守らなきゃいけなかったのに……」

「おいおい、大げさだぞフーコ」

　苦く笑しようした黒クロ雪ユキ姫ヒメが右手を持ち上げ、楓フウ子コの目め許もとを指先で優やさしく拭ぬぐう。

「無制限フィールドでたかが一回死んだだけだ。通常対戦や領土戦を行うにはまったく支障ないし、白のレギオンへの合ごう同どう討とう伐ばつ作さく戦せんも予定どおり行われる。むしろバイスがあのような挙に出たおかげで、五レギオンの意思統一は揺ゆるぎないものになったのだからな……今回の七王会議は、我々の勝ちだ」

　はっきりとそう宣言し、黒雪姫は振り向いて後席を見た。

「志シ帆ホ子コ君、チユリ君、ハルユキ君、よく頑がん張ばったな。ブラック・バイスの狙ねらいは、王よりもむしろ君たちだったのだろうと思う。あの状じよう況きようから一人も欠けずに生せい還かんしたことを、レギオンマスターとして誇ほこりに思うよ。それで……ナイトとグランデ、レディオ、ソーンの強制切断は間に合ったのか？」

　ちらりと左をみると、チユリと志帆子は両目に涙なみだをいっぱいに溜ためてすぐには喋しやべれない様子なので、黒雪姫の質問にはハルユキが答えた。もちろんハルユキも胸に込こみ上あげてくるものを押さえ込み、精せい一いつ杯ぱい声を張らなくてはならなかったが。

「は、はい……。青の王はコバマガさん、紫むらさきの王はヴァインさん、黄の王はピエレットさんと一いつ緒しよにダイブしてるので、ニューロリンカーはすぐに外せるそうです。緑の王は一人だけど、強制切断セーフティみたいなものがあるから大だい丈じよう夫ぶだってパウンドさんが言ってました」

「ふむ、なるほど。グランデよりもむしろレディオの奴やつが危ないと思っていたが、ピエレットとは同じ場所からダイブするような仲だったか……」

　その言葉に、会議中に暴ばく露ろされた黄の王の意外な弱点を思い出してしまうハルユキだったが、右手で目め許もとをごしごししたチユリが明るい声を出した。

「あたし、コバルトさんの蘇そ生せい待まちのあいだにこっそり聞いたんだけど、ピエレットちゃんはレディオさんのほんとの妹なんだって！」

「ほう、なるほどな。だとすると《親子》でもあるのかな……」

　頷うなずく黒雪姫の顔を見ながら、そういうことなら安心だ、いや安心していいのかな？　などと考えていると──。

「あの……」

　志帆子がおずおずと手を挙げ、発言した。

「王さまたちが全員無事に回線切断できたのはよかったですけど、インティの中にはあと二人取り込まれてますよね。ウルフラム・サーベラスと、ブラック・バイスが……別に心配してるわけじゃないんですけど、あの人たちはどうやって無限ＥＫから抜けるつもりなのかな、って……」

「あ……確かに……」

　呟つぶやくハルユキの顔を、運転席から楓子が覗のぞき込む。まだ目め許もとが少し赤いが、口くち許もとにはいつもの微笑ほほえみが戻もどっている。

「その答えは、鴉からすさんには解わかるはずよ」

「へっ？　えーと、えぇーと……」

　唸うなっていると、脳のう裏りに銀色のシルエットが浮うかんだ。細長い杖つえを掲かかげる、白金の騎き士し。

「あっ、そうか……あいつらはインティを自由に移動させられるんだから、先せん輩ぱいたちが無制限フィールドから消えてるあいだに一回インティを動かして、バイスとサーベラスが蘇そ生せいしてから元の場所に戻もどせばいいんだ……」

「あー、そっか……」

　隣となりで志シ帆ホ子コが頷うなずき、すぐに付け加える。

「……ってことは、そのタイミングを察知できれば、インティが動いた瞬しゆん間かんに黒クロ雪ユキ姫ヒメさんたちがダイブして、無限ＥＫから脱だつ出しゆつすることは可能、ですよね」

「ン、理論上は確かにそうだ。だが実行するのは難しいな……無制限フィールドのインティを奴やつらに気付かれずにひたすら監かん視しし続け、私もこちら側で常に加速の用意をしていなければならないからな」

　黒雪姫の言葉を聞いた志帆子が「そうですね……」と肩かたを落とすので、ハルユキは思わず左手を制服の背中に触ふれさせた。

「大だい丈じよう夫ぶだよショコ、先輩とついでに他の王も、僕たちが力を合わせればきっと助け出せる。インティだってシステム的に無敵で不死身ってわけじゃないんだから、絶対に何か弱点が……攻こう略りやく法ほうがあるはずだ」

　途と端たん、前席の二人が顔を見合わせて微笑ほほえんだので、ハルユキはきょとんとしてしまった。

「え、あの……何かヘンなこと言いました……？」

「いえ、鴉さんの言うことが、どこかの勇者バカに似てきたと思って」

「まったくだ。でもありがとう、ハルユキ君」

　楓フウ子コと黒雪姫のコメントに、チユリが思わぬ一言を付け加える。

「でもハルー、あんまりべたべた女の子に触さわるのはどーかと思うよー」

「へっ……？」

　そこでようやく自分の左手が志帆子の背中にばっちり接せつ触しよくしていることに気付き、ハルユキは「うわあっ」と叫さけびながら体ごと飛とび退のいた。しかしさして広いとは言えない後席に三人で座すわっているので、後頭部を窓ガラスにしたたかぶつけてしまう。

　涙なみだ目めで頭を押さえるハルユキを見て、女子四人が明るい笑い声を響ひびかせた。

　それを中断させたのは、車内に響ひびいた軽かろやかなアラーム音だった。楓子のニューロリンカーと接続している自動運転ＡＩが、メールの着信を知らせたのだ。素す早ばやく仮想デスクトップを操作した楓子が、口調を改めて言う。

「パドからよ。今日はいったん練ねり馬まに戻もどるって」

「ン、そうか。……では、我々もそろそろ移動しよう。スケジュールは全て変へん更こうなし、チユリ君は武道館にタクム君の応おう援えんに行って、ハルユキ君と志シ帆ホ子コ君は学校でホウの世話だったな」

「はい！」

　後席の三人を代表してハルユキが頷うなずくと、楓フウ子コがＥＶのスタートスイッチを押した。

「じゃ、まずは武道館の入り口まで行くわね。黛マユズミさん、勝ち進んでるといいけど」

「タッくんから連れん絡らくがないってことは勝ってるってことだよ、姉さん」

「確かにそのとおりね。じゃ、急ぎましょう」

　頷うなずいた楓子がハンドルスイッチを押すと、ＥＶは自動運転でコインパーキングから出る。すかさす手動運転モードに切きり換かえ、アクセルペダルを踏ふみ込む。

　パドさんの大型バイクほどではないものの、元気よく加速し始める車の窓から、ハルユキはよく晴れた空を見上げた。真夏の太陽の強きよう烈れつな日差しは、ＵＶＩＲ紫外線赤外線カットガラス越ごしでも目に染しみるほど眩まぶしかった。










　　　６




　梅うめ郷さと中ちゆう学がつ校こう男だん子し剣けん道どう部は、団体戦こそ準じゆん々じゆん決けつ勝しようで敗退してベスト６には入れなかったが、タクムが個人戦で奮ふん闘とうして準決勝まで勝ち残り、そこで敗れたものの見事に八月の関東大会の出場資格を手にした。

　チユリからのメールでそれを知った時、ハルユキは飼育小屋の周りの草むしりをしていたのだが、思わず立ち上がって「おっしゃ──！」とガッツポーズしてしまった。

「うわっ、どうしたのカ……有アリ田タ君？」

「どったのイインチョ？」

【ＵＩ[image: ∨]　どうしたのですか有田さん？】

　草むしりを手伝ってくれている志帆子と井イ関ゼキ玲レイ那ナ、小屋の中の掃そう除じをしていた謡ウタイから肉声とチャットで訊きかれ、快かい哉さいのわけを説明する。

「わ、すごーい！　黛君、ほんとに強いんだねえ」

　立ち上がった志帆子が笑え顔がおで控ひかえめに拍はく手しゆすると、小屋の中でうとうとしていたホウも翼つばさをわさわささせた。まだ神経質なところが残っているが、初対面の志帆子のことはどうやら気に入ったらしい。

「へえー、やるじゃんメガネくん。関東大会はマジですげーし」

【ＵＩ[image: ∨]　団体戦は残念でしたけど、黛マユズミさんならきっと全国まで行けるのです！】

　玲レイ那ナと謡ウタイの称しよう賛さんも、我わがことのように嬉うれしい。思わず「うん！」と胸を張ってしまったが、心臓のあたりにはちくちくする痛みが居い座すわり続けている。

　タクムはもちろん、謡とあきら、プチ・パケ組の聖サト実ミと結ユ芽メ、そして小オ田ダ切ギリ累ルイはまだ黒クロ雪ユキ姫ヒメが無制限中立フィールドで無限ＥＫ状態となってしまったことを知らない。今夜、ダイブチャットで行われるミーティングで自分の口から説明したいので、それまでは謡たちにも伏ふせておいてくれと黒雪姫に頼たのまれてしまったのだ。元プロミネンス組に知らせるタイミングも、そこで相談することになっている。

　武道館でチユリを下ろし、靖やす国くに通どおりで杉すぎ並なみに戻もどる車中でも、黒雪姫の様子にさしたる変化は感じられなかった。ハルユキは無限ＥＫ状態になったことはないのでなかなか想像が及およばないのだが、黒雪姫に「大したことではない」と言い切られればそうなのかもしれないと思うし、いっぽうでそう思いたいだけなのではという気もする。

　ネガ・ネビュラスはもともと、エネミー狩がりにはあまり重きを置いていない。だから無制限フィールドに潜もぐれないことで、レギオン運営にすぐさま支障を来きたすということはないはずだが、よくよく考えると問題はそこだけに留とどまらない。なぜなら──

「……チョ。おーい、イインチョ！」

「えっ、あっ、はいっ！」

　突とつ然ぜんほっぺたをぷにぷにされ、ハルユキは両目を高速でしばしばさせた。いつの間にか目の前に井イ関ゼキ玲那の呆あきれ顔があり、思わず仰のけ反ぞってしまう。

「そんなにメガネくんのベスト４が嬉うれしかったん？」

「う、うん、そりゃもちろん。で……何かな？」

「いま超ちようイインチョとも相談してたんだけどさー、飼育委員会で世話する動物、そろそろもうちょびっと増やせないかなーって」

「ふうん……え、ええ!?」

　驚きよう愕がくしながら小屋の中に目を向けると、体操服姿の謡もにこにこしながら頷うなずいている。

「増やすって……この小屋で？」

【ＵＩ[image: ∨]　それができれば理想的なのですが、アフリカオオコノハズクは神経質な鳥なので、ホウさんが受け入れてくれるかどうかは微び妙みようなところなのです。逆に言えば、もし仲良しさんになってくれれば、ホウさんの気持ちももっと落ち着くの思うのですが】

「そっか……。たとえばだけど、同じアフリカオオコノハズクのお嫁よめさんをペットショップで探そうとしたら、どれくらいかかるのかな……」

　ハルユキが何気なく口にした質問に、謡は少し首を傾かしげてから空中タイプした。

【ＵＩ[image: ∨]　そうですね、恐おそらく国内ＣＢ個体で……ＣＢというのはキャプティブブレッドの略で飼し育いく下か繁はん殖しよく個こ体たいという意味ですが、だいたい三十万円ほどではないでしょうか】

「さじゅんっ…………」

　二秒ほど硬こう直ちよくしてから、ハルユキはぷるぷる頭を振った。

「そ、それはちょっと無理だよね。てことは他の種類の、ぐぐっとお手て頃ごろ価か格かくな鳥か……隣となりに新しい小屋を作って、まったく違ちがう動物を飼うか、か。ふむむ……」

　そこでふと気付き、体の向きを変えて玲レイ那ナをまじまじと見る。

「な、なんだよイインチョ？」

「いや……どうして動物を増やそうって思ったのかな、って……」

「ん[image: ～][image: ～]……」

　校内で着き替がえたのだろう、謡ウタイと同じく体操服姿の玲那は、ポニーテールにした頭を指先で搔かきながら答えた。

「なんつーか、ホウってあたしらが世話しに来てる時以外は、昼も夜もずーっとひとりぼっちじゃん？　前っから気になってたんだよね……友達がいたらいいのにな、って」

「…………」

　少しばかり、いやかなり予想外の言葉を聞かされ、ハルユキは再び玲那の顔を凝ぎよう視ししてしまった。代わりに、今日知り合ったばかりの志シ帆ホ子コが、右手に長いペンペン草を持ったまま玲那に話しかける。

「井イ関ゼキさんて、優やさしいんだね」

「うぃ!?　そ、そーゆーんじゃないし」

「わたしもね、学校の部活でペット飼ってるんだけど……」

　志帆子が言げん及きゆうしたのは、現実世界の動物ではなく、プチ・パケ組が無制限中立フィールドで仲良くしている小獣レツサー級きゆうエネミーのクルちゃんのことだろう。ハルユキとしてはひやひやせざるを得ない話題だが、もちろん玲那に怪あやしむ様子はない。

「……でも、会いに行けない時はずーっとひとりぼっちにしちゃうからね。一いつ緒しよに遊べる友達ができればなって、いつも思ってるよ」

「そっか……そーだよね……」

　うんうん頷うなずいた玲那は、振り向くやハルユキの背中を威い勢せい良よく叩たたく。

「やっぱ動物増やそうよ、イインチョ！　三十万は無理めだけど、できればホウと一いつ緒しよにこの小屋で暮らせる子を探してさ」

「そ、そうだね……」

「あと……」

　玲那は突とつ然ぜん、背中をぺしぺししていた手をハルユキの首に回し、ヘッドロック風味にぐいっと引き寄せると、顔と顔がくっつきそうな距きよ離りで囁ささやいた。

「なんか、まぁーた新しい女子増えてんだけど！　イインチョの人間カンケー、どーなってんだよ!?」

「ど、どーもなってないよ！」

　必死にかぶりを振るハルユキを見て、志シ帆ホ子コと謡ウタイが同時にきょとんと首を傾かしげた。




　餌えさやりと掃そう除じが終わると同時に、学校のチャイムが午後四時を知らせた。

　この時間でも、七月の夏空はまだまだ明るい。シャワールームに寄っていくという玲レイ那ナとは校内で別れ、徒歩で帰る謡と新しん高こう円えん寺じからバスに乗る志帆子を校門前で見送ると、ハルユキは壁かべ際ぎわの日ひ陰かげに入り、仮想デスクトップの電子マネーアカウントを開いた。

　ハルユキの小こ遣づかいは、昼食代込みで一日五百円。一年生の秋までは毎日いじめっ子にパンだジュースだと集たかられてまったく残らなかったが、連中を黒クロ雪ユキ姫ヒメが排はい除じよしてくれたいまでは、昼食をパン一個と牛乳だけに抑おさえれば一日三百円、自分で弁当らしきものを作って持っていけば五百円を丸々貯ためることができる。しかも、最近はゲームソフトをほとんど買わなくなったので、アカウントにはそこそこの金額がチャージされたままだ。

　ウインドウを閉じ、三十秒間考えてから、ハルユキは自宅とは反対方向の阿あ佐さヶが谷や方面へと足を向けた。

　新青梅おうめ街かい道どうを一キロ歩き、南阿佐ヶ谷駅そばの商店街で買い物をすると、住宅街を南下する。やがて行く手に、瀟しよう洒しやな白しら壁かべのタウンハウスが立ち並ぶ、どこか外国のような街並みが見えてくる。《ＵＲＢ阿佐ヶ谷住宅》という、九十年もの歴史がある集合住宅地だ。

　もちろん建物は近年に建たて替かえられ、大部分の住宅は大規模マンションに姿を変えたが、この一角だけは当初の面おも影かげを残している。記き憶おくに従ってメインストリートから横道に入り、一いつ軒けんのタウンハウスの前で立ち止まる。

　しばし家を見み詰つめてから門柱に近づくと、視界にホロインターフォンが表示された。チャイムボタンを押し、待つ。

　やがて窓の中に現れたのは、二時間前に梅うめ郷さと中ちゆうで別れた黒雪姫の顔だった。

『は……ハルユキ君!?　どうしたんだ、急に!?　何かあったのか!?』

　矢や継つぎ早ばやに問いかけてくる黒雪姫に向かって、深々と頭を下げる。

「あ、あの、突とつ然ぜん押しかけてすみません！　特に何かあったというわけじゃないんですが……その、ええと、ええと……」

　自分の行動を簡略に説明できず、言葉に詰つまるハルユキを五秒ほど見み詰つめてから、黒雪姫は仄ほのかな苦く笑しようを浮うかべ、言った。

『外は暑かったろう。まあ、入ってきたまえよ』

「は、はい！」

　もう一度ぺこりと会え釈しやくしてから、電でん子し錠じようが解除された鉄の門を開け、敷しき地ち内ないへ。建物の前に立つと同時にドアが開き、生身の黒雪姫が顔を出した。

「ちょうど風ふ呂ろから上がったところだったんでな……こんな格好で済まん」

　確かに大きめのＴシャツとショートパンツだけという出いで立たちは、有アリ田タ家けお泊とまり会の時と比べても相当に被ひ覆ふく面めん積せきが少なめだが、ハルユキに異議のあろうはずもない。無言でぷるぷる首を横に振っていると、黒クロ雪ユキ姫ヒメは再び微笑ほほえみ、手招きした。

「さあ、どうぞ」

「は……はい、お邪じや魔まします」




　これが二度目の訪問となる黒雪姫の自宅は、相変わらず綺き麗れいに片付いていた。

　ロフトつき１ＬＤＫという間取りは、中学生の一人暮しには充じゆう分ぶんすぎるほど広いのだろう。十四畳じようのリビングルームには物がほとんどなく、南東の角に設置された巨きよ大だいな九十センチ水すい槽そうが目を引く。

　すぐに水槽を覗のぞき込みたかったが、ハルユキはまず両手にぶら下げていたレジ袋ぶくろを持ち上げ、言った。

「あの、これ、差し入れです」

「は……はあ!?」

　仰ぎよう天てんした様子の黒雪姫の前で、ダイニングテーブルの上に袋ふくろの中身を並べる。

「えと、コブサラダと、かぼちゃコロッケと、サーモンリエットと、トルティーヤロールと、バゲットサンドと、あとレモンタルト……」

「い、いや、それは解わかったが……なぜ私に？　そしてなぜこんなにたくさん？」

　なおも驚おどろき醒さめやらぬといった様子の黒雪姫の顔を、ハルユキは勇気を振ふり絞しぼって正面から見み詰つめた。いつもはなかなか自分からは目を合わせられないが、仔し細さいに見ると、まだ少しだけ湿しめり気けのある黒くろ髪かみの下の顔は血の色が薄うすく、目め許もともわずかに赤みを帯びている……気がする。まるで、お風ふ呂ろの中で泣いてでもいたかのように。

　無制限フィールドから戻もどった直後も、その後の車内でも、学校前で別れた瞬しゆん間かんも、黒雪姫に普ふ段だんと違ちがうところはないように思えた。しかし、そんなはずはないのだ。デュエルアバターは、バーストリンカーの心の傷を鋳い型がたとして生まれた半身。それが死の罠わなに囚とらわれたのだから、たとえ加速世界最強のレベル９ｅｒナイナーといえども、平然としていられるとは思えない。

　黒雪姫と視線を合わせたまま、ハルユキは質問に答えた。

「いっぱい食べれば……元気が出ると思って」

「はぁ……？」

「先せん輩ぱい、毎日あんまり食べてなさそうだから……今日くらいはいっぱい食べて、元気出して欲ほしくて……」

　言葉を足しても、黒雪姫はしばらく啞あ然ぜんとした様子のままだった。

　しかし突とつ然ぜん、顔じゅうにくしゃりと泣き笑いのような表情が浮うかぶ。何度も瞬まばたきを繰くり返かえす両目に、涙なみだの粒つぶが宿る。

「…………まったく、キミたちには隠かくし事ごとはできないな。実はフーコの奴やつにも、別わかれ際ぎわに散々大だい丈じよう夫ぶか訊きかれてしまってな……」

「それは……当たり前ですよ。先せん輩ぱい、けっこう顔に出るほうですから」

「ム……それはキミに言われたくないぞ」

　唇くちびるを尖とがらせてから、もういちど笑え顔がおになる黒クロ雪ユキ姫ヒメと、ハルユキは再び見み詰つめ合った。

[image: ]

　エアコンのかすかな駆く動どう音おんが、防音ガラス越ごしに入り込んでくるセミの鳴き声と重なる。いつのまにか日差しはずいぶん色を濃こくしていて、南の窓を背にする黒雪姫の顔に、はっとするほど美しいコントラストを作り出す。

　数秒間の放心から我に返ると、ハルユキは再び頭を下げた。

「……あの、急にお邪じや魔ましちゃって、ほんとに済みませんでした。夜にはまたミーティングもあるし、これ、食べられそうなやつだけでいいんで、食べてくださいね。じゃあ、僕はこれで失礼します」

　どうにかつっかえずに言えたが、両手は冷ひや汗あせでびっしょりだ。最後にもういちど黒雪姫の顔を見てから、空になった生分解性レジ袋ぶくろをズボンのポケットに押し込み、踵きびすを返す。

　短い廊ろう下かを、玄げん関かんに向かって三歩ほど進んだ時だった。

　背後からふわりと甘あまい香かおりが追いかけてきて、直後、かなりの勢いでハルユキの背中にぶつかるものがあった。細くて、柔やわらかい体。

　白い両りよう腕うでが、硬こう直ちよく状じよう態たいに陥おちいったハルユキの体を強く抱だき締しめる。右の耳みみ許もとで、ごくかすかな囁ささやき声。

「…………ハルユキ君」

　続いて聞こえた言葉は、口調こそいつもと変わらなかったが、どこか幼子が涙なみだを堪こらえているような響ひびきを帯びていた。

「……頼たのむ……今夜は、私と一いつ緒しよにいてくれないか」





（つづく）









　あとがき




　アクセル・ワールド22巻『絶ぜつ焰えんの太たい陽よう神しん』をお読みくださり、ありがとうございます。

　前巻『雪の妖よう精せい』から十一ヶ月もお待たせしてしまい、本当に申し訳ありません。二〇一七年は色々あって別シリーズのほうにリソースを傾かたむけざるを得なかったのですが、それにしても間が空きすぎですね。次巻は可能な限り早くお届けできるよう頑がん張ばります！

　内容についても少し。前巻のあとがきで「次は日常まったり話をやりたい」と書いた記き憶おくがありますが、蓋ふたを開けてみたら、あんまりまったりしていない話になってしまいました……。ここのところストーリーの比重が加速世界側に傾きがちなので、ハルユキたちの現実ライフもちゃんと書きたいと常々思っているんですが、世界情勢がなかなかそれを許してくれません。今巻までの二十二冊をエピソード別に分けてみると、１、２巻が発動編、３、４巻が略りやく奪だつ者しや編、５～９巻が災さい禍かの鎧よろい編、10巻は短編集で11～16巻がＩＳＳキット編、17巻～が白のレギオン編ということになろうかと思いますが、こう並べればこの22巻はもうクライマックス的なところに突とつ入にゆうしているわけで、事件がひとまず解決して日常に戻もどるにはもう少しかかりそうです。とは言えハルユキは黒クロ雪ユキ姫ヒメやニコたちと山形のおじいちゃんの家に行く約束をしているし、クラス委員長の生イク沢ザワさんと生徒会役員選挙にも出なきゃいけないですしね……私としても、次の巻では白のレギオンと決着をつけてほしい！　と思っています！




　さてさて。この本の背表紙の一番上を見て頂くと、「か－16－50」と印刷されていると思います。「か－16」は電でん撃げき文庫で本を出版した、ペンネームが「か」で始まる十六人目の作家であるということ、「50」はその作家が出した本の通し番号です。つまりこのアクセル・ワールド22巻が、私の五十冊目の本なわけです。

　デビュー作であるアクセル・ワールド１巻（番号はもちろん「か－16－１」）が出版されたのが二〇〇九年二月ですから、ここまで辿たどり着つくのに八年九ヶ月かかったことになります。振ふり返かえると長かったような、あっという間だったような気もしますが、どうあれ五十冊という数を積み重ねることができたのは、ひとえにいままで私を応おう援えんしてくれた読者さまのおかげです。次の節目は百冊ということになりましょうが、行けるかどうかは定さだかでないもののそこを目指してこれからも頑張りますので、応援よろしくお願いします！

　一年近く空いたのに今回も結局ぎりぎり進行になってしまってご迷めい惑わくおかけしたイラストのＨＩＭＡさん、担当の三み木きさん、安あ達だちさんもありがとうございました。次巻は間かん隔かくも進行も早めで！　頑張りたいと思います！





二〇一七年十月某ぼう日じつ　　　川かわ原はら　礫れき
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川かわ原はら 礫れき

イベントやサイン会で差し入れをして下さる皆様、いつも本当にありがとうございます！
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イラスト／ＨＩＭＡ

10月３日生まれ。挿絵は今シリーズが初のイラストレーター。『電撃萌王』小冊子への寄稿を見た文庫編集者が、今回の挿絵依頼をオファーしたことがきっかけ。本業仕事の合間を縫って、ブログやＳＮＳサイトなどでイラストを発表している。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「HIMA先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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アクセル・ワールド22




―絶ぜつ焔えんの太たい陽よう神しん―








川かわ原はら 礫れき
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※2017年11月10日発行の電撃文庫『アクセル・ワールド22 ―絶焔の太陽神―』初版に基づき制作
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